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死んで花実が咲くものか！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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まえがき――あるいは死の行進の始まりにあたって






　みなさんこんにちは、田中信二です。

　とりあえず、かわたな――とお呼よびください。

　お初にお目にかかる方もいるかと思いますので、説明しておきます。この愛あい称しようの由来は〝かわいそうな田中〟の略りやくであります。




　かわ＋たな＝かわたな、なのです。




　変な名前と思われるかもしれません。が、いずれ「なるほど」という納なつ得とくの思いとともに耳に馴な染じんでいくことでしょうから、ここではあまり気にしないでください。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目の作品です。

　しかし、「ＴＲＰＧとかリプレイって言われたって分からん」という人もいるかもしれません。そんな方のために簡かん単たんな説明をさせていただきます。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼ばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。




　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのルールです。

　いわゆる剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームなのですが、この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟という土地では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。

　その中で、様々な事じ情じようにより翻ほん弄ろうされ、戦乱の時代を生き抜ぬくためにもがく人々が、このリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつの通り、本書は『アリアンロッド・サガ』の四作目に当たりますが、この本から読み始めても問題ありません。シリーズのあらすじ紹しよう介かいを兼かねて、『デスマーチ』までの経けい緯いを紹介しますので、このままページをめくってください。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






　ここから先は、シンプルにまとめた『アリアンロッド・サガ』のグランドストーリーです。憶おぼえる必要はありません。流し読みして、この先よくわからなくなったら戻もどって読み返してください。




●フェリタニア王国建国

　剣と魔法、そして戦乱の大陸アルディオン。

　その地では〝竜りゆう輝き石せき〟と呼ばれる宝ほう玉ぎよくを持つ六つの王国があり、大陸の盟めい主しゆたる皇こう帝てい、即すなわち〝統とう一いつ帝てい〟の座を目指して争っていた。

　帝紀八一二年。大陸の二大強国のひとつ〝レイウォール王国〟の王女ピアニィは、兄であるヒューバードにより突とつ然ぜん父王暗殺容よう疑ぎの濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、捕とらえられようとしていた。しかし、ピアニィは偶ぐう然ぜん出会った剣けん士しアルの助力を得て逃とう亡ぼうに成功、彼かの女じよの母ティナの母国であり、レイウォールに併へい呑どんされた旧きゆうアヴェルシア王国の地までたどり着く。

　そこで待っていたのは、レイウォールから搾さく取しゆされ、窮きゆう乏ぼうする人々だった。

　逃亡の途と中ちゆうで知り合った、軍ぐん師しナヴァールと、遠い別の大陸からやって来たという狼族アウリルの娘むすめベネットなどの協力を得て、ピアニィはアヴェルシア解かい放ほうに成功。あらたな国を興おこし、建国の際さい、古いにしえの統一国家フェリタニアの名を号した。
















▼キーワード


フェリタニア王国：古代の統一帝てい国こくの名を冠かんした新しん興こう国家。

レイウォール王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。赤竜王国の異い名みようを持つ。

アヴェルシア王国：五年前に滅ほろびた王国。

ピアニィ：レイウォール王国の第二王女。突然兄に無実の罪つみを着せられ、捕らえられる前に脱だつ出しゆつ。母親の出身地で蜂ほう起き。フェリタニア王国を建国した。

アル：名だたる剣けん聖せいの弟で子しで、凄すご腕うでの剣士。メルトランドの豪ごう商しようブルックス家の男子。

ナヴァール：伝説の軍師サザーランドの弟子。大変な切れ者の軍師。

ベネット：エリンディル大陸から海を越こえて来た隠おん密みつ。フェリタニアに助力する。






●メルトランド戦せん役えき

　一方、アルディオン大陸二大強国のもう片かた方ほうの雄ゆう。グラスウェルズは統一帝の座ざを目指し、メルトランド王国に侵しん攻こうする。

　その際、メルトランド国民の信しん仰こうする聖せい樹じゆヒースに対し、特とく殊しゆ部隊を送おくり込こむことで枯からし、その混こん乱らんに乗じて一気に進軍。メルトランド制せい圧あつは時間の問題かと思われた。
















　しかし、ピアニィたちはメルトランド王都に侵しん入にゆうし、王女スリスの身み柄がらを確かく保ほした。そして、軍師ナヴァールはレイウォールの事実上の支し配はい者しやであるヒューバードと交こう渉しよう。レイウォールに残っていた旧アヴェルシア領りようとメルトランドの交こう換かんを持ちかける。

　これによりメルトランド侵攻の大たい義ぎ名めい分ぶんを得たレイウォールはメルトランドに侵入。支し配はいを確かく立りつする前のグラスウェルズ軍に襲おそいかかった。

　この結果、メルトランド王国領りよう内ないでは二大強国の軍ぐん勢ぜいによるにらみ合いが今なお継けい続ぞくしている。その一方で、建国間もないフェリタニアは旧アヴェルシア領をほぼ手中に収おさめることになった。
















▼キーワード


グラスウェルズ王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。白竜王国の異名を持つ。

メルトランド王国：レイウォールとグラスウェルズに挟はさまれた位置にある。信仰の対象である聖樹を枯らされた隙すきを突つかれ、グラスウェルズ軍の侵入を許ゆるした。

スリス：メルトランドの幼おさない女王。帝紀八一二年時点で五歳さいである。
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◆Preplay 01◆覚かく悟ごを決める時――それは、今




　西せい暦れき二〇〇九年の夏。東京の秋葉原にあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室。

　そこでは、三人の男たちが頭を抱かかえていた。

　メンバーは次の通り。




菊きく池ちたけし

　通つう称しようきくたけ。ご存ぞんじ『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下『無印』）シリーズを自らの手で執しつ筆ぴつしている。




鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下『ブレイク』）シリーズの著ちよ者しやを務つとめている。さらに『無印』シリーズでは軍ぐん師しナヴァールのプレイヤーとして参加している。




かわたな

　本名は田中信二。

　ライティング、ＤＴＰ、編へん集しゆう、等々なんでもやらされ、皺しわを寄よせられるのが仕事。

『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『無印』と『ブレイク』の進行を担たん当とうしている。




きくたけ：……やっちまいました。

鈴吹：……やっちまったねえ。

かわたな：……。

きくたけ：……どうしよう。

鈴吹：……どうしようかねぇ。

かわたな：……はぁ。




　再ふたたび会議室を沈ちん黙もくが支し配はいする。

　一体何が起こったのか？

　その説明をする前に、次の図ず版はんを見ていただきたい。
















　……見終わりましたか？

　この様にして、『無印』三巻かんで活かつ躍やくしてもらうべく、読者の皆みな様さまにキャラクターの投とう稿こうを募ぼ集しゆうしたわけである。

　ＧＭである菊池たけしは、皆様から送っていただいたキャラクターを用い、それを活躍させるべくシナリオを三日掛かけて練り上げた。

　だが……。




きくたけ：……どうして、あんなことになったんだろう？

かわたな：菊池さんが「そっちの方が面おも白しろい！」って、物語の展てん開かいを変えたからです（断だん定てい）。

きくたけ：し……。

かわたな：し？

きくたけ：仕方なかったんじゃあ～っ！　だってそっちの方が面白かったんだもん!!　大竹さんのアイデアを活いかしてあげたかったんだもん!!

鈴吹：（なぜか満面の笑えみ）いやぁ、実じつ際さい展開は超ちよう面おも白しろかったぞぉ～。

きくたけ：一時はどうなるかと思いましたよ。面白かったけど（笑）。




　ちなみに大竹さんというのは、『無印』のヒロインであるピアニィというＰＣのプレイヤーである。




[image: ]




　大竹さんが一体何をして、結果展開がどう変わったか……。

　細かなことは本書の第二話と関係してくるのでここでは省しよう略りやく。

　それより問題は……。




かわたな：現げん実じつから目を背そむけないでください！　読者投稿ＮＰＣたちをどうするんですか？




　そう。

　せっかく「ピアニィの勇者募集」に送られてきたＮＰＣが、ほとんど見せ場がないままシナリオが終わってしまったというのだ。




きくたけ：勘かん弁べんしてよー！　ゲームなんだから予想できないことだって起こるよ。

鈴吹：それはそれとして、せっかくの投稿企き画かくが空から振ぶりした件けんについては対たい処しよが必要だねえ。

きくたけ：何を他人事のように！　嬉き々きとしてシナリオを引っかき回していた以上、共きよう犯はん、というか一いち蓮れん托たく生しようですからね。

鈴吹：だってしょうがないだろう、おもしろくなっちゃったんだから!?

かわたな：面白かろうが、何とかしないといけません……。




　この日、何度目かの沈黙が会議室を支配する。

　しばしの間をおいて、鈴吹が口を開いた。




鈴吹：ここは、呼よぶしかあるまい。

きくたけ：呼ぶ？

鈴吹：Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の黒いドラえもん。悪わる知ぢ恵えの専せん門もん家かのあの人を呼ぶしかないだろう。

きくたけ：そうですねえ。……他に方法がないですもんねえ。

かわたな：……えー！　イヤだなあ。

鈴吹：イヤなのか？　かわたな。

かわたな：だって絶ぜつ対たいわたしの仕事が増ふえるんですよ？　正直その手は避さけたいですが……。

鈴吹：じゃあ、他にいい手があるか？

かわたな：……仕方ありません。たのさんを呼びましょう。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』シリーズではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下『アクロス』）シリーズと『アリアンロッド・サガ』のノベルシリーズのプロジェクトリーダーを務める。




たの：……なるほど。せっかくリプレイやらサポート誌しやらで募集したＮＰＣが、さっぱり活躍できないままシナリオが終わってしまいましたか……。

きくたけ：てへっ♪

たの：……しょうがないなあ、菊池さんは……。

きくたけ：仕方なかったんだっ！　ＧＭとして!!　リプレイ書きとして!!　あの展開は！　断だんじて!!　シナリオを変えないわけにはいかなかったっ!!

かわたな：というわけで、何とかできないでしょうか？

たの：まったく、人を未来世界のネコ型ロボットみたいに……。うーん……。

鈴吹：……たのさんでも無理か？

たの：そうですね。無理ですね。

一同：結けつ論ろんはやっ！

かわたな：やっぱり、そうですよね……。

たの：ただ……。

きくたけ：……ただ？

たの：「無理が通れば、道理がひっこむ」と言いますから。

かわたな：ギクッ！

たの：実は、気になってはいたんですよ。ピアニィ一行って女王とその側近の割わりに、いつもほいほいと外国まで出て行っちゃうじゃないですか。

鈴吹：そりゃどうしようもない。ＰＣが事じ件けんを解かい決けつしないわけにはいかないし。事件はワールドワイドで起きてるんだし。一箇か所しよにとどまったらゲームにならない。

たの：『アリアンロッド』というＴＲＰＧの仕組み上、しかたないですし、そのことに不満はありません。……ただ、想そう像ぞうしてみてください。女王たちに残された臣下たちは大変なことになったんじゃないでしょうかね？

きくたけ：……ああ。無む茶ちや振ぶりされて後始末を任まかされる人がいるって話か。

かわたな：なんだか……、全然……人ごとだとは思えません（笑）。

たの：あと、菊池さんの『アリアンロッド・サガ』は国の偉えらい人たちの話じゃないですか。

きくたけ：主人公は女王様だしね。

たの：下々の……というか、より正せい確かくには民みん衆しゆうとピアニィたちの間に挟はさまれて、それを何とかする話って面白そうだと思いません？

きくたけ：確たしかにそれは面白そうだ（笑）。

鈴吹：そういう話ができれば『アリアンロッド・サガ』の厚あつみも増ますね。

かわたな：（なにかイヤな予感が……）

たの：つまり、ピアニィたち無印パーティーの活躍する影かげで、それをフォローすべく七しち転てん八ばつ倒とうする人々を描えがいたら面白いだろうと。そして……。

きくたけ：そうか！　その話の中で今回応おう募ぼしてもらったＮＰＣたちを活躍させれば……。

たの：フォローにはなるでしょう。

鈴吹：つまり、無印リプレイの裏うら話ばなしというか外伝的な位置づけのリプレイを書くわけか。

たの：さらに、『アリアンロッド・サガ』シリーズもずいぶん進んできたんで、今までの総そう括かつ的てきな解かい説せつつきの新しいリプレイには意味があります。

かわたな：……あのー。

きくたけ：なるほど！　……そういうことなら私わたしにも考えが。

たの：考えというと？

きくたけ：宴えん会かいで知り合った声せい優ゆうさんですごく面白い人がいるんだ。何かのリプレイに起用したかったんだけど……。

鈴吹：いいね。『アリアンロッド』初心者が混まざっていた方が説明がしやすいし。

たの：……でも、大だい丈じよう夫ぶですか？　おそらく１レベルからじゃなくて中くらいのレベルからスタートすることになりますよ？

鈴吹：確かに。無印パーティーよりは低レベルでも、ある程てい度ど重大な仕事を任されるくらいのレベルがいいかな。

きくたけ：印象だけだけど、多分いけると思う。むっちゃ頭の回転が速い人だから。

たの：おお、それは頼たのもしい。じゃあそれでいきましょう。

鈴吹：よかった、よかった、これで解決。

きくたけ：さんせー。




　ちょっと待っていただきたい。




たの：なに？

かわたな：確かにいい考えですが……。

鈴吹：読者ＮＰＣが登場して、投稿企画のフォローになるし。

きくたけ：なにより、そのリプレイは面白そうだ。俺おれも読みたい（笑）。

かわたな：確かに、面白そうですが……。

たの：「が」、なんなんだ？

かわたな：一体誰だれがそのリプレイを書くんですか!?　菊池さんや社長には無理でしょう？

たの：その通り。――だったら、書くのはひとりしかいない。

かわたな：誰です？




　たのは、不気味なまでにさわやかな笑え顔がおで、私に向かって言い放った。




「おまえが書くんだ」




かわたな：…………はぁ？

鈴吹：かわたなならきっと面白いリプレイになるな。

きくたけ：うんうん、俺も読みたい（笑）。

かわたな：いや、社長と菊池さんのスケジュールがつまってるってことは、その進行をやっているわたしもつまってるってことで……。

鈴吹＆きくたけ：いつも、すまないねぇ（涙）。

たの：よく考えてみろ。無茶振りされて苦労する人たちの話を、無茶振りされて書く。……面白そうだと思わないか？

かわたな：非ひ常じように残念なのですが、……すごく面白そうです。

たの：だろ？　じゃ決まり……。

かわたな：……しかし！　版はん元もとである富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんがＯＫしなければ、どんな面白い企画も絵に描いた餅もちに過すぎないのです。

たの：確かにそのとおりだ。

かわたな：………（ふぅ、危あぶないところだった。仕事が増えるところだった）。

たの：（電話の受話器を持って）……あー、もしもし富士見書房ドラゴンブック編へん集しゆう部ぶのＫ４さんをお願いします……。

かわたな：行動はやっ！

鈴吹：さすが、我わが社しやの営業部長だ（満足げな微笑）。

たの：（おおよそ三分経過）……はい。じゃあ企き画かく書しよにして送りますので、よろしくお願いします。（受話器を置く）担当レベルでＯＫが出たぞ。

かわたな：うっそ！

きくたけ：決まったーっ。

たの：世の中〝面白い〟には誰も抗あらがえないのだ！　さあ企画書を書け！　ハリィ！　ハリィ!!




　こうして、死の行進は始まったのであった。







◆Preplay 02◆上を向いて行こう！




　二〇〇九年秋。

　秋葉原にあるＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の事じ務む所しよに五人の男女が集まっていた。

　机つくえの上には、ルールブック、ダイス、各種シート類、そしてリプレイ収しゆう録ろくのための録音機材などがならぶ。

　その顔ぶれは、以下の通りである。




かわたな

　かわいそうな田中、つまりわたしのこと。本日のゲームマスター（以下、ＧＭ）を務めるそろそろ読者のみなさんにも「かわいそう」の意味がわかっていただけていると思う。




菊池たけし

　すべてのはじまりはこの人だと思う。




たのあきら

　この状じよう況きようを作り上げたのはこの人だと思う。




鈴吹太郎

　そして、すべてを決定したのはこの人だと思う。




かわたな：みなさんにも責せき任にんはとっていただきます!!　ということでプレイヤーをよろしくお願いします。

一同：はーい。




　そしてここにベールを脱ぬぐ四人目のプレイヤーを発表させていただきたい！




酒さか井い香か奈な子こ

　劇げき団だんカムカムミニキーナに所しよ属ぞくする女じよ性せい声優さん。

『サガ』シリーズの仕し掛かけ人にんである菊池たけしが、酒井さんととある飲み会で遭そう遇ぐう。

　その突つき抜ぬけた魅み力りよくにほれこんだ菊池が「ぜひに」と声をかけ、本書『デスマーチ』でさっそくの参戦の運びとあいなった。

　声優としての活動は『ミラクルトレイン』あかり。『地じ獄ごく少女 三みつ鼎がなえ』きくり。『らぶドル ～Lovely Idol～』藤ふじ沢さわ瑠る璃り。など。




　と、おもむろに初参加の酒井さんが口を開いた――。




酒井：はい、質しつ問もんがあります！

ＧＭ：なんでしょう？

酒井：田中さんって「かわたな」呼ばれてますけど、それはどういう意味ですか？

ＧＭ：…………。




　のっけからそう来ますか（笑）。




たの：彼かれは、なぜかかわいそうな目にあうことが多いんですよ？　なので、かわいそうな田中、略りやくしてかわたな、となったんですよ。

酒井：なるほど――。田中さんはかわいそうなんですか！

ＧＭ：……そうかも（笑）。自分でも微び妙みような呼ばれ方だと思うのですが……その由来を説明すると受けるんで、なしくずし的にこのまま来てしまいました（笑）。

酒井：（突とつ然ぜん、力強く）〝受ける〟――って大事ですよね！

ＧＭ：ど、どうしたんですか!?（笑）

酒井：あ、すみません（笑）。こういうリプレイって初めてなんですけど、とにかく読者さんに喜んでもらえるようにがんばろうって思ってたんで――つい。




　楽しげな声と、その積極的にセッションに参加しよう姿し勢せいを見てＧＭは思った――。

　酒井さんはプロなのだ、と。

　そして、収録の前に交かわされた会話で、印象に残った台詞せりふを思い出す――。

「わたし、高校の時に、演えん劇げきで食べていこうって思って勉強を始めたんですよ――」

　きっとこの人の中には、学生の頃ころからしっかりと積み重ねられたプロ意い識しきがあるのだ。それが読者さんを喜ばそうという今の前向きな意識につながっているのだろう。




　これはいける――そんな予感めいたものを感じつつ、ＧＭはセッションを開始した。




ＧＭ：では、これから『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』の第一話を始めます。

一同：はーい。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：では、今回予告いきま～す。

酒井：今回予告――あ、『無印』でもやってましたね（←既き刊かんの資し料りようを読んでいた）。

ＧＭ：これは、ネタばれにならない程度に、プレイヤーさんにこれから起きる話のイメージを把は握あくしてもらってプレイをスムーズに進めるためのものです。

鈴吹：それに、あらかじめお話の概がい要ようがわかっていると、セッションにそぐわないキャラを作ってしまうという、事じ故こも起きづらくなるんです。

酒井：なるほど！　じゃあ、しっかり聞きますね。




　帝紀八一二年十一月――。

　フェリタニア王国が誕たん生じようして間もないこの時期、ひとつの危き機きが生じていた。

　突とつ如じよ、禿はげ鷲わし団だんを名乗る山さん賊ぞくが出しゆつ現げん、廃はい棄きされていた砦とりでに立てこもり、蜂ほう起きしたのだ。




酒井：は……、はげわし団？（笑）

たの：なんつーネーミングセンスだ！（笑）

きくたけ：すごく――――雑ざ魚こっぽいですんですけど（笑）。

ＧＭ：今回はわかりやすさ重じゆう視しで参ります（笑）。




　この事じ態たいに、フェリタニア王国軍師、ナヴァールは新たに志し願がんしてきた兵たちを主力とした討とう伐ばつ軍を編へん成せい、禿鷲団の掃そう討とう作戦を開始した。

　だが、禿鷲団が有していた秘ひ密みつ兵器の前に、各地からやってきた勇者たちで構こう成せいされた討伐軍は不覚をとってしまう。




鈴吹：な、なにぃ！　……す、すまん、読者のみんな！　私の作戦の失敗で……（←ナヴァールのプレイヤー）。ってなんで、こんなことになってんの！（笑）

ＧＭ：ふっふっふ。




　これを受けて、フェリタニアの軍師ナヴァールは、さらに四人の勇者たちを選せん抜ばつした。

　山賊が立てこもる砦の中に侵しん入にゆうし、突とつ入にゆう部隊を救出せよ！

　それが彼らに与あたえられた任にん務むであった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』　第一話「勇者救出作戦」




　すべては竜の石の導きのもとに―――。




きくたけ：なるほどねぇ。勇者救出作戦（笑）。

酒井：わかりやすいタイトルですね！

鈴吹：質問――今日のシナリオは、正確にはいつごろなの？

ＧＭ：『無印』第四話と第五話の間のできごとです。今回のエンディングが『無印』三巻、第五話のオープニングにつながるといいなぁ、と思っています。

たの：なるほど。レイウォールとグラスウェルズはメルトランドに攻せめ込こんでいて、旧アヴェルシア領りようはフェリタニアに譲ゆずるという約束をとりつけた後ということか。

酒井：？

たの：地図で説明しましょう。




　読者の皆さんは、まえがきの地図『メルトランド戦役２』を参照していただきたい。




酒井：わかりましたーっ！

ＧＭ：次に、ハンドアウトになります（と、四枚まいの紙し片へんを並ならべるＧＭ）。ハンドアウトも今回予告と同じく、プレイヤーに、事前に把握していてほしい情じよう報ほうを伝えるツールです。

酒井：（それぞれの紙片を眺ながめて）それぞれ違ちがう内ない容ようが書いてありますよね。

ＧＭ：そうです。ハンドアウトにはそれぞれ異ことなる情報が書かれていて、プレイヤーはその情報から、自分が好む立場や役やく割わりを選ぶことになります。

酒井：希望するハンドアウトがかぶったら？

鈴吹：そういう時は、話し合って解決するんですよ。

ＧＭ：ちなみに、今回のハンドアウトは、特とく殊しゆな仕様になっておりまして。

酒井：特殊？

ＧＭ：はい。通つう常じようはＰＣ番号や推すい奨しようクラス、ＮＰＣとの関係を表わすコネクションなどの情報が提てい示じされるのですが、今回はこれを採さい用ようしませんでした。代わりに、どの国の出身であるかが指定されています。書かれている番号は便べん宜ぎ上のもので、深い意味はありません。

きくたけ：ずいぶん、変へん則そく的てきなハンドアウトだな、それは。

ＧＭ：『デスマーチ』は色々な立場の読者ＮＰＣさんが参加する特殊なリプレイですからね。私なりに工く夫ふうをこらした結果なのです。




今回のハンドアウトについて

　本リプレイ『デスマーチ』は「ピアニィの勇者募集」に応募してくれた読者ＮＰＣたちの活躍の場としての役割も有している（詳くわしい経けい緯いは、冒ぼう頭とうの解説で確かく認にんしていただきたい）。

　彼らは、ゲーム内ではフェリタニア女王ピアニィの布ふ告こくに応こたえてやってきた勇者たちとして表ひよう現げんされる。その内容は「国の出身によらず、立場の違いによらず、新興国フェリタニアのために協力してくれる人材をもとめる」というものだ。

『デスマーチ』のＰＣたちも彼らと同じように、ピアニィの言葉に共感して志願してきた立場とした。そのため、それぞれ異なった立場、国こく籍せきであることが望ましい。そこで用意したのが、出身別のハンドアウトというわけである。




きくたけ：ようは、寄よせ集あつめっぽい感じを出だしたかったんだな（笑）。

酒井：出身国を意識してプレイしたほうがいいってことですか？

きくたけ：出身にそれほど囚とらわれなくてもいいんじゃないかな。

鈴吹：同どう郷きようのＮＰＣが出たら、会話のとっかかりに利用する程度で。

酒井：わかりました！

ＧＭ：では、ハンドアウトを読み上げますよ。




▼ハンドアウト①（出身：アヴェルシア）

　キミの国アヴェルシアはひとたび滅ほろびの日を迎むかえた。それからの五年間、多くの人々が苛か烈れつなレイウォールの支配にさらされてきた。

　だが、突如として、この国に希望の光が射さした。女王ピアニィによって、アヴェルシアの流れをくむ、新たな国フェリタニアが誕生したのだ。

　もはや、レイウォールの影はなく、人々は笑顔を取とり戻もどした。

　しかし、フェリタニアは生まれたばかりの国――その力はまだ小さい。

　故こ郷きよう、家族を護まもるため、ピアニィの布告に応おうじ、キミはフェリタニア軍に参加した。




きくたけ：アヴェルシアか！（くわっ）

ＧＭ：おや、食いつきがいいですね。

きくたけ：うむ。一度滅んだ国――。それを再び護る戦いか――男のロマンを感じるな。

ＧＭ：そのロマンの力で、これから来る苦く難なんに立ち向かってください。

きくたけ：きっと、エンディングでは誰かの盾たてになって死ぬに違いない（笑）。

酒井：えええっ!?　それは悲しすぎます！　もう決まってるんですか!?

鈴吹：そうじゃないんですよ（笑）。菊池さんは、こういう妄もう想そうを語ることで、キャラクターを膨ふくらませるべく頭を働かせてるんですよ。

酒井：なるほど――。

たの：そういう妄想が、ＴＲＰＧの楽しさの一部ですからね。

ＧＭ：ようするに、このハンドアウトを選んだら、故郷とそれを救ったピアニィのために戦う、という立場でゲームに参加することになるのです。

酒井：わかりました！




▼ハンドアウト②（出身：レイウォール）

　キミは、旧きゆうアヴェルシア領で暮くらしていたレイウォールの人間だった。

　だが、転機は突然訪おとずれた。

　フェリタニアの軍師ナヴァールという男が、条じよう約やくで旧アヴェルシア領はフェリタニア領になったと宣せん言げんしたのだ。結果として、君はレイウォールへ帰国するよう促うながされた。

　だが、一方で――もし、ともに国作りを望むのなら協力してほしい。フェリタニアは出身によって扱あつかいを変えるようなことはしない、というのだ。

　意外な言葉にキミは悩なやんだ――。

　そして、キミはフェリタニア軍に参加することを決めた。




ＧＭ：旧アヴェルシア領を併へい合ごうしていた国、レイウォール出身のＰＣになります。

鈴吹：この土地に愛着を持ってしまったので、ここで頑がん張ばっていこうと心に決めた……そんなキャラをやって欲ほしいということか？

ＧＭ：は、その通りです。

たの：レイウォール出身と言うことは、しがらみも多そうだな。

酒井：元は敵てき国こくの人だからですね。

ＧＭ：そうです。

たの：旧アヴェルシア領をフェリタニアのものにするっていう約束を王様同士がしただけだから、実際そこに住んでいる人たちは、すんなり言うこと聞くわけじゃないですからね。

鈴吹：そんな時期に山賊に暴あばれられたら、確かにめんどうだなぁ。

きくたけ：そこはナヴァールのことだ、抜ぬけ目めなくやるだろう（笑）。

酒井：ナヴァールさんって、抜け目ない人なんですねっ（笑）。

たの：抜け目なく我われ々われが使われるというわけでしょう（笑）。




▼ハンドアウト③（出身：メルトランド）

　キミの国メルトランドは東西の二大国に攻め込まれ包まれ滅んでいった。

　多くの人々が、悲しみに暮れる様子を、キミは目まの当あたりにした。

　そんな中、キミは隣りん国ごくフェリタニアの女王、ピアニィの「国籍、出身を問わず、誰もが豊ゆたかになる国作りをする」という布告を目にする。

　その言葉は、キミの心の中の何かを揺ゆさぶった。

　彼かの女じよこそ、世界に平和をもたらすことのできる人物なのかもしれない。

　そんな予感を覚えたキミは、フェリタニア軍に参加した。




きくたけ：メルトランド……ついこの間、滅んだ国だな。

酒井：え～と。『無印』二巻の時のお話ですよね？

ＧＭ：そうです。

酒井：今は、国が滅ぶような戦せん乱らんの時代なんですよね。

きくたけ：ふっ。その元げん凶きようが、このピアニィだとは、神竜王様でも気がつくめぇ――。

酒井：えええええっ！　……――あ！　そういえば、どこかで〝殺意のプリンセス〟って聞いたことがあります！　……もしかしてピアニィさんって怖こわい人!?

たの：違います。

ＧＭ：酒井さんに誤あやまった情報をすり込こまないように（笑）。




▼ハンドアウト④（出身：グラスウェルズ）

　キミは故こ国こくを離はなれ、フェリタニアにやってきた。

　自由を愛するキミとしては、グラスウェルズの格かく式しきが肌はだに合わないと感じてもいた。

　だが、それ以上に新しく創つくられた国には、大きな可か能のう性せいがある。

　なんでも女王ピアニィは出身や身分に拘こだわらず、能のう力りよく主しゆ義ぎで人材を取り立てるという――。

　面白いことになりそうだ、と感じたキミはフェリタニア軍に参加することにした。




きくたけ：面白いことになる？　大変なことになるの間ま違ちがいじゃないか？（笑）

ＧＭ：〝面白い〟と〝大変〟は両立しますよ？（笑）

鈴吹：グラスウェルズの国王暗殺未み遂すい事件はまだ起きていない？

ＧＭ：はい。少なくともその話はまだこちらに伝わってきていません。

酒井：なんです？　国王暗殺未遂事件って？

ＧＭ：酒井さんは、まだ『無印』三巻は読んでないですよね。じゃ、これから起きる事件なので、知らないまま楽しみにしているといいと思いますよ（笑）。

酒井：はい！

きくたけ：（なにか意味ありげにＧＭを見る）――人が悪いなぁ～（笑）。

酒井：ん？（笑）　……え～と。これはどういうハンドアウトなんですか？

ＧＭ：能力主義で人材を取り立てるフェリタニアに、立身出世の夢ゆめをもってやってくる――そんな野心に駆かられて行動するキャラですね。

たの：戦記ものでは定番のタイプだな。

ＧＭ：ハンドアウトが出で揃そろいましたので、皆みなさん、ご希望のものを選んでください。

きくたけ：希望を言ってもいいかな？　アヴェルシア用ハンドアウトを選びたい。ピアニィの母ちゃんに仕えていたというキャラクターをやりたいんだ。

ＧＭ：ティナさんに仕えていた……年配のキャラですか？

きくたけ：いや、じーさんとかオヤジとかじゃないんだよ。そのうえで、ずっと忠ちゆう臣しんとして仕えてきたのには間違いないんですが。

鈴吹：わかった、じいさんでないならばーさんだな！（笑）

きくたけ：違うっ!!（笑）　なんつーか、年ねん齢れいに影えい響きようされないキャラなんですよ。とにかく、ＧＭが喜ぶアイデアを思いついたんで、自じ己こ紹しよう介かいの時に披ひ露ろうしましょう（笑）。

ＧＭ：楽しみに待つことにします（笑）。他の方はどうします？

酒井：（元気よく）ＧＭ！　質問があります！

ＧＭ：なんですか？

酒井：アルさんの妹をやってもいいですか？

ＧＭ：ああ――アルの妹……………い、妹ですと――――――っ！

一同：そう来たかっ!?




アル・イーズデイル

　フェリタニア第一の騎き士しとして、ピアニィを護る好青年である。メルトランドの豪ごう商しようブルックス商会の男子。矢野俊策がプレイヤーをつとめる『無印』の人気キャラクターだ。
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ＧＭ：なんという、オイシイ選せん択たく……（笑）。

酒井：菊池さんにインターネットラジオの『ふぃあ通』に呼ばれた時に、ラジオドラマでエルザの声をやらせてもらったんで演えんじやすいかなぁって。




エルザ・ブルックス

『アクロス』で活躍する魔ま法ほう使つかいの娘むすめさん。炎ほのおの申し子というふたつ名を持つ。ブルックス商会の娘で、アルにとっては姉にあたる。プレイヤーは脚きやく本ほん家かの[image: 吉]村よしむら清子・きよこさん。
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酒井：あと、一番の理由は〝受けそうだから〟――ですっ！

ＧＭ：そこか！（笑）　よさげなので、ぜひそれでお願いします！　実はその座を狙ってた読者キャラもけっこういたんですよ（笑）。

きくたけ：アルは姉妹が三人か。一いち応おうふたりは未定だな……（笑）。

たの：義ぎ理りなら何人いてもＯＫですよ？

酒井：いいですね義ぎ妹まい！　そうしましょう！

一同：即そく答とうした！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：とにかくその設せつ定ていだと――「出身：メルトランド」がいいでしょう。

酒井：じゃあ、そうします！

きくたけ：実は――、アルには五万人の義理の妹がいまして（←突然邪じや悪あくな笑みを浮うかべ）。

酒井：えええええぇ――――っ！　そんなにライバルがいるんですか!?

ＧＭ：サバ言うなこのヤロー!!（笑）

酒井：あ、噓うそなんですね良かった（笑）。

鈴吹：（ぼそりと）菊池さんなら、ほんとにやりかねないところが怖い（笑）。

酒井：あ、メルトランドって滅んでましたよね。ブルックス商会は今無事なんですか？

ＧＭ：ブルックス商会のあるノルウィッチは今フェリタニア領なってて今は無事なんですよ。

酒井：なるほど。実家は残ってるんですね。よかった！

きくたけ：こういう既存の設定を活かしたキャラを作ると、世界と繫つながってる感じが出るんですよ（笑）。

鈴吹：うまいなぁ（笑）。ベテランみたいなキャラ立てだ。

ＧＭ：ちなみに酒井さんは、これまでＴＲＰＧを遊んだことは？

酒井：………秘密です！（←にっこりと笑って）

ＧＭ：………秘密なのか！　ま、そのあたりはおいおい。で、たのさんはどうします？

たの：レイウォール出身のハンドアウトを希望しよう。やってみたいキャラがある。

鈴吹：じゃあ、俺はグラスウェルズ出身のハンドアウトになるわけだな。自由にやっていいって書いてるしなっ！（笑）

ＧＭ：げっ！　「自由を愛する」ってのは、なんでも自由とは違いますよ！

鈴吹：あ～、楽しみだ（笑）。







◆Preplay 03◆集結、エンジェルファイヤー




　ハンドアウトを選んだプレイヤーたちはキャラクターの作成をする。

　ウォーリア、アコライト、メイジ、シーフのメインクラスの分担を決めた後は、データの作成、ライフパスの決定を行なっていった。




酒井：ふぅー、やっとできた（笑）。

ＧＭ：それでは、みなさんキャラクターの自己紹介をお願いします。

酒井：自己紹介って、何を言えばいいんですか？

ＧＭ：種族、クラス、性せい別べつ、年齢など――あと、なにか設定を語っていただけると。

酒井：設定？

鈴吹：ライフパスを振ふったでしょ。その時に決まった程度のことを言えばいいんですよ。




ライフパス

　それぞれのキャラクターがどのような出自、境きよう遇ぐう、運命をもっているかを表わしたもの。各ＰＣがどんな人物かを構こう築ちくする助けとなるデータだ。それぞれチャートが用意され、ダイスを振ることで内容が決まっていく。希望があれば、内容を自由に選んでもよい。さらにここでは、コネクションという、特定のＮＰＣとの関かん係けい性せいを明らかにする要よう素そも決定している。




鈴吹：できたてのキャラだから、そんなに詳しよう細さいな設定とか決めてなくてもいいのです。

酒井：はいっ！

ＧＭ：じゃ、お手本ということで、まずは菊池さんのキャラから、お願いします。




▼アヴェルシア出身／菊池たけしの場合　　―――ドラン・ベレレン

ＧＭ：まずは、アヴェルシア出身の菊池さんのキャラから。

きくたけ：名前はドラン・ベレレン。エクスマキナのメイジ／プリーチャー。

酒井：ドラン・ベレレン……ですね（←シートにメモっている）。

きくたけ（以下、ドラン）：ドランはピアニィ陛へい下かの母であるティナ様に仕えていた、将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされた騎士だったのですが――。ある時アヴェルシアの服ふく属ぞく事件が起きてしまう。

ＧＭ：アヴェルシアの悲ひ劇げきに関かかわったキャラか！

ドラン：そうだ。なお、コネクションはアヴェルシアの王女ティナ様を［主人］として取っている。アヴェルシア人として、わたしの忠ちゆう誠せいの対象はティナ様しかありえない。

酒井：ドランさん、一いち途ずな人なんですね！（←感心している）　女の子のファンがつきそうですよ！

ドラン：そうだろう？（笑）　だが、ドランは支配されようとするアヴェルシアを護って戦う中、レイウォールの手の者に暗殺されてしまうのですよ。

ＧＭ：おお！　ハンドアウトの意図を予想以上に汲くみ取とってくれて、ありがたいです（笑）。

ドラン：うむ。ライフパス（境遇）が［策さく謀ぼう］なので、レイウォールに謀ぼう殺さつされたことにした。

酒井：謀殺って？　……ドランさん死んだんですよね。どうゲームに参加するんですか？

ドラン：そこは錬れん金きん術じゆつの驚異のおかげ。死んだはずのわたしは機き械かい仕じ掛かけの体――エクスマキナとなって復ふつ活かつ。

ＧＭ：なるほど。それでエクスマキナか。

鈴吹：確かに、年齢には影響されない外見だな。




エクスマキナ

　錬金術によって作られた、自じ我がと意い志しを持って動く機械。人間そっくりな外見を持つ者がいる一方、動く全身鎧よろいや動物型といった様々な形けい状じようの者もいる。




酒井：ロボットみたいなものですね！　で、どんなヴィジュアルなんですか？（わくわく）

きくたけ（以下、ドラン）：一言で言うならば――、ドラム缶かんに簡かん単たんな手足が生えただけ――ってカンジ？

ＧＭ：………ド、ドラム缶？

一同：―――なんじゃそりゃああああああっ!!（一同爆笑）

鈴吹：お手本にならねぇぇぇぇぇぇ（腹はらをかかえて笑っている）。

ＧＭ：……………。

ドラン：一応手足があって、立りつ派ぱな人型だぞ？　どうかね。ＧＭが喜ぶアイデアだろう？　……ん？　言葉もないようだが、感動しているというとこかな？

ＧＭ：――――あきれてるんじゃぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）




　このときの困こまり果はてたＧＭの気持ち――皆さんに伝えたい。




酒井：あんなにシリアスな過か去こなのに――ドラム缶みたいな形なんですね（笑）。

たの：ヴィジュアルでダイナシですね（笑）。

鈴吹：あ、……メイジ／プリーチャーってことは、騎士としてのスキルは失ってるんだ。魔ま法ほうとかはドラム缶に入って以後に取得したの？

ドラン：本当は、［特別な力］で「何でそんな能力を持ってるんだ!?」って驚おどろくようなのをとろうと思ったんですよ。生前のスキルと言いい張はって。

鈴吹：［特別な力］は、ライフパス（出自）の［出生の謎なぞ］で得られる特とく徴ちようだね。メインクラス以外のスキルをひとつ取れるという。

ドラン：生前のスキルと言い張はるつもりだったんだけど――。

ＧＭ：だけど？

ドラン：ネタに走ってしまった……。

酒井：ネタですか？　それってどんな？（わくわく）

ドラン：自じ爆ばく！

一同：自爆!?

鈴吹：（シートを覗のぞき込こんで）あ――っ《ブロウアップ》なんかとってる！（笑）




《ブロウアップ》

　自爆によって敵てきを攻こう撃げきするニンジャのスキル。［現げん在ざいの【ＨＰ】＋２Ｄ］の〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージを与える強力な効こう果かを持つが、メインプロセス終しゆう了りよう時に【ＨＰ】が０になるという強きよう烈れつな副作用を持つ。




ドラン：『ブレイク』で出てきた自爆ツナ缶の改良型――そんな存そん在ざいが私（笑）。

ＧＭ：ちょっと待って――!?




　〝自爆ツナ缶〟とは正式には自爆缶といい、菊池たけしのＰＣアンソンたちが、『ブレイク』で持たされた工作用の爆ばく弾だんだ。「所持者が戦せん闘とう不ふ能のうになると自爆する」というたいへん危き険けんな性せい能のうも併あわせ持もっていたため、そのセッションでの恐きよう怖ふの象しよう徴ちようともなった。




ドラン：切り札は相手を抱かかえ込こんでの自爆。魔法を撃うつときは、目の部分から砲ほう身しんが出てきて、そこから投とう射しやするなどギミック満まん載さいだ。
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ＧＭ：一応、聞きますけど、そんな存在でいいのか、あんたは!?

ドラン：その通り――ついでに言っとくと、語ご尾びは――ナリ。

ＧＭ：なんですと――――っ!?

ドラン：がっちょんと動いて――ワタシはティナ様に忠誠を誓ちかうナリ――。そんな感じでしゃべります。

酒井：オモシロ―――いっ!?（笑）

鈴吹：面白いっていうレベルは越こえてる気もするぞ、これは（笑）!?

ドラン：ＧＭ――てな感じのキャラで行きたいんだが？

ＧＭ：…………（かなり考えて）……じゃ、じゃあ、そういうことで行きましょう。

鈴吹：いいのか？　ＧＭ。

ＧＭ：アヴェルシアを護るために戦うというコンセプトは実じつ現げんしてるし。一応、人型だ（と言い張っている）し。まあ、このヘンテコぶりは、受けそうですからね！（←もうヤケクソ）

鈴吹：い……、いいんならいいんだ（笑）。

たの：菊池さんは『サガ』シリーズでは三キャラ目だから。変わり種もアリでしょう。

鈴吹：にしても、ドランのこのボディ、バルムンク製せいだろ、どう考えたって。
















バルムンク

　アルディオン大陸で暗あん躍やくする秘密結社。現在、竜りゆう輝き石せきを求めて、活動している。




鈴吹：自爆する自立歩行型魔ま導どう砲ほう台だいに人間の脳のうを入れてあるんだろ？　そんな非ひ人じん道どう的てきな研究するのは、バルムンクしか考えられない。

ドラン：かもしれません（笑）。脳改かい造ぞうの前に脱だつ出しゆつしたんでしょう。

酒井：昔の顔が見てみたいです！

ドラン：昔の姿すがたは記き憶おくされてて、立体映えい像ぞうとして出力できます。でも、その姿はまだ秘密！

酒井：シークレットなんですね！（笑）

ドラン：楽しみは取っておくものナリ（笑）。




▼レイウォール出身／たのあきらの場合　　―――マルセル・ベルトラン

ＧＭ：では次はたのさんお願いします。

たの：名前はマルセル・ベルトラン。ヒューリンの男だん性せいで20歳さい。レイウォールの軍師で、若わかくしてレイウォール三二将しようのひとりに数えられていた人物です。

ドラン：レイウォール三二将のひとりかっ！




レイウォール三二将

　レイウォールの中でも特に優ゆう秀しゆうな三二人の武ぶ将しようたちをこう呼ぶ。『アクロス』三巻に登場した〝紅こう馬まの騎士〟ザロスがそのうちのひとりに数えられる。




たの（以下、マルセル）：けれども、このマルセル、三二将の中でも――〝裏うら目め軍師〟と呼ばれ、不ふ遇ぐうの日々を過ごしていました。

ドラン：裏目軍師！　……聞きき慣なれない響ひびきだな（笑）。

マルセル：軍師にも色々ある。「この私としたことが！」と言い出すのはヘタれ軍師。「私の計算どおり」というのは言い張り軍師。

ＧＭ：ふむ。

マルセル：そして、やることなすこと全部裏目に出てしまう。これが、裏目軍師！　「こんなこと起きるはずがない」と言うと起きて、「大丈夫だ」というと全然大丈夫ではない……。

ドラン：ひとついいですか？

マルセル：なんです？

ドラン：俺たち――なんでそんなヤツとパーティ組まないといけないんだよっ！（笑）




　ドラム缶で参戦したあんたが言う筋すじ合あいではない。




マルセル：安心してください。

ドラン：なにを？

マルセル：[image: 100]％裏目に出ますから、ある意味安全安心。こんなキャラが出来るのは、このリプレイしかないでしょう。

ドラン：…………。

鈴吹：プレイヤーはある程度これから起こることを知っているからね（笑）。

ＧＭ：……まぁ、分かりました。とりあえず、キャラの紹介を続けてください。

マルセル：ライフパスの出自、境遇、運命は［神官］、［略りやく奪だつ］、［財ざい産さん］をチョイスしました。

ＧＭ：コネクションは？

マルセル：［憎ぞう悪お］でナヴァールにコネクションを取ってます（笑）。

鈴吹：憎悪かよっ！（←ナヴァールのプレイヤー）

ＧＭ：今回予告で聞いたと思うんですが、ナヴァール出てきますよ？

マルセル：何の問題もない。大丈夫です。

鈴吹：なんで憎悪なの？

マルセル：マルセルは、レイウォールの出身で神官の家いえ柄がらですが、ステラというレイウォールの第一王女に片かた思おもいをしていたのです。




ステラ

　レイウォールの第一王女にして優すぐれた女将軍。ナヴァールとは同門。




[image: ]




一同：ふむふむ。

マルセル：それで、ステラとちょっとイイ関係なナヴァールが、憎にくくてしょうがない！　その足を引ひっ張ぱりたくてたまらない！

ドラン：最悪だああああっ！（爆笑）　性せい格かくも悪いぞ！（笑）

マルセル：ライフパス（境遇）の［略奪］はステラの心をナヴァールに奪うばわれたということで。

鈴吹：そうつながるのね（笑）。

マルセル：ところが今は、ステラへの恋こい心ごころより、ナヴァールへの憎悪の方が強くなっちゃって。ナヴァールが過か大だい評ひよう価かされている、実際は大したヤツじゃなかったと、歴史に残そうとしてます。具体的には、ナヴァールの悪口を手記に書かき留とめています。

鈴吹：その手記を死後に歴史家に解かい析せきしてもらって、歴史を塗ぬり替かえるつもりか！（笑）

ＧＭ：なんだってフェリタニア軍に参加したんですか!?（笑）

マルセル：懐ふところに潜もぐり込こんで、内側から足を引っ張るため。それに、フェリタニアが滅びると読んでいるんで、その混こん乱らんに乗じてピアニィを本国に連れ帰って、手て柄がらにしようとしてます。




　こ、このキャラ大丈夫なんだろうか――？　ふたたび、ＧＭの心に不安がともる――。




マルセル：でも、マルセルの思いとは逆ぎやくの方向に現実が転がっていくので、問題はない（笑）。

ＧＭ：その悪者っぽさ――もう少しどうにかなりませんかね？

マルセル：（ＧＭを見み据すえて）安心しろ。

ＧＭ：何をですか？

マルセル：こう見えて、実はいい人だから。




　え？　ど、……どこが？




ドラン：なんだろう？　すごく取ってつけたような響きだ（笑）。

マルセル：口先では「こんなの、馬ば鹿かのすることだ」なんて言うんですが、体の方はついつい善ぜん意いで動いちゃう。
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酒井：すごい愛らしい子に見えてきました。

鈴吹：そういう見方もあるか（笑）。

酒井：「私は悪い人ですよ？」と言いながら、善ぜん行こうを積んじゃうわけですね♪

ＧＭ：ポジティブだ！　……酒井さんにパーティの良心を見た。

マルセル：クラスはアコライト／フォーキャスター。やれることは支し援えんだけ、一言で言うならば――。

ＧＭ：？

マルセル：劣れつ化かナヴァール（一同爆笑）。

ＧＭ：劣化って……。

鈴吹：レベル低いんだから、しょうがないだろ（笑）。

ドラン：そして、なおさら憎悪がつのる、と（笑）。

酒井：かわいい――っ！　自分の思ってることが素す直なおに表現できないところが特に！（笑）

ＧＭ：つ、次行きましょう……。
















▼メルトランド出身／酒井香奈子の場合　　―――アキナ・ブルックス

ＧＭ：では、酒井さん。お願いします。

酒井：はい、アキナ・ブルックスです。一五歳の女の子です。

ＧＭ：アルやエルザの義理の妹ですね。

酒井（以下、アキナ）：そうです、義理の妹！（満面の笑顔で握にぎり拳こぶし）




　なぜ、ガッツポーズ？




ドラン：今、なにかいけない方向に走りそうになった（笑）。

アキナ：義理の妹は許ゆるされますから！　シリーズのヒロインを目指します！

鈴吹：意い欲よく的てきだ！（笑）

アキナ：アルに血のつながらない妹ができたら、読者さんも、この先の展開が気になるかなぁって思ったんですよ！




　サービス精せい神しん旺おう盛せいな方である。




ドラン：そ、それは気になる！　というか、むしろピアニィが一番気にするだろ!?（笑）

鈴吹：おっ、アルを巡めぐる女の戦いが勃ぼつ発ぱつするか？

ＧＭ：お互たがいの戦せん闘とう力りよくを考えると、人死にがでかねませんよ（笑）。

アキナ：で、ライフパス（出自）なんですが、ダイスを振ったら［山やま師し］になりました！

マルセル：本当の両親は、うさんくさい人らしい（笑）。確かにブルックス商会のエルゼリエの娘って感じじゃないですね（笑）。
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ＧＭ：では、ライフパス（境遇）は？

アキナ：［死神］です。私のせいで本当の両親が死んじゃったんですけど。そんな、落おち込こんで、困こまっているところをアル兄様に助けてもらったんです！

ＧＭ：で、エルゼリエさんに、引き取ってもらった……と。

アキナ：ライフパス（運命）は［忠誠］ですね。今のところ誰かは決まってないんですけど。

ＧＭ：今決めなくてもＯＫですよ。

鈴吹：将しよう来らい的てきな忠誠の対象はピアニィか、アルあたりが候こう補ほかな。

アキナ：コネクションは恩おん人じんでエルゼリエさんに取りました。引き取られたということで！

ＧＭ：あ、そうだ――なんでアキナは、フェリタニアに来たことにします？

アキナ：そうですね……――アキナの両親は、戦乱の中でアキナを庇かばって死んでいったんですよ、アキナは［死神］ですから。そのことについて、心に傷きずを負っていたり……。

ドラン：トラウマというヤツですね。

ＧＭ：そこで、あなたを助けてくれたのがアル――。

アキナ：はい、そうです！　そういうこともあってアル兄様が大好きです。

マルセル：なるほど。

アキナ：で、アル兄様の役に立ちたい、そのためなら代わりに死んでもいいとさえ思ってます。

ＧＭ：これは――一途な思いを抱えているんですね。

アキナ：で、アル兄様を追いかけるために、剣けん士しとしての腕うでを磨みがいていました。以前、アル兄様がブルックス商会に里帰りした時（『無印』二巻、第三話のこと）は、あたしは修しゆ行ぎように出ていていなかったんじゃないかと思います。

鈴吹：で、兄の姿を求めて、フェリタニア軍に参加したのか。

ドラン：そうしたら、アルの隣となりには、見知らぬ女性が……。

アキナ：もう、もう――こんにゃろーっ！（一同爆笑）




　ピアニィのあずかり知らぬところで、ライバルが出現した瞬しゆん間かんであった。




ドラン：ショックだったんですね（笑）。

アキナ：本当にそうですよ～！　いずれは、アル兄様の片かた腕うでになりたいです。

ＧＭ：目指すはフェリタニア第二の騎士、ですね！　…………（少し考かんがえ込こむ）。




　この時、ＧＭの中にちょっとした〝ひっかかり〟が生じた。何か、肝かん心じんなことを忘わすれているような――そんな腰の座らなさ。その正体に気づくのはもう少し後のことである。




アキナ：……？　で、兄様に対する憧あこがれが、データにも反はん映えいされてます。

鈴吹：《カバーリング》持ってるんだよね？




《カバーリング》

「他人をかばう」を行なうウォーリアのクラススキル。行動済ずみでも「他人をかばう」を行なえ、このスキルで「他人をかばう」を行なっても行動済みにならない。




アキナ：はい。特に兄様を守りたいんです。

ドラン：ピアニィとの対決が楽しみだ！

アキナ：アキナ、負けません！
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ＧＭ：対決とか、そんな予定はねぇ――っ！（一同爆笑）
















▼グラスウェルズ出身／鈴吹太郎の場合　　―――ギィ

ＧＭ：では社長、お願いします。

鈴吹：分かった。オレの名前はギィ。

一同：ギィ？

鈴吹（以下、ギィ）：何となく気分でフランス人風の名前にした（笑）。ヒューリンの男性で二四歳、シーフ／サムライ。使用武ぶ器きは弓！

ドラン：サムライ。でも、弓兵……。

ギィ：途と中ちゆうでレンジャーを経けい由ゆしているんで、弓を役に立てるスキルはちゃんと取ってるよ。ちなみに、弓は横撃ちね。これ重要。

ＧＭ：重要なんですか？

ギィ：うむ。

ＧＭ：それで、どういうキャラクターなんですか？

ギィ：グラスウェルズ王国の王都ベルクシーレのストリートでたくましく生きるガキだった。家族はいない。やがて盗とう賊ぞくの親方に弟で子し入りして、シーフや弓の技わざとかを覚えた。ライフパス（境遇）が［師し匠しよう］なので。

ＧＭ：『サガ』シリーズでは珍めずらしいタイプですね。

ギィ：そうだね。軍師とか騎士とか、どうしても身分のあるキャラになりがちだからな。たまには、いいかなと思ってこういう設定にした。

ＧＭ：ライフパス（出自）はどうしたんです？

ギィ：《ガーディアン》が欲しくて、［隠かくれた才さい能のう］を選んだんだよ。

ＧＭ：なるほど。

ギィ：そしたら特徴が［不ふ肖しようの弟子］でしょ（笑）。だから師匠のところを飛び出して、フェリタニアに来たというわけ。「オレはもっとでかいものを盗ぬすむぜ」とか言って。

ドラン：うまくこじつけたー（笑）。

ＧＭ：「でかいもの」ってなんです？

ギィ：国！　「いつか一いつ国こく一いち城じようの主になる」ってのが夢。

ＧＭ：……夢いっぱいですね。

ギィ：『デスマーチ』には、「ギィの国くに盗とり物語」ってサブタイトルがつく。
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ＧＭ：つきません！（きっぱり）

ギィ：とかなんとか、ホラばっかり吹ふいているキャラです。

アキナ：え、ホラなんですか!?

ギィ：うん。ライフパス（運命）が［噓］なんだもん（笑）。噓だか本当だかわからない適てき当とうなことばっかり言ってる。

アキナ：え――と、きっと、アキナは約束を守るアル兄様を見てるから、――ギィさんをいいかげんな人――って思うかも。

ギィ：そうそう、超ちよういいかげんなヤツ。自由を愛しているし（笑）。

マルセル：自由の意味が違うと思う（笑）。

ギィ：でさ、ひとつ困ってることがあってだな。

ＧＭ：なんです？

ギィ：コネクションなんだが、既き出しゆつのグラスウェルズのキャラはどうもみんな偉くてな。一応、『ブレイク』のＰＣのアンソンを友人としておいたんだが……。
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マルセル：アンソンはいいとこのボンボンですからねぇ（笑）。

ギィ：そうなんだよ。ギィと友達にならねぇなぁ、と思ってさ。

ドラン：（←アンソンのプレイヤー）いいんじゃないですかね。子こ供どもの頃は身分とか関係なく、外で泥どろだらけで遊んでたってことで。

アキナ：幼おさない頃の友ゆう情じようですね。気になります！　（ＧＭに向かって）アンソンさんは出るんですか？

ＧＭ：うーん、今のところは……。

ギィ：……というホラをギィが吐はいているだけかもしれない。

ＧＭ：もうなんだかよくわからなくなってきた（笑）。
















●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：それでは、自己紹介も終わりましたので、ＰＣ間コネクションを取得してください。

アキナ：ＰＣにもコネクション取るんですか？

ギィ：そうです。ＰＣが順番にひとりずつＰＣを対象にコネクションを取ります。ゲームが始まる前にお互いの関係をある程度決めておくと、導どう入にゆうがスムーズになるんですよ。

ＧＭ：今回はみなさん最初から同じギルドということで、いきなり任務に取り組んでもらうことになります。ですので、なるべくお互いの関係をつめておいていただけると助かります。

一同：了りよう解かい。

ＧＭ：では、ドランからマルセル、マルセルからアキナ、アキナからギィ、ギィからドランへ、お願いします。




　四人はダイスを振りながら、次ページにあるようにお互いの関係を決めた。
















●ギルド結成

ＧＭ：では、ギルドを作成しましょう。使用できる経けい験けん点は92。60点を使用して、４レベルからスタートです。

ドラン：ギルドスキルは五つか。

ギィ：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》を取って、あとふたつはどうする？

ドラン：《目め利きき》は欲しいですね。

ギィ：そうすると、残りはひとつ。

ドラン：《限げん界かい突とつ破ぱ》……は、まだ微妙かな。効果が薄うすそう。

マルセル：《ギルドハウス》とかどうでしょうかね？

ギィ：《耐たい性せい》《派は遣けん販はん売ばい》《ギルドシンボル》《命の泉いずみ》辺りもいいかも。後は《高機動部隊》とかどうだろう？　全員の行動値ちが＋５。

ＧＭ：（なぬ！）……。

ドラン：行動値が上がると移い動どう力も上がるんで、結けつ構こうおいしい。順当に強いし。

マルセル：精せい鋭えいの別働隊っぽくていいですね！

ギィ：レベルもちょうど全部持って行けるな。じゃ、これにしよう。いいねＧＭ？




　このときイヤな予感はしていた。

　ギルドスキル《高機動部隊》――行動値＋５。

　今回用意した敵との戦闘でただならぬ影響があると思われたが――。ネタばれを怖おそれたＧＭ、ここはぐっと言いたいことを飲のみ込こんだ。




ＧＭ：けっこうです。では、続いてギルド名とギルドマスターを決めましょう。

マルセル：ギルドマスターはアキナでいいと思う。チームの唯ゆい一いつの良心だし。

ギィ：そうだな。他の三人は誰ひとりとして信用できん。自分で言うのもなんだが（笑）。

ドラン：否ひ定ていできない（笑）。




　否定していただきたい。




アキナ：わかりました！　ギルドマスターになります。アル兄様の片腕を目指してがんばります！

マルセル：そのイキです。では、ギルド名も、お願いしていいですか？

アキナ：（ちょっと考えて）……お兄ちゃんを助け隊♪

マルセル：懐なつかしのアイドルグループを思い出しますね。

ドラン：どーでもいいが、ワタシに兄はいないナリ（笑）。

ギィ：もうちょっと、なんとかなりませんかね、ギルドマスター（汗あせ）。

アキナ：じゃあ、――エンジェルファイヤー。

一同：…………エ、エンジェルファイヤアァァァァ――――!?（一同爆笑）




　そのインパクトに騒そう然ぜんとなる一同。




ギィ：ちょっ！　凄すごい響きだ（笑）。ファントムレイダーズがかすんで聞こえる！（笑）

ドラン：プロレスラーの必ひつ殺さつ技わざかよ！（笑）

マルセル：どっちかというと、女子プロレスの技でしょう！（笑）

ＧＭ：ヤバイ！　この名前を聞いたら、相手も意表をつかれるって！（笑）

アキナ：え!?　え!?　ダメですか？（←大きすぎる皆のリアクションに不安になった）

ＧＭ：あ――いえ（笑）。みんな賞しよう賛さんしてるんですよ（笑）。

マルセル：ちょっと口に出すと恥はずかしいぐらいがちょうどいいでしょ。

ドラン：……ちょっと、じゃないかも（笑）。

アキナ：うーん。何かひっかかるけど――（笑）、問題なさそうなんでこれで行きます。

ＧＭ：では、ギルド名は「エンジェルファイヤー」と決まりました。

ギィ：高速機動部隊エンジェルファイヤー！（一同爆笑）

アキナ：なんか、戦隊ものみたいですね（笑）。

マルセル：いい名前だと思いますよ。

ＧＭ：では、これでプリプレイを終了し、本ほん編ぺんに入ります。

一同：はーい。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆禿鷲団の切り札




　砦の中に喧けん騒そうが響ひびき渡わたり、怒ど号ごうが轟とどろく。

　フェリタニア中央の小さな砦をめぐり、山賊〝禿鷲団〟と、フェリタニア軍が剣けんを交える。

「新しきフェリタニアのために戦え！」

　圧あつ倒とう的てきな勢いきおいで、禿鷲団を攻せめるフェリタニア軍だったのだが――。




ＧＭ：オープニング最初は、マスターシーンからです。今回予告にあった、突入部隊による禿鷲団への攻撃の様子です。

ドラン：禿鷲団の立てこもる砦って、フェリタニア領りよう内ないにあるの？

ＧＭ：そうです。ゴルダ砦といって、フェリタニアの王都バーランドからそれほど遠くないところに位置しています。

ギィ：昔からあった砦？　山賊が作ったの？

ＧＭ：昔からあったんですが、使われなくなった砦です。

アキナ：なるほど。空いていたから、乗っ取られてしまったんですね。

ＧＭ：では演えん出しゆつをしましょうか。砦の中で、禿鷲団と、フェリタニア正せい規き軍ぐんが戦っています。

ドラン：正規軍!?

ＧＭ：はい。読者さんから投稿していただいたキャラを中心とした部隊です。ピアニィの勇者募集に志願して早々に編成されたんで、装そう備びとかは不ふ揃ぞろいですけど。




「やっぱり本物の軍は強ぇ！」

「誰だ！　編成したてで、烏う合ごうの衆しゆうだなんていったヤツは!?」

　圧倒される禿鷲団の中から、苦々しい声が上がる！




ドラン：おお、善ぜん戦せんしてる！

アキナ：皆さん、頑張ってるんですね！

ＧＭ：はい。ですが。




　押おし切きれる。フェリタニア軍の誰もが思ったその瞬間、それは起きた。

　禿鷲団から、いくつもの小さな瓶びんが投とう擲てきされたのである。

「何だ!?」

　割われる瓶。辺り一面に白い煙けむりが立たち込こめる！




一同：煙？

ＧＭ：はい。その煙を浴びた読者投稿の勇者のひとりが、「あら～？　私の足が、石になっていきますよ～？」と声をあげます。女性のアコライトですね。

ドラン：なにぃ、投稿キャラに被ひ害がいが出るのか!?

ＧＭ：そう、しかもこの被害は次々と――。




「むう、兵たちが石に――これはマズイですねぇ」

「そんな――ボクが動けなくなるなんて」

「やべぇ！　あひゃあっ！　団長ぉ助けてくれよぉ！」

「げげげ――ぇ！　なんだ、この白い煙は。こんな話きいてねぇぞぉ」

「わふわふっ！」




ＧＭ：てな感じで、読者投稿の勇者たちが次々と犠ぎ牲せいになっていくんですよ。

ドラン：なんか、かなり雑魚っぽいヤツが混じっていたような（笑）。

アキナ：犬の吠ほえ声ごえも聞こえたんですけど？（笑）

ＧＭ：彼らがどんなキャラなのかは、あとで紹介します。お楽しみに（笑）。ともかく、そんなひとかどの力を持った勇者たちでさえ、抵てい抗こうする間もなく石化していきます。

アキナ：石になっちゃうんですね。

ドラン：石化ってバッドステータスだっけ？

マルセル：いや。ルールブックに書かれているバッドステータスじゃない。

ドラン：じゃ、スキルとかでは解かい除じよできないのか。

マルセル：正確に言うと「呪じゆ詛そ」というデータだな。シナリオによって定められた特殊な方法――儀ぎ式しきとか薬品とか――でないと解除できない。

ＧＭ：「しまった、間に合わなかったか！」石化していく隠おん密みつ剣士ピスケーがつぶやきます。読者投稿キャラでヴァーナのシーフ／サムライですね。
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ドラン：出て早々に石にされるのか、読者キャラ。かわいそうに。

ギィ：菊池さん、オレたちの責任だから、これは（笑）。

ドラン：そうだよな。すまん、皆、おとなしく石になってくれ！

ＧＭ：で（笑）。石になりながらも、ピスケーが「イムイム！」と伝令兵を呼よび寄よせます。
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ドラン：サガ三巻『殺意のエトワール』にも出しゆつ演えんした、伝令兵のイムイムか！

ＧＭ：そうです。そしてピスケーは「拙せつ者しやが調べたこのメモを、ナヴァール殿どのに届とどけるのだ！」と言って渡わたします。イムイムは「りょ、了解です！」と頷うなずき、脱だつ兎とのごとく駆かけ出だします。




　混乱が収おさまった時。

　禿鷲団の石化ガスの前に、フェリタニア正規軍は抵てい抗こう力りよくを奪われていた。

　「ぐわっはっは、これが我わが軍の圧倒的な力だぁぁぁっ」

　勝かち誇ほこる男。その名をワルダーと言う。山賊たちよりも、ゆうにふたまわりは大きい。獰どう猛もうな獣けものを思わせる粗そ野やな風ふう貌ぼうであたりを見回しつつ、高らかに言い放つ。
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「これが俺様の――禿鷲団の力だ。正規軍などこの程度！　フェリタニアのピアニィなぞ、一気に攻せめ滅ほろぼしてくれるわ」




ギィ：山賊のくせに、「我が軍」かよ！（笑）

ドラン：いやぁ……運の尽つきってやつですね。あの手のセリフは死にフラグですから。（笑）。

マルセル：特にピアニィにケンカを売るとか、死し亡ぼうフラグだろ（笑）。







◆Opening 02◆ナヴァールの秘ひ策さく




　フェリタニア軍の駐ちゆう屯とん地ち。ナヴァールの幕ばく舎しや。

「よく来たな、エンジェルファイヤー」

　首都バーランドからかけつけたギルド、エンジェルファイヤーを前にして、ナヴァールがゆっくりと口を開いた。
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ＧＭ：オープニング二番目のシーンです。シーンとしては、フェリタニア軍が手て痛いたい敗北を喫きつした直後。全員登場でお願いします。

アキナ：はい！

ＧＭ：皆さんは既すでに、エンジェルファイヤーというひとつの部隊になっております。チームワークができあがっているかはお任せします。

ドラン：まあ、それはこれからということで（笑）。

ＧＭ：状況を説明します。この軍の統とう括かつはナヴァールが担当しています。皆さんはバーランドでフェリタニア軍に志願したところ、ナヴァールの指し揮き下に入るよう要よう請せいされました。そして部隊に合流して早々呼よび出だされた、ということです。

ギィ：ナヴァールが指揮をとるのは妥だ当とうだな。ピアニィが直々に行くわけにもいかないし。それで、フェリタニアパーティの他のメンバーは？

ＧＭ：第一の騎士アルは、探たん索さく行に出ていてこの部隊にはいません。

アキナ：アル兄様、いないのかぁ。残念。

ＧＭ：ベネットは元から風ふう来らい坊ぼうですが、今は旅人の石を探さがしてどこかをうろついてます。『無印』の第三話と第四話の間の時期です。

ドラン：サガ二巻の直後ってことか。

ギィ：ベネットが防ぼう具ぐの神に出会う頃だな（笑）。
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ＧＭ：本題に入りますよ。フェリタニア領内の山賊、禿鷲団がゴルダ砦に立てこもりました。付近の村や町の脅威となっているため、ナヴァールが軍を差し向けたわけですが。

ギィ：返かえり討うちにあったんだな。

ＧＭ：はい。いいところまで攻め込めたのですが、あと一歩というところで、石化ガスが撒まかれました。次々と人々が石化していき、どうにも持ちこたえられなくなったので、撤てつ退たいしてきたというのが、今までの流れです。

ギィ：オレたちはその作戦に参加してなかったんだな？

ＧＭ：はい。攻撃はみなさんの合流前に行なわれました。

マルセル：ふむ。なら、私は手記に記しておこう。「ナヴァールの作戦は失敗。敗北を喫する」と（さらさら）。

ＧＭ：ナヴァールはマルセルの感かん情じように気づいてることにします？

マルセル：優秀だから、分かってるんじゃない？　自分を憎んでいるヤツだと見み抜ぬいた上で、逆に利用してやろうとでも思っているに違いない。こいつはよく働くだろうって。

ギィ：ナヴァール、超ちよう優ゆう秀しゆうじゃん！　すごい軍師だ、ナヴァール！

アキナ：ナヴァールは、とっても優秀、と。覚えておきます。

ドラン：こらこら、自分のキャラをそう持ち上げないように（笑）。

ＧＭ：ともかく、最初の攻撃は頓とん挫ざしました。その現げん状じようを打だ破はするため、あなた方四人を、彼の天てん幕まくに呼び寄せたというわけです。

マルセル：了解。

ＧＭ：では、天幕内でナヴァールと対面します。いつもどおり目を閉とじていて、冷静に見える彼ですが……今は、微かすかに焦あせりのようなものが見て取れます。

ギィ：そこでナヴァールはこう言うんだ。「よく来たな、エンジェルファイヤーの諸しよ君くん」（一同爆笑）

ドラン：ファントムレイダーズみたいだぞ！　ネーミングセンスといい、立場といい！（笑）

アキナ：あはは、ごめんなさ～い（笑）。

ギィ：これは面白い！　オレがこんな目にあうなんて（笑）。




　ギィのプレイヤー鈴吹太郎は、『ブレイク』のＧＭである。そこでは、彼が演じるグラスウェルズの軍師ゴーダ伯はくというＮＰＣが、「よく来てくれた、ファントムレイダーズの諸君」というセリフで、ブリーフィングを始めるのだ。
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ＧＭ：（咳せき払ばらい）続けますよ？　「さっそくだが、砦の中に侵入し突入部隊を助けだしてほしい」と切り出します。

マルセル：単刀直入だな。

ＧＭ：「生き残りの目もく撃げき談だんによれば、突入部隊が、体が石化するという不ふ可か思し議ぎな現げん象しように襲おそわれたらしい」

ドラン：さっきのシーンの通りだな。

ＧＭ：「白い煙に包まれ、石化したそうだ。残った者は撤退を余よ儀ぎなくされた」

マルセル：「突とつ撃げき部隊を見殺しになされたんですな？　全ぜん滅めつは間違いない」とわざと言うので、ナヴァールに反はん論ろんして欲しい。

ＧＭ：そんなぁ、いくらなんでも投稿のＮＰＣを最初のマスターシーンで全滅させたりしませんよ。

マルセル：わかってるって（笑）。だから、反論して欲しいってこと。

ＧＭ：（ぽん、と手を打ち）あ、なるほど！　では、ナヴァールは言います。「突入部隊は死んでいない」――さあ、驚いてください。マルセルさん（笑）。

マルセル：（激はげしく棒ぼう読よみで）「なに――っ！　私の読みがはずれた――だと!?」（笑）
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ギィ：ああ。裏目軍師の演出ね（笑）。

アキナ：なんとなくマルセルさんのキャラがつかめてきました！（笑）

ＧＭ：さて。ナヴァールは、ピスケーが伝令のイムイムに託たくしたメモを皆さんに見せます。そのメモによると、砦の中には石化ガスが貯ちよ蔵ぞうされていますが、同時に、解げ毒どく剤ざいも貯蔵されているそうです。

ドラン：何でナリ？

アキナ：ピスケーさんは、何か知ってそうですね。

ＧＭ：「ピスケーにはあの砦の内ない偵ていを進めてもらっていたのだ」




　そのメモによると、砦の中にはどうやら、石化ガスの研究施し設せつが隠されていたようだ。それが禿鷲団の手に渡り、今回の戦に使われたらしい。




ドラン：なるほど。それはとんでもない話ナリ。

ギィ：石化ガスの研究施設なんて、だいそれたものが、その辺の捨すてられた砦の中にほいほいあるものなのか？（笑）

マルセル：背はい後ごには、〝とある組そ織しき〟が暗躍してるんだろう。

アキナ：〝とある組織〟って――なんです？

マルセル：『アリアンロッド・サガ』小説の第一巻『ルーズ・ソードマスター』に出てくる〝とある組織〟の一員が石化の呪のろいを使うんだよ。たぶん、それを兵器として利用するためとかなんとか……。

ＧＭ：ご想像の通り――だと思うのですが、事じ情じようがあってナヴァールの口からは、その組織については話しません。

ギィ：そうか――キャラクターは〝とある組織〟なんて知らないだろうしなぁ。

アキナ：じゃあ、あたしはなんにも知らないで、ただ怒おこってます。そんなの、すごい迷めい惑わくじゃない！　ガスが漏もれたりしたら大変なことになるし。

ＧＭ：まったく、その通りです。

ドラン：〝とある組織〟ってのは人の迷惑になることが大好きなんだよなぁ。

ＧＭ：ただの山賊に石化ガスが渡されたのは、兵器としての性能を見る実験の意味もあるのかもしれない――とピスケーの感想がついています。解毒剤はその実験の過か程ていで必要になったものではないか、とも。

ドラン：任務の内容と事情はつかめた。で、何な故ぜこの少人数なんだ？

ＧＭ：「解毒剤の存在に気付いたことを向こうに察知されれば、当然警けい備びは強化される。少人数で電でん撃げき的てきに侵入し、いち早く解毒剤を確かく保ほする。……これが、最もリスクの少ない作戦だと考えた」とナヴァールが言います。

ドラン：まるでファントムレイダーズのような任務だな。

ＧＭ：「エンジェルファイヤーよ……」

アキナ：分かりました。砦内に侵入し、解毒剤を奪って、石化させられた勇者たちを助け出せばいいんですね！

ＧＭ：（前向きだ！）「――アキナか。アルに似にて、度ど胸きようがあるな」

アキナ：アル兄様と同じ♪　喜びます、あたし！　「皆を助けてみせます！」

ギィ：あ、こういうのいいロールプレイなんだよなぁ～。キャラが出てる。

アキナ：ありがとうございます！

ＧＭ：………（少し考え込む）……「おお、心強い」ナヴァールはいいます。

アキナ：禿鷲団の面々が石になっていないということは、解毒剤があるという証しよう拠こ。助けられるはずです！

ギィ：素す晴ばらしい。賢かしこいな。

アキナ：絶対見つけます！

ＧＭ：ナヴァールは頼もしげに頷きます。「お主らは、様々な国からこの国へやってきた。国籍を問わない、特殊な部隊」

ドラン：高速機動部隊、エンジェルファイヤーです。

ＧＭ：「私は確かく信しんしている。エンジェルファイヤーならこの任務をやり遂とげると！」（笑）

アキナ：必ずしも……じゃない、必ずや、ですね！

ドラン：まぁ、まかせておけナリ！（胸むねを張る）

ＧＭ：……偉そうだな、ドラム缶（笑）。

ドラン：ど、ドラム缶って言うな！　これでも、ワタシはピアニィ王女の母上に仕えていた存在、側近ナリ！（笑）

ＧＭ：「その経験で、アキナ殿をよく補ほ佐さしてやって欲しい」

ドラン：無む論ろん。さて、出立はいつナリか？

ＧＭ：今すぐです。

一同：今すぐかよっ!?

ギィ：準じゆん備びとかねーのかよっ！（笑）

ＧＭ：状況はそれだけ緊きん迫ぱくしていると思ってください。あらためて説明しますが遅おくれれば遅れるほど、勇者たちを助ける可能性が下がるのです。

マルセル：くっ！

ギィ：それならしょーがねぇな！（笑）

アキナ：わかりました！

ＧＭ：出しゆつ撃げきにあたって、砦周辺の地形を説明をしましょう。

マルセル：ああ、したまえ。

ＧＭ：まず、ゴルダ砦の概がい観かん図が渡されます。
















ドラン：あるのか。どんな感じ？

ＧＭ：基き本ほん的てきに塀へいに囲まれていて、潜せん入にゆう口がないんです。ただ、突入部隊の調べによって、解毒剤保ほ管かん庫こはここにある、というのは分かっています。

アキナ：じゃあ、その保管庫にいって奪だつ取しゆすればいいんだよね。

ＧＭ：はい。「その後、これを使いたまえ」と、ナヴァールは金きん属ぞく製せいの缶をポンと手て渡わたします。

アキナ：缶……？

ＧＭ：「この缶を、その保管庫に置いてくるのだ」

ドラン：……ちょっと待て。ものすご～く、嫌いやな予感がする！

ＧＭ：どうしました？

ドラン：別のキャラの人生で、その缶を見たことある気がしてきた。

ギィ：……これ、自爆缶、なのか？

ＧＭ：そうだと言ったら？
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一同：なんだって――――っ!!

ＧＭ：す、すみません（笑）。これは爆破缶です（笑）。




爆破缶

　爆破工作用のアイテム。自爆缶のようにツナ缶そっくりの外見をしている。自爆缶とはことなり、所持者が戦闘不能になったからといって爆発するわけではない。




ドラン：ふぅ、よかった……。

ギィ：おどかすな、ＧＭ（笑）。

ＧＭ：社長が言うのもどうかと――（笑）。この爆破缶には、見ると時計のようなものがありまして。夜明けと同時に爆発する時じ限げん装そう置ちがセッティングされています。

ドラン：今何時？

ＧＭ：日が沈しずむ直前。日没と同時に潜入開始になります。

ドラン：了解。ようやく着いて、壁かべを越えた瞬間に爆発されたら困りますから！（笑）

ＧＭ：「さて、この爆破缶が夜明けに爆発するよう設定されているのはふたつの理由がある」

ギィ：ほう。

ＧＭ：メモによると、この石化ガスは時じ限げん式しきで、石化が進行していくタイプです。おそらく半日もすれば完全に石になり、救出不ふ可か能のうになってしまいます。

アキナ：石になっちゃったら死んじゃいますよね？　早く助けにいかないといけない！

ＧＭ：その通りです。つまり、夜明けまでというのは解毒剤で突入部隊を救い出す。そのための刻こく限げんを現あらわしています。

ドラン：ふたつ目は？

ＧＭ：朝になったら、フェリタニア軍が砦へ総そう攻こう撃げきをかけます。その時、内側から爆発を起こし、砦内に混乱を生じさせます。その爆発は総攻撃の合図ともなるわけです。

アキナ：ちょっと待ってください！　それって、あたしたちが勇者たちに解毒剤を与えて救出するのが前ぜん提ていになってますよね？　失敗したらどうなるの？

ＧＭ：「いざという時はこれで…………」とナヴァールは爆破缶を見つめます。

アキナ：ええっ!?　それって!?　あたしも爆破缶を見つめます。

ＧＭ：「まあ、冗じよう談だんはおいておいて（笑）。どちらにしろ、朝が来た時点で解毒剤がいきわたっていなければ、タイムアウトで勇者たちは助かるまい。爆破缶が設せつ置ち出来ない場合は適てき切せつな城じよう壁へきの近くに仕掛けて、突とつ破ぱ口こうをつくって欲しい」

マルセル：つまり、我々が失敗したら、勇者もろとも捨すて石いしにされかねないということか。心の中で警けい戒かいしよう。

ＧＭ：ナヴァールは続けます。「この書面に、私からの指し示じが書いてある。指し揮き官かん級の六名の勇者たちに渡してくれれば、彼らは夜明けと同時に、砦を混乱に陥おとしいれてくれるだろう」

アキナ：……なるほど。

ＧＭ：「確かに、今は窮きゆう地ちだ。しかし、お主らが任務を無事に達成すれば、好機に変わる」

ギィ：分かった。ところで、この書面って、誰宛あてかは書いてある？

ＧＭ：はい。封ふう書しよで、宛あて名なも書いてあります。

アキナ：じゃあ、そろそろ行けるかな？

ＧＭ：あ、ちょっと待ってください――（しばらく『無印』の既刊をめくってなにやら確認した後）――「ひとつだけ……アキナに話しておかねばならんことがある」




　と、ここで意を決したように切り出すＧＭ。




ＧＭ：「それは、我わが国くにの第一の騎士、アル・イーズデイルについてのことだ」

アキナ：はい。あたしの兄についてですね？

ギィ：それ、今初めて聞いたことにしよう（笑）。へぇ、そうだったんだ？

アキナ：そうだよ。でも、兄様がどうかしたんですか？

ＧＭ：「うむ。彼らしき二刀流の剣士が砦の中で捕つかまったらしい、という目もく撃げき情報がある」

アキナ：そんな！　アル兄様が!?

ドラン：石になったか？（笑）

アキナ：でも、アル兄様は石になるわけない、生きてる――と心の中で思ってます。

ギィ：にしても、捕まったとしたら、なんでだ？　相手はあの禿鷲団だぞ（笑）。

ＧＭ：あ、そのあたりなんですけど――。実は、アルが捕まってるって言うのは、今思いついたアドリブなんで、決まってないんですよ？

一同：なんだってぇ―――――っ!!

ＧＭ：だって！　アキナの設定を聞いたら、そうしたくなったんだもんっ！（笑）




　実は、アキナがアルの妹と決まって以い降こう、ＧＭはある〝ひっかかり〟を感じていた。

　しばらくして、その正体に思おもい至ったわけだが――。

　酒井さんが、アルの妹という――大変盛もり上あがる設定を提示してくたのに、当初のシナリオは必ずしもそれに活かしきれるものではなかった、ということが問題だったのだ（もともと想定外のことだったのでしょうがないのだが）。

　その問題を解決するため、しばしの検けん討とうの上――思いついたのがアルを救い出す、という状況を提示するということ。

　兄を大事に思うアキナなら、必死になって砦攻こう略りやくに挑いどんでくれる、という狙ねらいだった。




一同：ＧＭぶっちゃけた――！（爆笑）

ドラン：それはわかるっ！（笑）　そしてその決けつ断だんをしたお前ならわかるだろう。面白いと思ったら、ＧＭはその気持ちには逆さからえないのだ！

ＧＭ：くそっ！（笑）　あ――よくわかりますよ。社長や菊池さんの気持ちは！（笑）　それにしても。自分から深みにはまってる気がするなぁ！　――というわけで、このシーンの終了後、シナリオの調整のための時間を少しください。

ギィ：じゃあ、そういうことで（笑）。

アキナ：アル兄様に会えるのが楽しみです！（笑）

ドラン：このセッション、ＰＣよりＧＭが『デスマーチ』なんじゃないのか？（笑）

ＧＭ：な、なにをいまさら――。……いやいや――みなさんも道連れですよぉ～（笑）




　この後、ＧＭはプレイヤーたちに捕まっている六名の指揮官級の勇者たちの情報を書類化して渡し、シーンを終えた。そして、シナリオの調整に猛もう然ぜんととりかかったのであった。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆護まもるべきもの




　日が暮れようとする中、四人は歩いていた。

　進入のための具体的な段だん取どりを考えながら進むという強行軍で、エンジェルファイヤーは砦とりでまでの道を急ぐ。




ＧＭ：ふぅ。お待たせしました。シナリオの調整、終わりました。では、ミドルフェイズに入ります。

ドラン：すぐ出発しましょう。時間がないナリ。

マルセル：ＰＣ同士で少し相談する時間が欲ほしいんだが。

ギィ：じゃあ、フェリタニア軍の駐ちゆう屯とん地ちからさっさと出かけて、道々話しながらということでいかがかな？

ＧＭ：そのまんまミドルの最初のシーンに予定していたイベントに、繫つなげられそうですから、けっこうです。

ドラン：では、地図を見ながら、どこから侵しん入にゆうしようか考え始めてます。

マルセル：それを決めるためにも、調ちよう査さをしようというのだ。

ギィ：ドランはメイジなんだろ？　姿すがたが消せるような魔ま法ほうとか持ってねぇの？

ドラン：《フライト》で飛ぶことならできますけど、姿が消せるようなのはないナリ。

ギィ：夜間に飛んで侵入はアリかもしれない。

ドラン：ジェット噴ふん射しやしながら飛びますナリ！

ギィ：それじゃあバレるって。

マルセル：囮おとりにするという手しゆ段だんがある。自じ爆ばく技わざ持ってるし。

ドラン：ワタシの人生、ネズミ花火みたいナリ（笑）。

マルセル：名付けてトロイの木馬作戦！




　トロイの木馬は自爆しません。




ギィ：まぁ、あくまで「いざとなったら」ってことで。

アキナ：いいですね♪　その間に入りましょう。

ドラン：……こ、このギルドマスター、血も涙なみだもない！　さすがはアルの妹！（笑）

ＧＭ：この辺で相談はよろしいですか？

マルセル：うん。ありがとう、ＧＭ。

ＧＭ：では、エンジェルファイヤーの皆みなさんが、砦に向かって移い動どうする途と中ちゆう。進行方向から、疲つかれきった表ひよう情じようの村人たちがやってきます。

アキナ：村人？

ＧＭ：砦の近くには、ラディシアという村があります。その村の人々が、この戦いの戦火から逃のがれるため、フェリタニア軍の駐屯地の方へ……。

マルセル：ナヴァール、付近の村に避ひ難なん勧かん告こくとか出ださなかったのか？

ＧＭ：遅おくれたんだと思います。

マルセル：よし、ナヴァールの失しつ態たいとして書き残しておこう！

ギィ：ナヴァールも「村人への勧告が済すんでいなかった。しまったな」と天てん幕まくの中で思ってるぜ、きっと。

ドラン：とりあえず、身を隠かくして様子を見るナリ。万が一、敵てきだったらマズイ。

マルセル：日ひ暮ぐれだし……用心するに越こしたことはない。

ＧＭ：「大変なことになっちまったなぁ」と呟つぶやく人々。その流れから、ひとりの少年がはぐれます。

アキナ：少年？

ＧＭ：はい。力なく二～三歩歩いたところで、ばたっと行き倒だおれます。

アキナ：子こ供どもですよね？　放っておけない。駆かけ寄よる。

ギィ：「あ」と口にはするが、アキナを止めるのは間に合わなかった（笑）。でも、オレはまだ隠れてる。

ＧＭ：村人たちは、自分や自分の家族のことで手て一いつ杯ぱい。少年が倒れたことに気付きません。

ギィ：ふむ？　この少年の親は一いつ緒しよではないようだ。

ＧＭ：はい。村人は「だ、誰だれだっ!?」とアキナに向かって声をかけます。

ドラン：（クールに）さすらいの、ドラム缶かんさ！（笑）

ＧＭ：「ひ、ひいっ！」村人は引きつった悲鳴を上げます。

ドラン：おい、失礼な反はん応のうだな！（笑）

マルセル：鎧よろいを着た女じよ性せいと、ドラム缶っぽいものが駆け寄ってきたら、無理ないって（笑）。

ＧＭ：少年を含ふくめた村人たちは、武ぶ装そうしている人に対して、怯おびえているようです。

ギィ：「禿はげ鷲わし団だんだ！」とか言われるってことか？

ＧＭ：そうですね。追っ手と勘かん違ちがいしてるようです。「禿鷲団だ！　ナヴァール様のもとへ逃にげろ～！」と叫さけんで、村人たちはフェリタニア軍の駐屯地の方へ逃げていきます。

アキナ：ああっ！　そ、そんなぁ！　追っ手じゃないよ～！

ＧＭ：残されたのは、少年だけ。

マルセル：ち。ナヴァール、人望あるじゃないか。

ドラン：今の言葉で敵ではないって分かったし、深追いする必要もなくなったなナリ。

ギィ：残っているのは少年ひとりだけ？

ＧＭ：そうです。明るい髪かみの色をした、一〇歳さいぐらいの少年です。

アキナ：少年に駆け寄って、立ち上がらせてあげたい。

ＧＭ：では、アキナは少年を助け起こしました。大分憔しよう悴すいしている感じです。

マルセル：待て、アキナ。敵の罠わなかもしれんぞ？

アキナ：こんな小さな男の子が、そんなことするわけないじゃない！（力強く）

ＧＭ：少年は「お姉ちゃんは一体？」って聞いてきます。

アキナ：安心して。あたしたちは、あなたたちを守りに来たの。

ＧＭ：一いつ瞬しゆんほっとした顔を見せた後、少年は声をあげて泣き始めます。

アキナ：ど、どうしたの？

ＧＭ：「おねぇちゃん、おねえちゃーん！」

マルセル：はぐれたのか？　……とりあえず、演えん出しゆつで《ヒール》をかけたことにしてくれ。



















アキナ：ああ、マルセルさん、実はいい人――って性せい格かくでしたね（笑）。

ギィ：後ろで「罠とか言ってたくせに……」とぶつくさ言ってやる（笑）。

ドラン：マルセルに負けてられない！　ワタシは少年に水を与あたえてあげるナリ！（笑）

アキナ：皆さん、いい人だったんですね♪

ＧＭ：介かい抱ほうされたので、少年は落ち着いたようです。「オイラ、ディルっていうんだ」

ドラン：ふむ。では、ディルから話を聞こうじゃないか。

ＧＭ：はい。村でも禿鷲団との戦せん闘とうがありまして、小こ瓶びんが使われ、ガスが撒まかれたそうです。浴びた村人が石化してしまったため、村は大だい混こん乱らんに陥おちいり、慌あわてて逃にげ出だしてきたとのこと。

アキナ：夜明けまでに、村へも解げ毒どく剤ざいを持っていかないといけませんね。

ＧＭ：「お姉ちゃんは砦に行って、禿鷲団と戦うの？　危あぶないよ？」とディルは言います。

アキナ：大だい丈じよう夫ぶ、あたしは強いから。……皆も、ね？

ドラン：ああ、もちろんナリ！

ＧＭ：「お父ちゃんを救ってくれる？」

アキナ：もちろん！

ＧＭ：「約束、してくれる？」

アキナ：うん、約束する。……ディルに、幼おさない頃ころの自分を投とう影えいします。




　その姿に、アキナは過か去この記き憶おくを呼よび起おこされた。

　親を失い、ただ嘆なげくことしかできなかったあの頃――。

「オレが、お前を守ってやるよ」

　それは、まだ自分が幼い頃。後に兄となるアルが指を絡からめてしてくれた―――約束。




ＧＭ：アルは約束を大事にするキャラですからね。

アキナ：「約束ね！」と指切りをして約束します。この子を守らなきゃ！

ドラン：（突とつ然ぜん渋しぶみがかった男の声で）子供との約束は……重いぞ？

アキナ：うう、砦への潜せん入にゆう方法も分かってないんですよね～。

ギィ：じゃあ、先を急ごうぜ。約束しちまったしな。

ＧＭ：あ、ちょっと待ってください。アキナをはじめ、みなさんの優やさしさに打うち解とけた少年がちょっといい話をしてくれます（笑）。

マルセル：フラグが立ったのか（笑）。

ＧＭ：ディルは言います。「……お姉ちゃんにだけ、いいこと教えてあげる」

アキナ：うん？　どうしたの？

ＧＭ：ゴルダ砦には、三角形の塔とう、通つう称しよう「三角塔」があります。そこから、西に三〇歩ほどの壁かべにある、黒い石を押おすといいと教えてくれます。

アキナ：石を押す？　何かあるのかな？

ＧＭ：「押おし込こめば、人が通れるほどの穴あなが空くんだ。前に、砦の中で遊んでた時に見つけたんだ。父ちゃんには危ないって怒おこられたんだけど」

ギィ：三〇歩か……ちょっと遠いな（メモを取る）。

マルセル：さて。少年、歩けるか？　歩けるならば、この街かい道どうをそのまま行くといい。

ギィ：「この道を真まっ直すぐ行くと、明かりのついた場所があって、フェリタニア軍がいる。『腹はら減へった』と言えば、何か食べ物をもらえるぞ」とマルセルのフォロー（笑）。

ドラン：ええ人や～（笑）。

マルセル：いや、私わたしはナヴァールの失態を後世に残すために……！（笑）

アキナ：やっぱりマルセルかわいいです♪

マルセル：……。

ＧＭ：「頼たのむよ！　お姉ちゃんたち、ヤツらをやっつけちゃってよ！」

アキナ：うん。頑がん張ばるよ！

ＧＭ：「応おう援えんしてる」といって、彼かれは前よりは力強く歩き出します。

マルセル：心配ないようだな……。あ、……フン（突然恥はずかしそうに）、私の《ヒール》のおかげだな。




[image: ]




アキナ：こ、このマルセルさんの魅み力りよく、伝えなきゃっ！（笑）
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◆Middle 02◆城じよう砦さいの中へ




「ここが砦か……」

　灯あかりのついた物もの見みや櫓ぐらを見上げ、ギィは呟く。頷うなずいて、アキナは歩き出した。

「さぁ、早く三角塔へ行こう。中へ入らなきゃ！」




ＧＭ：二シーン目。全員登場です。砦へ到とう着ちやくしました。
















ギィ：塀へいの上に見み張はり、いる？

ＧＭ：います。（図ず示ししながら）物見櫓の近くに来ました。軽く灯りがついていて、人ひと影かげが見えます。

マルセル：さっき侵入方法を教えてもらえなかったら、トロイの木馬作戦するしかなかった。助かったな。

ドラン：ワタシを囮にするつもりだったナリか！（笑）

ＧＭ：ディルを励はげまし、「約束」をしたので、フラグが立ったということです。

ギィ：じゃあ、ディルはドランの命の恩おん人じんってことで（笑）。

アキナ：ディル、ありがとう♪　早さつ速そく、三角塔へ向かおう。




　ＧＭは、ディルに対する扱あつかいが悪くフラグが立たなかった場合のために、「見張りをのす」「塀を乗のり越こえる」などの手段を用意していました。そのうえで、それらの手段をとると、ミッション全体の時間的な余よ裕ゆうが少なくなり、難なん易い度どが上がることは否いなめません。




ＧＭ：では、三角塔にきました。確たしかに、西へ三〇歩くらいの場所に、黒い石があります。

マルセル：押せばいいんだよな？　判はん定ていとかは？

ＧＭ：ありません。

マルセル：油ゆ断だんしきってるな、山さん賊ぞく。エキストラなんだな。

ドラン：何だ、楽チンじゃないか。

ＧＭ：ふふふ、ここから先はそうは行きませんよ？　攻こう略りやくに関するレギュレーションを発表しますので、砦の概がい要よう図をもう一度ご覧らんください。




・攻略は「カウント」という時間単位で進行する。各ＰＣがそれぞれ１回のメインプロセスを行なうと、１カウント経けい過かする。ＰＣの行動順は任にん意いに決めてよい。

・マップ内での移動は、移い動どう先さきの場所にかかわらず、一回のメインプロセスを使用する。

・戦闘などのラウンド進行は、通つう常じようのルールで処しよ理り。一ラウンドごとに１カウント経過する。

・図中で★マークがついている場所ではイベントが発生する。

・イベントは何度でもリトライできる。ただし、リトライする度にカウントは経過し、また、状じよう況きようが悪化する場合もある。

・解毒剤の投とう与よを行なうと、１カウント経過する。ＰＣごとのメインプロセスは行なえない。

・15カウント経過すると、夜明けが来てフェリタニア軍による総そう攻こう撃げきが始まる。




マルセル：つまり、15カウント以内に攻略しろという話だな。

ドラン：イベントって？

ＧＭ：能のう力りよく値ち判定でクリアする障しよう害がいがあったり、戦闘だったりします。対たい処しよするごとにカウントが経過していきます。

アキナ：★マークのない場所は、何も起きないんですか？

ＧＭ：基き本ほん的に起きません。ただし、別の場所でイベントをクリアした結果、フラグが立って、何かイベントが生じる場合があります。

ギィ：何でオレら、「ここでイベント起きるぜ」って知ってるんだろ？

ＧＭ：ナヴァールが、ピスケーの報ほう告こくをもとに人が集まりそうな場所や、トラップが張はられそうな場所を推すい測そくしていた、という扱いです。

ギィ：解毒剤の投与って、飲ますの？　かけるの？

ＧＭ：パラパラと振ふりかける感じ。石化の呪のろいを受けた相手に、聖せい水すいをかけるようなものだと考えてください。１カウントで、その場にいるＮＰＣ全員に効こう果かがあるものとします。

ドラン：分ぶん離り行動するのは問題ない？

ＧＭ：は、してもかまいません。

ギィ：分散したほうが早くクリアできるかも？

ドラン：イベントには戦闘も含んでるから、分散はリスクもあるナリ。

マルセル：確かに少人数で強力な敵を相手にしたくはないな。情じよう報ほうがまだ少なくて予想ができないから、多様な状況に対たい応おうできるように、全員まとまって行動した方がいいかな。

ギィ：分離行動は、時間が足りなくなったときのギャンブルだ。

アキナ：はーい、じゃ全員一緒に行動します。

ＧＭ：他に質しつ問もんがなければ、侵入開始です。

ギィ：よし。石をどけて入るぞ！

ＧＭ：子供が通れるより、少しだけ広いくらいの穴です。

ギィ：ドラン、詰つまりそうだな、それ（笑）。よし、押してやろう。

ドラン：やめてほしいナリ～！　体がへこむナリ～！（笑）

ＧＭ：では、ディルくんの情報のおかげで楽に侵入できたところで、このシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 03◆解毒剤を入手せよ！




　ゴルダ砦の切り札ともいうべき、石化ガスの保ほ管かん庫この前。

　禿鷲団の首しゆ領りよう、ワルダーが部下である見張りに問いかける。

「異い常じようはないか？」「へーい、万ばん事じオッケーっす！」

　任にん務むについているとはとても思えぬ緊張感のない返答。だが、ワルダーはおうように頷く。まるで危機感という文字など存そん在ざいしないように。




―――現げん在ざいのカウント：０




ＧＭ：では、ここからカウントを数えます。皆さん、行動の宣せん言げんをお願いします。

マルセル：（図を眺ながめながら）ギルドマスター、まず保管庫に移動でいいよな？

アキナ：はい！　最初に打ち合わせをしておいたことにしましょう。

ドラン：食料庫もありますよ？（笑）

アキナ：食料も武ぶ器きも捨すてがたい（笑）。でも、まずは解毒剤を取りましょう！　約束しましたからね、石化したお父さんを助けるって！

ギィ：全員で保管庫へ移動（マーカーを動かす）。




―――現在のカウント：１




ＧＭ：潜入してすぐに、解毒剤の保管庫を発見しました。扉とびらがあり、人影が……。

ギィ：見張り役か？

ＧＭ：はい。それから、オープニングにでてきた、ワルダーさんも。

ドラン：いきなりボスキャラ!?（笑）

アキナ：見るからに悪そうな人が！（笑）

ギィ：もうクライマックスか。お疲つかれ様さまでした～。

ＧＭ：お疲れ様でした……って違ちがうっ！　少しは描びよう写しやさせてくださいよ！（笑）

ギィ：すまんすまん。どうぞどうぞ。

ＧＭ：鎧を着き込こんだワイルド系けいの巨きよ漢かんと、フードを被った瘦そう身しんの男がいます。

ドラン：どっちの方が偉えらそう？

ＧＭ：見た目だけなら巨漢の方でしょうな。堅かたそうに逆さか立だった髪が、ライオンのたてがみのようにも見えますし。

アキナ：でも、フードの男も、怪あやしい感じがします。

ギィ：ふむ……ふたりの話って聞ける？　盗ぬすみ聞ぎきしたいんだけど。

ＧＭ：できます。では、ワルダーはヒャッハー系の見張りの山賊たちに声をかけます。

一同：ヒャッハー系!?（笑）




「異常はないか？」

　ワルダーが部下である見張りたちに問いかける。

「へーい、万事オッケーっす！」

　昼の勝利に酔よっているのか、うわついた返事が響ひびく。だが、ワルダーは満足そうに頷く。

「……この保管庫に近づくものには、警けい戒かいを怠おこたるな」

　フードの男が割わって入る。くぐもったその声は、底冷えのする不気味さが漂ただよう。

「はっ、あれだけ被ひ害がいを受けたんだ。暫しばらくはフェリタニアもしかけてはこんだろうよ！」

　心配ないと、ワルダーは豪ごう快かいに笑い飛ばす。




ドラン：おい、思い切り油断しまくってるぞ。ワルダー、小物なんじゃね？（笑）

マルセル：まぁ、油断してくれた方が好都合だが。




「この中にあるものは、お前がフェリタニア軍と渡わたり合あう上での切り札。あの時油断しなければと、後で悔くいることがないとよいのだがな」

　言うべきことは言った、とでも言いたげに、フードの男は去っていく。

「けっ……おい、お前ら、気を抜くんじゃねーぞ！」

　見張りの山賊たちに当り散らし、ワルダーもまた去っていった。




ギィ：なるほど。フードの男は初登場だな。わりと、まともっぽいぞ。

マルセル：フードの男はワルダーの部下っぽくないな。

ドラン：でも、全体的に、こいつら油断しすぎてるだろ（笑）。

ＧＭ：そうです。フードの男もワルダーも去ってしまうと、見張りたちが一気にだらけます。「夜中に突とつ入にゆうしてくるわけねーよなぁ」とかブツブツ言ってます。

ギィ：ふむ。連中は、データ的には何体？

ＧＭ：データ的には二体で、モブです。戦闘になれば、一エンゲージにいることになります。

ギィ：《トルネードブラスト》で一いつ掃そうできそうだな。




　《トルネードブラスト》

　エネミーのレベルが［ＣＬ＋１］（最大で11）以下のモブを戦闘不ふ能のうか死し亡ぼうさせるサムライのクラススキル。１シーンにＣＬ回使し用よう可か能のう。




ＧＭ：見張りに襲おそい掛かかることもできます。その場合は戦闘です。もしくは、１カウント費やして、【感知】判定をし、別の侵入経けい路ろを探さがすこともできます。

アキナ：派は手でには戦いたくないですが、解毒剤は入手しないといけませんよね。

ドラン：手早く片かた付づければ問題ないナリ。距きよ離りは？

ＧＭ：30メートルです。10メートルまで近づくことは可か能のうですが、そこまで近づくと、さすがに相手もこちらに気付きます。




　顔を突つき合あわせ、相談をする一同。




マルセル：よし、コストがちょっとかかるが、私が《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつしよう。見張りのレベルが低ければギィに《トルネードブラスト》で一掃を頼む。

ドラン：高ければ、そのラウンドは行動放ほう棄きして、次のラウンドに【感知】判定をして別経路を探すということで！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、戦闘ラウンドに入ります。




●第一ラウンド


行動値

　ギィ：　　　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　　11

　見張りＡＢ（モブ）：　　　11
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ＧＭ：では、セットアッププロセス！

マルセル：フェイトを１点消費。《エンサイクロペディア》を解かい放ほうし、エネミー識別をする。




《エンサイクロペディア》

　エネミー識別の達成値に＋ＣＬ（最大で10）するセージのクラススキル。また、セットアッププロセスにエネミー識別を行なえるようになる。




ＧＭ：達成値をどうぞ。

マルセル：13＋２Ｄ……（ダイスを振る）21。

ＧＭ：レベル３のモブ、傭よう兵へいと判はん明めいしました。

ギィ：では、オレのメジャーアクションで《トルネードブラスト》を使用！




　ギィの攻こう撃げきにより、見張りは声をあげる間もなく倒れ伏した。




ギィ：よし！　一ラウンドで倒したぞ。

ＧＭ：し………瞬殺すぎる――！　《高機動部隊》――しゃれにならん！（笑）

アキナ：それが、高速機動部隊エンジェルファイヤーなんです！




　この後、ドロップ品の処理し、ＰＣたちはあわせて二〇〇Ｇ相当の貴き金きん属ぞくを手に入れた。




ＧＭ：戦闘で一ラウンド使ったので、カウントは合計２になりました。




―――現在のカウント：２




ＧＭ：それでは、みなさん保管庫の中へ侵入して、石化ガスや解毒剤らしきものが収しゆう納のうされている部屋の前にきました。

ギィ：まず罠がないか見てみよう。

ＧＭ：トラップ探たん知ちですね。どうぞ。

ギィ：（ダイスを振る）19。

ＧＭ：爆ばく発はつと閃せん光こうで、その場にいる者を混こん乱らんさせるトラップ、スタンボムが仕し掛かけてありました。解かい除じよ値は16です。

ギィ：オレが解除もするとカウントが経過しちゃうから、誰か違う人、お願い。




　どう攻略するか相談する一同。




アキナ：【器用】が６ある私がやります！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

マルセル：まず、私が《ブレッシング》を使います。（ダイスを振る）成功。アキナの振るダイスが＋１個こ。

ドラン：フェイト１点つかってダイスを増ふやしておくと、八割わりくらい成功します。

アキナ：じゃあ、フェイトを１点使います。（ダイスを振る）５、５、４、３……。

ギィ：達成値23だな。成功だ。

ＧＭ：硬こう質しつな音を立てて仕掛けられていた留とめ金がねが外れ、トラップが無む効こう化かされました。

アキナ：セーフ！　よかったぁ。

ギィ：よっ、姉ちゃん中々やるじゃねぇか。

ＧＭ：部屋の扉が開いて中に入れます。




―――現在のカウント：３




ドラン：結けつ構こう手間かかってるなぁ。もう五分の一使っちゃいましたよ。

マルセル：無む駄だにカウント使わないようにしよう。

ＧＭ：中には、様々な瓶びんが並ならんでいます。１カウント消費すれば、必要な分の解毒剤の確かく保ほと、爆ばく弾だんの設せつ置ちができます。

マルセル：両方できるのか？　そいつはありがたい。

ＧＭ：四人で分ぶん担たんできますので。特に判定はいりません。

ドラン：よし、爆弾を設置しよう。さらばナリ、兄弟。




　え――？　いつのまにそんな設せつ定ていが？




ギィ：この爆ばく破は缶の兄弟型なのか!?　缶が「兄ちゃん、こんなところにオレを置いていくの？」とか言うのか？（笑）

ドラン：（深く頷いて）……立りつ派ぱに、務つとめを果たすナリ。

ギィ：いかん、ドランが起きたまま夢ゆめを見ている（笑）。

ＧＭ：そして、カウントダウンが始まる。

アキナ：……何か少しだけ悲しい話に思えてきました！

マルセル：その間に、解毒剤を確保しておくぞ（←ひとり真ま面じ目め）。

ＧＭ：では、みなさんは解毒剤を確保して、爆破缶を設置しました。

ドラン：悲しげな顔の爆破缶を残し、なごり惜おしげに……。
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マルセル：ドランっ、いつまで夢を見てるんだ――っ！　先を急ぐぞ！（笑）

ギィ：時間がねぇ（笑）。

ドラン：さらばナリ――。

ＧＭ：な、なんで、こんなことで盛もり上あがってるんだ（笑）。では、ここで、シーンを切ります。







◆Middle 04◆救出作戦




　ゴルダ砦とりで、武ぶ器き庫こ前――。

　石にされかかっている人々が集められている。

「さぁて、お前らにいいことを教えてやろうか」

　山さん賊ぞくたちは品のない笑えみを浮うかべて、ハンマーを握にぎっていた。




―――現げん在ざいのカウント：４




ＧＭ：さて、次のシーンです。ナヴァールの見立てだと、食料庫と武ぶ器き庫、どちらかの付近に勇者たちは居いるのではないか、ということですが……。

ドラン：確かく率りつは五分五分か。姉あね御ご、どっちに行きますかね？

ギィ：口調変わってるよ（笑）。

ドラン：いやいやいや。「ギルドマスター、どちらに行くナリか？」（笑）

アキナ：（考えて）近いですし、まずは食料庫から行こうよ。

マルセル：いや、武器庫の方がいいだろう。武器を押おさえておけば、気付かれても、武器の補ほ充じゆうを断てる。

アキナ：じゃあ、そうしましょう！（納なつ得とく）

ギィ：おい待て。マルセルって、言動が裏うら目めに出る軍ぐん師しなんだろ？　ヤバくね？（笑）

アキナ：確たしかに。……でも、納得しちゃったので、とりあえず武器庫に行きません？

ギィ：まぁ、ずっと裏目軍師の演えん出しゆつしてると、ゲームが破は綻たんするので（笑）。今のはギャグですから、武器庫でＯＫです。

マルセル：重要な局面で、裏目の予よ測そくをするから、こんなあだ名がついたということで（笑）。

ドラン：確かく実じつに未来予測できるような局面だな（笑）。

ＧＭ：では、カウントを５に上げて、武器庫に参ります。




―――現在のカウント：５




ギィ：武器庫に到とう着ちやく～。

ＧＭ：武器庫といっても、とりあえず建物と言いい張はれる程てい度どの大きめの倉庫。その前に、人だかりができています。

ギィ：人だかり？

ＧＭ：石になろうかという状じよう態たいの勇者たちが集められています。その前で、禿はげ鷲わし団だんの集しゆう団だんがいい気になって喋しやべってます。




　転がっている自然の岩。その塊かたまりに向けて巨きよ大だいなハンマーを振ふりかぶり、山賊は声をあげる。

　「フハハハハッ！　お前らの末路は、こうだ！」

　振ふり下おろされるハンマー。岩は、当然のように砕くだけ散ちる……。




マルセル：石になった後のお前らは、こうしてやるって、精せい神しん的てきにいたぶってるのか。

ＧＭ：そうです。

ギィ：ゲスい野や郎ろうたちだ。

ドラン：ヒャッハー系けいだからな（笑）。

アキナ：ここには誰だれがいるんですか？

ＧＭ：状じよう況きようが状況なので、詳くわしい説明は後ほど。ミルカというアコライト、ピスケーというサムライ、サラというダンサーが居て、この三人はナヴァールの言っていた六名の指し揮き官かん級の勇者たちです。それに彼かれらが指し揮きしていた兵士たちが何名か。




「ん～、人間でも、石化した部分を叩たたいたらどうなるんだろうなぁ？　気になるなぁ？」

　山賊の言葉に、ミルカはおっとりと反はん論ろんする。

「気になりませ～ん。お掃そう除じも大変ですし、やめましょうよ～」

「ミルカ殿どの、緊きん張ちよう感がないでござるなぁ」

「ボクはむしろ、頼たのもしいとおもうなぁ」

　ピスケーとサラは落ち着いた態たい度どで言葉を交かわす。

　だが勇者たちが指揮していた兵士たちは震ふるえ上あがっている。

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうぶった態度じゃねぇか。なら、お前らの部下から壊こわしてやるかぁ！」




アキナ：酷ひどい！　早く助けましょう！　大切な読者キャラたちを！（笑）

ギィ：だよね――（笑）。これ以上、様子は見てられねぇな。

ドラン：実力行使しかないナリ！　敵てきは何体？

ＧＭ：敵は四体、ふたつのエンゲージに分かれています。魔ま術じゆつ師しっぽいの一体と戦士っぽいの一体でエンゲージを形成してます。モブです。

マルセル：《トルネードブラスト》一いち撃げきってわけにはいかないな。

ＧＭ：さらに、ここでの処しよ理りを説明します。




・一ラウンド以内に戦せん闘とうが終しゆう了りようしない場合、三ラウンド後に騒さわぎを聞きつけた増ぞう援えんがくる。

・一ラウンド以内に戦闘が終了しなかった場合、敵が警けい戒かいするので、以い降こうのシーンで、全すべての判はん定ていにマイナス２のペナルティ。ただし、戦闘に関する判定は除のぞく。




ドラン：ペナルティは辛いですね。

アキナ：頑がん張ばって、一ラウンド内に終おわらせよう！

ギィ：距きよ離りは？

ＧＭ：戦闘をしかけるなら、一〇メートルからスタートです。

アキナ：突とつ撃げき――っ！




●第一ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　11

　魔術師ＡＢ（モブ）：　　11

　戦士ＡＢ（モブ）：　　　９
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ドラン：こちらが先手取れるんだな。《高機動部隊》万ばん歳ざいナリ！

ギィ：行動値が＋５の結果が効きいている。




　その通りです。《高機動部隊》が無ければ魔術師（モブ）は先手を取れたんですけどねぇ。

　ちょっと、いや、だいぶ戦闘のプランが狂くるってしまいました……。




ＧＭ：では、セットアップ！

ギィ：なし。

ドラン：ワタシもないナリ。

マルセル：《エンサイクロペディア》。戦士っぽいのを識しき別べつ。（ダイスを振る）19。

ＧＭ：名前は精せい鋭えい兵。レベル６のモブです。《インヴィジブルアタック》《ソードマスタリー》《バッシュ》を持ってます。

マルセル：よし、《トルネードブラスト》が効く。先手取れるから《陣じん形けい》も必要ないだろう。

アキナ：セットアップは、私わたしもないです。

ＧＭ：こちらもありません。では、ギィさんどうぞ。

ギィ：Ａの側のエンゲージに《トルネードブラスト》。弓は当然横撃うち！　オレ、弓撃つたびに「エンジェルファイヤー！」って言おうかな（笑）。

ドラン：……最悪です（笑）。

アキナ：かっこいいー♪

ＧＭ：では、そのエンゲージの精鋭兵（モブ）と魔術師（モブ）は倒たおれました。「馬ば鹿かな！　炎ほのおのように矢が降ふってくるだと!?」と言いながら、戦闘不ふ能のうです。

マルセル：魔術師（モブ）が似にたようなレベルでよかった。

ＧＭ：次はドランです。

ドラン：それなら、わたしもギルド名を連れん呼こしながら水魔法を放ちますよ？（笑）

アキナ：それ、ファイヤーじゃない気がする（笑）。

ドラン：ワタシの番ですな。残った方のエンゲージに魔ま法ほう攻こう撃げき。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ウォータースピア》。対象はもうひとつのエンゲージ！　エンジェルファイヤ――っ！　しかしほとばしるのは水しぶきナリ!!（爆ばく笑しよう）




《ウォータースピア》

　対象に〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージを与あたえると共に、［放心］のバッドステータスを与える。

［放心］は、すべての判定のダイスが１個こ減げん少しようするため、この後の攻撃が格かく段だんに有利になるのだ。




ＧＭ：火と言いつつ水ぅ!?　ひ、卑ひ怯きようなぁ――っ！（笑）　では、判定をどうぞ。

ドラン：（ダイスを振る）24！

ＧＭ：クリティカル以外は回かい避ひ不ふ可か能のう……（ダイスを振る）精鋭兵も魔術師も、両方回避失敗です。ダメージをどうぞ。

ドラン：（ダイスを振る）29点。［放心］が入ります。

ＧＭ：精鋭兵が24点、魔術師が22点ダメージを食くらいました。両方まだ倒れませんが、バッドステータスが無む効こうにできないので、辛い……。

ドラン：わたしの目の辺りから砲身が伸のびて放水するナリ！

ＧＭ：攻撃を食らった精鋭兵も魔術師も、［放心］してます。「圧あつ倒とう的てき有利だったはずなのに、何な故ぜ……」と。

マルセル：私の番ですが、待機します。

ギィ：アキナの姉御、トドメお願いしやす！

アキナ：マイナーアクションで、敵のところまで移い動どう。《バッシュ》《リバウンドバッシュ》で両方に攻撃。

ＧＭ：アキナが火の玉のように駆かけだし、一気に距離を詰つめ、巨大な剣けんを華か麗れいに振るう。判定をどうぞ。

アキナ：（ダイスを振る）19です。

ＧＭ：［放心］中なのが辛い……（ダイスを振る）精鋭兵、ファンブル！　魔術師も失敗。「何だ、この赤い稲いな妻ずまは！」　ダメージをください。

マルセル：《チェックメイト》でダメージをブーストします。




《チェックメイト》

　味方のダメージを増ぞう強きようするフォーキャスターのクラススキル。対象が行なうダメージロールの直前に使用し、ダメージに＋［（ＳＬ）Ｄ］する。




マルセル：「これでチェックメイトだな」

ＧＭ：《チェックメイト》分はマルセルさんがダイス振ってください。

アキナ：いくよー♪　（ダイスを振る）こちらは46点です。

マルセル：さらに13点ダメージを足してください

ＧＭ：59点ダメージですね。精鋭兵も魔術師も戦闘不能です。このダメージでしたら、魔術師は一撃で沈しずみます。

ドラン：アキナの一ひと振ふりで、精鋭兵も魔術師も吹ふっ飛とびました（笑）。




　所しよ詮せんは山賊。さしたる抵てい抗こうもなく、エンジェルファイヤーに無力化され、戦いは終わった。




ＧＭ：戦闘終了。カウントが１上がります。




―――現在のカウント：６




マルセル：さて。では、解げ毒どく剤ざいを勇者にかけて、手紙を渡わたそう。

ＧＭ：あわせて１カウント経けい過かします。

ギィ：もう半分まできちまったか……。

マルセル：勇者たちと話をしたいんだけど、カウント経過する？

ＧＭ：いえ、それはカウントしません。

ドラン：柔やわらかくなるナリ～（笑）。

ＧＭ：解毒剤をかけられて石化から解かい放ほうされた、ピスケーが「かたじけない。おぬしらは？」と聞いてきます。

アキナ：あたしたちは、エンジェルファイヤー（笑）。

ドラン：うわ、この名乗りは『ブレイク』を思い出す（笑）。

ギィ：菊きく池ちさんの気持ちがちょっとわかった気がする（笑）。

ＧＭ：「エンジェルファイヤー……初めて聞く名であるな」

アキナ：ナヴァールさんの命で、皆みなさんを助けにきました！

ＧＭ：「おお、ナヴァール殿の。なるほど」と納得したようです。

マルセル：では、ナヴァールからの手紙を渡そう。

ＧＭ：サラが笑え顔がおで「いい腕うでをしてるね、ありがとう」と手紙を受け取ります。代表者であるミルカ、ピスケー、サラの三名に渡せました。

アキナ：あ、肝かん心じんなことを聞かなきゃ！

ＧＭ：「はい、なんでしょう～？」とミルカが首を傾かしげます。

アキナ：アル兄様を見かけなかったっ!?（←焦あせったように）　こう見えても気が気じゃなかったんですよ!?

ＧＭ：なるほど（笑）。「アル兄様？　……アル・イーズデイルさんのこと？　フェリタニア第一の騎き士しの？」と返事したのはサラです。




サラ・サラ・ブラド（13歳さい／女／フィルボル　投とう稿こう者しや：東京都　天下無む敵てきの無一文さん）

　明るく楽天的な踊おどり子こ兼けん盗とう賊ぞくの少女。エリンディルの出身で、アルディオンには新たな音楽、踊りを学ぶためやってきた。いわゆるボクっ娘とのこと。
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アキナ：この砦の中にみたいなんだけど――。

ＧＭ：「ごめん。ボクは見てないよ？　でも、外見とかは？　他の人が誰か見てるかも――だよ♪」もともと前向きなサラは明るく答えます。

アキナ：はい！　二刀流の剣けん士しで、赤い髪かみなんですっ！

ＧＭ：「う～ん、ちょっと分からないですぅ。ピスケーさんは？」と、ちょっと間ま延のびした返事をするのはミルカです。




ミルカ・ルチル・ロドヴァイス（18歳／女／ヒューリン　投とう稿こう者：神か奈な川がわ県けん　GAUさん）

　腰こしまで届とどくプラチナブロンドが美しいアコライト／ガンスリンガー。常つねにのんびりとした表ひよう情じようだが、アルディオン大陸に拡ひろがる戦せん乱らんに心を痛いためている。
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アキナ：あ、ピスケーさんはオープニングに出てましたよね。

ギィ：オレとクラスが同じだ。友達になろう（笑）。




ピスケー（19歳／男／ヴァーナ（アウリラ）　投稿者：大おお阪さか府ふ　wingateさん）

　隠おん密みつ剣士（バニシングストライク）の二つ名で有名。野や獣じゆう新影流の伝でん承しよう者しやである。自分の家族の仇かたきを捜さがす旅の途と中ちゆうであったが、フェリタニア王国に様々な勢せい力りよくの思おも惑わくを感じとり――仇にあえる好機と判はん断だんし、仕官を決意した。
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ＧＭ：「拙せつ者しやも見ておらぬな」とピスケーは首を横に振ります。

アキナ：そ、そうですか（ちょっとしょんぼり）。

ギィ：や、野獣新影流!?（笑）　――いつか、一手教きよう授じゆしてくれよな！

ＧＭ：「承しよう知ちしたでござる」うなずくピスケー。――さて、周りの人たちに指し示じを出だしていたサラが振ふり返かえって、「そこのおじさんが知ってるってさ♪」と教えてくれます。

アキナ：え！　本当!?

ＧＭ：フェリタニアの兵士たちの中に、どうみても村人っぽいおじさんがひとり混まじっています。ラディシア村の人らしいです。

アキナ：（手を叩く）あ、そうだ！　ディルのお父さんですね？

ＧＭ：正せい解かいです。「ディルのことをご存ぞん知じで？」と聞いてきます。

アキナ：はい！　ここへ来る前に、ちょっと知り合って、と説明。

ＧＭ：「息子は無事でしょうか？」

ギィ：ディルは無事だぜ、と言っておこうか。

ＧＭ：「それは良かった。石にされながらも、心配していたのです」

マルセル：この後、ここは戦場になる。なるべく戦闘を避さけ、隙すきを突ついて逃にげるといい。

ＧＭ：「分かりました。そういえば、二刀流の剣士の方をお探さがしと伺うかがいましたが」

アキナ：はい。

ＧＭ：「その青年なら、私が牢ろう屋やに閉とじ込こめられているときに見かけました。この辺です」と、神しん殿でん跡あとの辺りを指します。フラグが立ったんでここで神殿跡に★マークがつきます。
















ドラン：神殿跡に牢屋？

ＧＭ：元は神殿の地下室だった部屋を利用して、地ち下か牢ろうが作られているんです。

ドラン：罰ばち当あたりナリ。

アキナ：アル兄様……。

ギィ：あのアルが、なんで禿鷲団あたりに捕つかまるんだ？　おかしいなぁ（笑）。

マルセル：まぁ、まずはディルの父さんに帰ってもらおう。

アキナ：そうだよね！

ＧＭ：「拙者たちが責せき任にんを持つゆえ、ご安心を」とピスケーが請うけ負おってくれます。

アキナ：ありがとう、ピスケーさん！　あ、あと解毒剤を分けます。ラディシア村で、石になった人がいたら、これで助けてあげてください。

ＧＭ：「承知した」と頼もしげに笑み、彼はこの場を離はなれていきます。その他の勇者も、それぞれ書面の指示に従したがって行動を開始します。




―――現在のカウント：７




マルセル：さて、この後どうするか、だが。

アキナ：あたしはどうしても神殿跡に行きたい。アル兄様が心配！

ドラン：ただ、まだ他の読者キャラを発見できてないナリ。

マルセル：む、ここは神殿だな。本当にアルが救出できればフェリタニアの戦力になる。

アキナ：本当!?　あたしのわがままな気もするんだけど。

マルセル：私は軍師だ。私の言葉を信じるがいい。

ギィ：ま、そもそもの発案はアキナだから、裏目も発動しないだろう（笑）。

ドラン：実はいい人ナリ――（笑）。

マルセル：違うっ！（←ムキになって）

アキナ：そんなに照れなくても（笑）。……うん。じゃあ、神殿跡に行こう！

ドラン：これでアルが石化しきって死んでたら、タイムパラドクスが起きるな（笑）。

ＧＭ：そのように歴史が捻ねじ曲まがったら、『無印』三巻の出来事がなかったことになります。

ドラン：そ、それは困こまるだろっ！　主にプレイヤーが（笑）。

ＧＭ：つじつまは後のリプレイで合わせてください。

ドラン：なんだと――っ！（笑）　くそ!?　アル救出ルートなんか急きゆう遽きよ作るから!?（笑）

ＧＭ：だから、一番最初に言ったでしょ！　「一いつ緒しよに責任とってもらう」って!!（爆笑）

ドラン：くっ！　（突とつ然ぜん棒ぼう読よみで）「神殿行って、アルさんを探すナリ」と言おう（笑）。

ギィ：ふふ、菊池さんが酷い目に遭あうのは面おも白しろい。オレはアルが助からないように努力してみようかな……。

ドラン：何言ってるんですか？　次にアルが参加するパーティの話、ＧＭは社長ですよ？




　この後発売予定の『無印』第四巻は、菊池・鈴吹の共きよう著ちよでお贈おくりいたします。お楽しみに。




ギィ：そうだった！　こっちの予定まで狂う！　なんて恐おそろしいリプレイなんだ『デスマーチ』！（笑）　（真ま面じ目めな顔になり）「悪かった。オレ、一いつ生しよう懸けん命めいアル救出に尽つくすぜ」（一同笑）
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ドラン：豹ひよう変へんした！（笑）

アキナ：分かってくれたんだね、ありがとう！（笑）

ＧＭ：メタな事じ情じようを微び妙みように混ぜてる（笑）。

ギィ：「以前からアルの噂うわさを聞いていて、密ひそかに尊そん敬けいしていたんだぜ」

ドラン：とーとつすぎだって！（笑）

ギィ：だって、たった今そう決まったんだもーん！（笑）

ドラン：ひ、ひでぇ――っ！（笑）

マルセル：そういえば、ホラ吹きキャラでしたね（笑）。







◆Middle 05◆再さい会かいの兄きよう妹だい




　任務をこなす気があるのか分からない見張りが立っている神殿跡。

「かったるいよなぁ～」つぶやき声にも、倦怠がただよう。

　その様子を窺いつつ、エンジェルファイヤーのメンバーはどう攻せめ入いるか相談していた。




ＧＭ：では、みなさんは神殿跡に移動しました。




―――現在のカウント：８




ＧＭ：神殿跡には、当然ですが見張りがいます。

アキナ：もうカウントも８まで来ましたしね。焦ります。

ＧＭ：例によって、この見張りたちも士気は低く、あからさまなだらけぶりを見せています。「こんな任にん務む終わりにして、一いつ杯ぱいやりてぇよな」「そうだな」

ドラン：おい、士気が低いにもほどがあるナリ（笑）。

アキナ：なら、やめさせてあげようよ♪

ギィ：そうだな。さっさと戦ってけりをつけるか（←ニヤリ）。

　戦闘が始まってほどなく――。

　アキナの宣せん言げん通り、見張りたちは任務から解放されたのであった。




―――現在のカウント：９




ＧＭ：見張り――――瞬殺です（泣）。これで、戦闘は終了です～。

マルセル：一ラウンドで倒したから、とりあえず増援はこないだろう。

ドラン：《高機動部隊》が地味に効いてるね。

ＧＭ：地味なんて、レベルじゃね――！（笑）　こっちの手番の前に形けい勢せい決まってるし！（笑）

ギィ：高速機動部隊エンジェルファイヤー！

ドラン：ちゅどーん（一同爆笑）。

ＧＭ：中に入ると、カウントが上がります。




―――現在のカウント：10




ドラン：これ、食料庫まで手が回らないかも。他の勇者、救出できないかも。すまない！

ギィ：謝あやまるのはまだ早ぇって。さっさと中に入るぞ！

ＧＭ：獣の鳴き声のようなものが響ひびき渡わたる中を進むと、地下牢に鎖くさりに繫つながれているアルを発見します。

マルセル：獣の鳴き声って……。

ＧＭ：ここには六名の指揮官級の勇者のうちのひとり、いや一部隊、ベネット親しん衛えい隊たいです。

ドラン：ベネット親衛隊だって!?（笑）




ベネット親衛隊（２～４歳／雄おす＆雌めす／犬、猫ねこ、熊くまなど様々　投稿者：東京都　スミスさん）

　ごく普ふ通つうの動物たちで構こう成せいされたモブ。ベネットがアルディオン大陸を放ほう浪ろうしていく中、いつのまにか手なづけた（どうやらお弁べん当とうを食われたらしい）動物たち。ベネットのようにマフラーをつけトレードマークとしている。
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ドラン：こいつら動物？　しかもモブ？

ＧＭ：はい。

マルセル：モブの投稿とかありなんだ（笑）。

ギィ：ありです（きっぱり）。みなさーん、投稿はなんでもありですよー。巻かん末まつの要よう項こうを見て、ガンガン送ってくださいねー。かわたなが喜びまーす（笑）。

ドラン：社長、誰に向かってしゃべってるんです？

ギィ：定番の突つっ込こみをありがとう（笑）。




ＧＭ：ベネット親衛隊は石にされかかっているんで。解毒剤が必要です。

アキナ：あ、アル兄様は!?　もしかして……！

ＧＭ：いえ、アルは何故か石になってません。

ギィ：石化したわけでもないのに捕まったのか？（笑）

ＧＭ：「……誰か来たのか？　誰か分からんが、そこにいる子犬とかを遠ざけてくれないか？」と、アルらしからぬ弱々しい言葉が飛んできます。

ドラン：感動の再会のはずなのに、何だか……（笑）。

アキナ：アル兄様が無事だったのなら、それで十分♪

マルセル：ここはまず、ベネット親衛隊に解毒剤を投とう与よしようじゃないか。

ギィ：だな。解毒剤使って、ナヴァールからの手紙を……渡そう。本当に読めるんかねぇ（笑）

ＧＭ：では解毒剤使用でカウント経過します。ベネット親衛隊は回かい復ふくしました。




―――現在のカウント：11




ギィ：ほら、郵ゆう便びんだぜ～。

ＧＭ：リーダー役のセントバーナードっぽい犬が、「わうわう」と文面を眺ながめます。

ギィ：おい、犬、内ない容よう理り解かいできんのか？（犬を見つめる）

ＧＭ：ギィに向かって、「ばうっ！」と力強く頷うなずきます。

ドラン：どうやら、理解できてるようナリ――。

ギィ：そうか、ならいい（頷き返す）。

ＧＭ：ベネット親衛隊は自由になったのが嬉うれしいらしく、あちこち駆かけ回まわっているのですが……そのうちの一匹、子犬がアルの元へ。

アキナ：ああっ、アル兄様!?

ＧＭ：アルは「よ、寄よるな！　やめてくれ～！」と悲鳴をあげます。

アキナ：大変！　「ほら、こっちおいで」と子犬を呼よび寄よせましょう。

ＧＭ：「ふぅ……死ぬかと思ったぜ」

ドラン：……子犬相手に死にそうになる。これが、フェリタニア第一の騎士ナリ（笑）。

アキナ：アル兄様……あたしのこと、分かる？

ＧＭ：「わかるさ――！　アキナだろ。だけどずいぶん大きくなったなぁ」

アキナ：う、うん♪（嬉しげ）

ギィ：まあ、アルはかなり若わかい頃ころに、師し匠しようについて家を出ていったようだしなぁ。

ＧＭ：「っていうか、その前に。どーしてお前がここにいる！　敵てき陣じんのど真ん中だぞ！」と問いただしてきます。心配して、怒おこっているようです。

アキナ：あたしはただ質しつ問もんされただけだと思って、「はい！　アル兄様を追っかけてきました！」と答えちゃいます。
















ＧＭ：アルの顎あごがかっくん、と落ちます（笑）。

ドラン：アキナ……（笑）。

アキナ：あたし、アル兄様の片かた腕うでになります！

ＧＭ：「お前はまだ一五歳だろ？　騎士になるなんて早いって！」と返します。

ドラン：ワタシたちのギルドリーダーに向かって何たる口を！　……犬、行けナリ！（笑）

ＧＭ：「だ――か――らぁ！　その子犬を近づけるなっ！」（一同笑）

ギィ：質問なんだけど、アル宛あての手紙ってあるの？

ＧＭ：あります。目もく撃げき情じよう報ほうもあったので、ナヴァールもアルがいた場合を想定してました。

ドラン：勝手に入って、勝手に捕まったってこと？　駄だ目めなヤツナリ（笑）。

ＧＭ：アルが言うには、〝とある組そ織しき〟を独どく自じに追っていて、ドジを踏ふんで捕まったらしいです。もっとも、恥はずかしがって、詳しよう細さいは教えてくれませんが。

ドラン：〝とある組織〟か！

ギィ：やっぱり石化ガスは関係あるんだな。でもギィは知らないから深く考えない（笑）。

マルセル：（突然シリアスな声になって）聞いたことがある。フェリタニア第一の騎士には三つの弱点がある――と。

ＧＭ：「ぐっ!?」アルが驚おどろきます。

マルセル：まずひとつは「犬」。もうひとつは「女じよ性せい」。そして最大の弱点は、「いつの間にか捕まっていること」（笑）。捕まった理由はそのあたりではないか？

ＧＭ：「なんでお前、そんなに人の弱点に詳しいんだよぉ――っ!?」（一同爆笑）

ギィ：確かに、ヤンヤンとかナーシアとかにはすごく弱いが（笑）。

ドラン：確かに、キンバリーには何となく捕まってたが（笑）。

アキナ：なるほど――アル兄様はドジっ娘なんですね！　やっぱり、あたしが側にいなきゃ♪（←キラキラと目を輝かがやかせる）

ＧＭ：「ちげぇ――っ!!」（爆笑）

マルセル：さて。感動の再会に水をさすようで申もうし訳わけないんだが、明け方になればフェリタニア軍の総そう攻こう撃げきがある。

ドラン：今の展てん開かいのどこに感動する要よう素そがあったナリか？（笑）

ギィ：そ――そうだ。それまでに残された人々を救出しないとな。

ドラン：六名中、あと二名ほど残ってるナリ。

ＧＭ：「しかたねぇ。――アキナ、お前はフェリタニア軍に志し願がんしたんだな。なら、任務をまっとうしてこい」とあなたの目を見み据すえて――アルは言います。

アキナ：（満面の笑顔）アル兄様に認みとめてもらえた――！　とってもうれしいです！




　そこまで喜んでもらえると、シーンを作った甲か斐いがあったというものです。




マルセル：アルの言うことももっともだ。……、我われ々われは我々の任務をこなそう。

ＧＭ：「ナヴァールの旦だん那なの指示からすると。ここで別れることになる」とアルは言います。

アキナ：アル兄様、行っちゃうんだ……？

ＧＭ：アルはアキナの気持ちに気付かず、「お前も頑張れよ」と肩かたを叩きます。

アキナ：一緒にいたいのは山々だけど、あたしたち、行かなきゃいけないから！

一同：逆ぎやくだろう、逆！（笑）

アキナ：（気にせず）だから、寂さびしいけど、アキナは参ります！　ごめんなさい、アル兄様。

ギィ：い、妹さん、修しゆ行ぎようしたせいか結けつ構こう強いっすから（アルに耳打ち）。

ドラン：しかも、躊ちゆう躇ちよや容よう赦しや、ないナリ（アルに耳打ち）。

ＧＭ：「なんか……昔とずいぶん変わった？」とあきれ気味に言います。

ドラン：ここはアキナのために支し援えんしてあげよう（笑）。そう、アキナさんは変わった――。それもこれも、あなたのためにがんばった結果ナリ――。

アキナ：ド……ドランさん!?

ギィ：…………ほほう？（ニヤリとするギィ）

ＧＭ：「――――え、なんで!?　ぜんぜん意味わかんねぇよ？」（笑）　アルはピンとこない顔をしています。

アキナ：か、華麗にスルーされたぁぁぁぁぁっ!?（笑）

ギィ：そうだった！　こいつは、こういうヤツだった！（爆笑）

ＧＭ：「とにかくオレはそろそろ行くぜっ!?」

ドラン：アキナさん――心中、お察ししますナリ（笑）。

アキナ：もぉ――っ！（笑）




　あれ――？

　感動の再会のはずが、どうしてこんなことに？




　…………なにはともあれ、ミッションは続く――。







◆Middle 06◆夜明け、迫せまる




「残りの勇者さんたち、どこに捕とらわれているんだろう？」

　空を見上げれば、大分白みがかってきている。

　タイムリミットの、夜明けが近づいてきていた……。




ギィ：よし、食料庫に行くぜ！

ＧＭ：移動して、カウントが上がります。食料庫の前に到着です。見張りはいません。




―――現在のカウント：12




マルセル：罠わなとかがあるってことか？

ＧＭ：ここで全員【感知】の判定をしてください。難なん易い度ど８で、ひとりでも成功すればＯＫ。

マルセル：《スタンドバイ》で＋７にして……（ダイスを振る）17。

ＧＭ：成功ですね。食料庫の近くに枯かれ井い戸どがありまして、うめき声が聞こえてきます。

ギィ：覗のぞき込こんでみるか。

ＧＭ：ギンブリーと髑髏どくろ騎き士し団だん、お目付け役のスコットが押おし込こめられてます。六名の勇者たちの残り２名ですね。




スコット・ボールドマン（26歳／男／ドゥアン　投稿者：熊くま本もと県けん　My T Scottさん）

　ドゥアンのメイジ／ウォーリア。のんびりした（というよりはヘタレな）性せい格かくらしい。モットーは罪つみを憎にくんで人を憎まず。つかみどころのない性格のようだ。
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ギンブリー・ボレスワフ（19歳／男／ヒューリン　投稿者：埼さい玉たま県けん　群青海さん）

　灰はい色いろのモヒカンがトレードマーク。元レイウォールの軍人で疾しつ風ぷうのギンブリーと呼ばれている。キンバリーの弟だが、レイウォールを出しゆつ奔ぽん。その場のノリで配下の髑髏騎士団とともにフェリタニア軍へ参加した。
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ドラン：キンバリーの弟か！　――キンバリーの姓せいは決まってなかったんだが――ま、ボレスワフで採さい用ようということで（笑）。

マルセル：とにかく、なんとか間に合ったか。

アキナ：かわいそう。でも、こんなところに……？

ＧＭ：面白半分で、禿鷲団の連中に詰つめ込こまれたようです。当然、石になりかけてます。

ドラン：どうすれば助けられるナリ？

ＧＭ：誰かひとりが井い戸どの底に降おりて、解毒剤をかければ助かります。降りるためには１行動使って難易度12の【敏びん捷しよう】判定に成功する必要があります。

ドラン：上から振りかけるのは駄目？

ＧＭ：全員にちゃんとかけるためには、底まで降りないとだめです。なお、判定に失敗すると落っこちて、３Ｄ点の【ＨＰ】ダメージを受けますが、降りたことにはなります。

ドラン：（皆のシートを見て）皆【敏捷】はそこそこか。

ギィ：シーフのオレがトライしよう。失敗したら、フェイト使って振りなおす。ロープをたらしてスルスルと……、（ダイスを振る）うん、ぴったり12で成功。




―――現在のカウント：13




ギィ：解毒剤使用。さぁて。ギンブリー、郵便だぜ～。




―――現在のカウント：14




ＧＭ：ギンブリーは手紙を見ると「何ぃ！　この場で待機しろ、だとぉ～？　明け方になったら、食料庫に火を放てと書いてある！」

マルセル：……ナヴァールは、ギンブリーが食料庫にいるって読んでたのか。

ドラン：……まぁ、この顔は食料庫にいる感じナリ。

マルセル：どんな顔だよっ！

アキナ：おなかすいてそうな顔かな♪

ＧＭ：「折せつ角かくだから、オレらはこの井戸ん中で待機するぜ！」と言い出します。

ギィ：じゃ、垂たらしたロープはそのままにしとこう。その方が便利だろうからな。

ＧＭ：「ちょっとは外に出ましょうよ……」とスコットさんが言うのですが、「いや、駄目だ。手紙にしたがわねぇと」とギンブリーは譲ゆずらない。髑髏騎士団の面々も「ひゃっはぁ～っ！」と言って、ギンブリーを支持します。そんな問答が続きます（笑）。

ドラン：死ぬほどやな空間だな！（笑）　この井戸の中、入りたくないナリ――（爆笑）。

ギィ：顔に似に合あわず生き真ま面じ目めなギンブリー（笑）。

マルセル：生真面目というか――その場で待機ってそういう意味じゃないだろう（笑）。

アキナ：明け方には、爆ばく発はつがあることはスコットさんに伝えておくよ。

ＧＭ：ここまでで14カウント、あと１カウント残して、ミッション達成です。

アキナ：ギリギリでしたね！

マルセル：これで、我々のミッションは一いち応おう終了なわけだな？

ＧＭ：そういうことになりますね。




　ここで相談する一同。

　ナヴァールからのミッションが終了したこともあり――。入はいり込こんだ抜ぬけ道みちから、一いつ旦たん砦を抜ぬけることをにした。その後は状況を見て総攻撃に加か勢せいするなどの選せん択たくをする方ほう針しんだ。




―――現在のカウント：15




　なお、ＰＣたちは、余あまったこの１カウントを利用して、減少していた、【ＨＰ】、【ＭＰ】をポーション類を使用して回復させている。




ＧＭ：ニワトリがコケコーと鳴きそうな明け方がやってきます。

マルセル：菊池さんの弟が爆発する時じ刻こくだな。

ドラン：ドランの、です。……仕し掛かけてきたのすっかり忘わすれていたので、何ですが（笑）。

ＧＭ：「兄あに貴き～！」　ボーン！（爆ばく発はつ音おん）

ドラン：明け方の空に、爆破缶の笑顔が浮かんだ、と。何て悲しい話なんだ！

ギィ：じゃあ、みんなで敬けい礼れいしてやろう。

アキナ：よくわかんないけど、敬礼します！（笑）
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ドラン：全然悲しさが分かってないでしょう!?（笑）

アキナ：そんなことないよ？（笑）

ギィ：ともあれ、これで任務終了！　いい仕事したぜ（笑）。

ＧＭ：では、砦への襲しゆう撃げきが開始されます。




　塀へいの外で気配を殺し、時を待っていたフェリタニア軍。

　爆発音とともに、ときの声をあげ、一いつ斉せいに砦に向かっていく。

「フェリタニア軍だと!?　おい、石化ガスはどうした！」

「保ほ管かん庫こが爆ばく破はされてます！」




ギィ：おお、混こん乱らんしてる、混乱してる（笑）。

アキナ：救出した勇者たちはどうしてるんだろう？

ＧＭ：では、視し点てんを切きり替かえましょう。




「ひゃっは～！　燃もえる、燃えるぜぇ！」

　食料庫の前で楽しそうに声をあげているのはギンブリー。後ろでは、髑髏騎士団の面々が食料をバリバリと食べている。

「ギンブリー様、節度は守ってくださいね？　……私は、兵へい舎しやに火をつけてまいります」

　たしなめるようにそう言って、スコットは兵舎の方へ走っていく。




「裏うら切ぎり者ものがいるぞ！　見つけ出して、捕らえろ！」

　偽にせ情じよう報ほうを流し、同どう士し討うちを誘さそっているサラ。




「く、敵てき襲しゆうか！　各自、武器を持て！」

　慌あわてて武器を取りに走るも、山賊たちが見つけたのは、ピスケーによって弦げんの切られた弓だけだった。




　動物の群むれが、門番をなぎ倒していく。勿もち論ろん、ただの動物ではない。ベネット親衛隊だ。

「さぁ、皆さん、こちらです～！」

　門を開放し、ミルカが声をあげる。

　その誘ゆう導どうに従い、フェリタニア軍は易やす々やすと砦内部へ突撃していく。

「……勝ったな」

　遠くからその様子を眺め、勝かち誇ほこった笑顔でナヴァールが呟つぶやいた。




マルセル：おい、ナヴァール。それは負けフラグだろう。

ドラン：こっから負けたら、ある意味凄すごいです（笑）。

ＧＭ：さて、皆さんは城じよう壁へきの抜け道からほど近いところで、中の様子をうかがっています。ここで【感知】判定。難易度10です。ひとりでも成功すればこの場所に起きる異い変へんに気がつきます。

マルセル：《スタンドバイ》。（ダイスを振る）14で成功。

ＧＭ：では、砦の隠かくし扉とびらから、ワルダーがこっそり出てくるのに気付きました。

マルセル：了りよう解かい。それでは「ここで高みの見物でも決きめ込こむか。ここに逃にげ込こんでくるやつはいるまい」と余裕ぶっておこう。

ギィ：でた――っ、裏目軍師！（笑）

ドラン：安全な場所に逃げたつもりが、という（笑）。

ＧＭ：ではご期待に応えます。「この戦は負けだなぁ。だが、俺様さえ生き残ってりゃ、まだ何度でも再さい起きできるぜ」と言いながら、ワルダーがやってきます。

ギィ：……きたっぽいぜ？（マルセルを見ながら）

ドラン：……かわいそうな子を見る目で、マルセルを見てあげます（笑）。

マルセル：何てことだぁ――――っ!!（一同爆笑）
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アキナ：周りに、他に人はいます？

ＧＭ：いません。皆さんが止めなければ、そのままワルダーは逃にげ延のびます。

ドラン：ギルドマスター、どういたしますナリ？

マルセル：アルを閉じ込めた本人だと思われる相手だ。

アキナ：ディルのこともあるし。あいつを倒したいよ！

ギィ：（ニヤリと笑って）そうくると思ってたぜ。

ドラン：ギルドマスターのご命令とあらば、従うナリ。

アキナ：村の人たちをあんなに苦しめたの、許ゆるせない。だから、皆で頑張ろう！

マルセル：……仕方ないな。

ＧＭ：では、クライマックスに突とつ入にゆうします。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆ワルダーＶＳエンジェルファイヤー




　部下を見み捨すて、姑こ息そくにも密かに砦から逃とう走そうを図はかるワルダー。

「ねぇ――、どこに行くつもりかな？」

　このまま逃にがす訳わけには行かない―――アキナたちは巨きよ漢かんの前に立ち塞がった。




ＧＭ：クライマックスフェイズに入ります。砦から逃にげ出だそうとするワルダー。その目の前に立たち塞ふさがったエンジェルファイヤーという状じよう況きようです。

ドラン：待てぇぇぇ――――いっ！（笑）

ＧＭ：「むうっ！　貴き様さまら、何ヤツだ！　名を、名を名乗れいっ！」（笑）

ドラン：フッ、ノリのいいヤツ（笑）。――さぁ、ギルドマスターどうぞ！

アキナ：あなたたちみたいな悪は許ゆるせない！　あたしたちは――――。




　「高速機動部隊エンジェルファイヤー！」




ドラン：ドオォォ――――――ンッ！（爆ばく発はつ音おん）　全員で決めポーズ！

マルセル：な――――何をさせるんだ！

ギィ：ま、そう照れるなよ（笑）。

ＧＭ：「な、何だ、そのこっ恥ぱずかしい名前は！」ワルダーもあっけに取られてます（笑）。

アキナ：恥ずかしくなんてないもんっ！（ぷんぷん）

ドラン：ワルダー――味方を見捨てて逃げ出す、あなたほどは恥ずかしくないナリ――（笑）。

ギィ：お、うまいことを言うね（笑）。

ＧＭ：からかわれたと思って怒おこりだすワルダー「うるせぇっ!?　俺様の邪じや魔まして無事ですむとでも思ってるのかぁっ？　ひねり潰つぶしてくれるわ！」

マルセル：（冷ややかに）私わたしたちを破やぶっても、フェリタニア軍の包ほう囲い網もうもあるのだぞ？

ＧＭ：「逃にげ延のびるさ！　逃にげ切きった暁あかつきにはまた、この国に巣食う悪となって蘇よみがえるぜ！」

マルセル：――自分が悪いことしている自覚はあるんだな、一いち応おう。

アキナ：わかってるなら、やらなきゃいいのにっ！（笑）

ドラン：あ――、質しつ問もんがあるんですが。

ＧＭ：――どうぞ？

ドラン：あの石化ガス、どこで手に入れたナリ？　……プレイヤーとして見覚えあるような。

ＧＭ：「知りたいかぁ？　知りたければ、俺様を倒たおすんだな！」

ドラン：定番の台詞せりふすぎだぞ！　本当に恥ずかしいヤツだなぁ！（笑）

マルセル：さっさと倒してしまおう。

ＧＭ：では、この戦せん闘とうの説明をします。まず、よいお知らせがあります。

一同：？

ＧＭ：皆みなさんは読者投とう稿こうの勇者を全員救出したので、敵てきの【ＨＰ】が大おお幅はばに減へっています。

ギィ：勇者たちが活かつ躍やくして、戦せん況きようが有利になってるってことか！　ありがてぇ！

マルセル：きっと、かなり手て傷きずを負わせているのだろう。

アキナ：それにさっき、武ぶ器きとか破は壊かいしてたしね！

ドラン：砦攻こう略りやくの方でも、がんばっているようだったしな。

マルセル：ふむ。とにかく危き機きとなれば、女王自らが出で張ばっていたのがこの国だ。防ぼう御ぎよにせよ攻こう撃げきにせよ、任まかせられる集しゆう団だんができたというのは――組そ織しきとして考えると大きいな。

ＧＭ：興きよう味み深ぶかい考察ですね。さて――戦闘の前に敵の解かい説せつをしておきます。ワルダーは巨きよ大だいな斧おのを持ち、がっしりとした鎧よろいを着き込こんでいます。それから、ひょろりとした感じの副官、いかにも魔ま法ほうを使いそうな外見です。たくさん禿はげ鷲わし団だん員もいます。傷きずだらけですが。

ギィ：ああ、それが読者キャラにやられた連中だな、きっと。

ＧＭ：そんな感じです。では――戦闘を開始します。




●第一ラウンド

行動値ち

　ギィ：　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　14

　副官：　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　11

　ワルダー：　　　　　　10

　禿鷲団員ＡＢＣＤ：　　６
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ＧＭ：では、セットアッププロセスです。

ギィ：まずはオレの手番。ギルドマスター――ここは《陣じん形けい》を使ってくれ。

アキナ：わかった。《陣形》を使用します！

ＧＭ：では――、どう動きますか？

アキナ：あたしが敵に突とつ撃げき。エンゲージします！

ドラン：突撃エンジェルファイヤー！（笑）

ＧＭ：その突撃ですが――禿鷲団員は《脚止め》という特とく殊しゆ能のう力りよくを持ってるので、アキナさんのいるこのエンゲージは［封ふう鎖さ］されます。




封鎖

　狭せまい場所や敵が積極的に妨ぼう害がいしてくるなど、そこから移い動どうするのが困こん難なんなエンゲージの状じよう態たいを［封鎖］と呼よぶ。［封鎖］されている状態のエンゲージから［離り脱だつ］を望む場合、そのエンゲージ内にいるすべての敵との【行動値】による対決に勝利しなければならない。




アキナ：かまわない！　全員倒せば関係ないし！

ＧＭ：その意気やよし！（笑）　他の人は――？

ドラン＆マルセル：移動しない。

ギィ：オレはエンゲージから離はなれる。横にずれて別のエンゲージを形成。さらに念のため《コンバットセンス》――行動値に＋10しておく。

ＧＭ：副官が《集団統とう率そつ》というエネミー特殊能力を使います。これによって禿鷲団員に即そく座ざにメインプロセスを行なわせます。

マルセル：何をしてくる？

ＧＭ：禿鷲団員Ａ、Ｄが両側に移動。エンゲージから離れます。Ｂ、Ｃはアキナを攻撃！

アキナ：来なさい！

ＧＭ：槍やりを携たずさえた禿鷲団員たちが突つっ込こんできます――マイナーアクションで《スマッシュ》メジャーアクションで《バッシュ》。




　しかし、この禿鷲団員Ａ、Ｂの攻撃は、命中こそしたものの、アキナの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】とマルセルの《プロテクション》に阻はばまれて、一いつ切さいダメージが通らない。




ＧＭ：ノーダメージ！　魔ま法ほうの援えん護ごもあり、無数の槍をガシガシガシっと受け止めるアキナ。「馬ば鹿かな！　小こ娘むすめのくせに、硬ぇ！」禿鷲団員は驚きよう愕がくして叫さけびます。

アキナ：――関係ない……って言ったでしょ？（笑）

一同：かっこいい――!!（笑）

マルセル：攻撃は終わったな――。では、禿鷲団員Ｂをエネミー識しき別べつする。達成値は――16。

ＧＭ：成功ですね。正式名めい称しようは変わらず禿鷲団員。レベルは６。




禿鷲団員（レベル６）

　所持スキル：《スピアマスタリー》《脚止め》《バッシュ》《スマッシュ》《パイク装そう備び》




ドラン：オリジナルエネミーか。

ＧＭ：そういうことです。

アキナ：あたしのセットアッププロセスは特になし。

ＧＭ：ワルダーのセットアッププロセスは《フルディフェンス》《ディフェンダー》。【物理防御力】が＋15、ダメージはマイナス１Ｄ。

ギィ：攻撃は減るが、防御力は上じよう昇しようすんのか。堅かたいねぇ。

ＧＭ：禿鷲団員はセットアップに何もないので、イニシアチブプロセスに入ります――。最初はギィから――。

ギィ：マイナーアクションで《アーマーブレイク》《トゥルーブレイク》。こいつで、対象の防ぼう具ぐを壊こわす。メジャーアクションで《アローシャワー》――ワルダーのエンゲージ全体をターゲットにして攻撃するぜ――。

ＧＭ：げっ、こりゃヤバイ……「ま、待て！　話し合おう！」（笑）

ギィ：（聞いてない）更さらに、フェイトを２点消費。《コンバットセンス》を使用したから、《ファーストストライク》が起動。１個こでも６が出れば、クリティカルになる――（ダイスを振ふる）よし、クリティカルした！

アキナ：サムライのスキル…………これは強いかも！

ＧＭ：回かい避ひは……（ダイスを振る）全員失敗！「げぇっ!!　なんじゃこりゃあああ――っ！」ワルダーたちは降ふり注そそぐ矢を避さけようと右う往おう左さ往おう。しかし、食くらいまくりです。




　結局、ワルダーと副官、禿鷲団員Ｂ、Ｃは全員ダメージを17点受けたあげく、シーン終しゆう了りようまで【物理防御力】が０となってしまった。ギィは《ダイレクトヒット》をダメージロール時に使用していたため、《カバーリング》すらできなかったのである。




ＧＭ：意外と少ないダメージにワルダーは「この程てい度どかぁ!?」と笑います。

ギィ：バカめ！　「この攻撃の目的は、ワルダー、お前を裸はだかにすることさ！」――とオレが言った瞬しゆん間かんワルダーたちの鎧が落ちる（笑）。

ＧＭ：はっ、俺様の鎧がっ！　………（野太い声で）「いやぁ～ん♪」恥じらうワルダー。

マルセル：ひ、酷ひどすぎるだろ――っ！（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：誰だれが喜ぶんだ、そのリアクション――――っ！（笑）

アキナ：いやああああああああ――――っ！（爆笑）

ＧＭ：な、なんかワルダー株かぶが暴ぼう落らくしてしまった。ごめん、ワルダー（笑）。次はドラン。

ドラン：マイナーアクションは《マジックブラスト》。これで対象を範はん囲い（選せん択たく）に。メジャーアクションは《ウォータースピア》。ガショーン――頭部から砲ほう身しんが出てきて……。

ＧＭ：ワルダーは戸と惑まどいます。「あれ？　砲身が出て……こっちを、向・い・た・ぞ？」（笑）

ドラン：水の魔法弾、発はつ射しやナリ――っ♪　《マテリアルコンポーネント》でサファイアを一個消費する。命中の達成値は……（ダイスを振る）………26。

ＧＭ：「ぐわああああっ―――――っ！」そんなの無理！（笑）　ワルダー……副官……禿鷲団員Ｂ、Ｃ……―全員回避失敗。副官が《キャスリング》を使いＢに自分をかばわせます。




　この攻撃のダメージはマルセルの《チェックメイト》の支し援えんもあり、33点。禿鷲団員Ｂ、Ｃは耐たえきれず戦闘不ふ能のうに。副官は《カバーリング》により無む傷きずだったが、ワルダーはこのダメージに加え《ウォータースピア》が命中したため、バッドステータス［放心］となってしまう。さらに《マリッド・ストリーム》の効こう果かも加わり、回避にマイナス１Ｄとなった。




ＧＭ：……ワルダー――踏ふんだり蹴けったりだな（笑）。

ドラン：ワタシの放つ水は毒水（笑）。あなたたちの体を蝕むしばむナリ。

ＧＭ：ヤな水ですね（笑）。次は副官。マルセルとドランのエンゲージへ魔法攻撃。《サモン・ファーヴニル》。……（ダイスを振る）……達成値は29。




　副官の攻撃はドランとマルセルに命中する。ドランは《ガードオーラ》、マルセルは《プロテクション》を自分に唱え、ダメージを軽けい減げん。それぞれ28点と４点のダメージとなった。

　マルセルは次の行動で《ヒール》をドランに使用――23点のダメージを回かい復ふくした。




アキナ：よし、次はあたしだね――マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》《リバウンドバッシュ》ワルダーのいるエンゲージにまとめて攻撃。

ＧＭ：「ぬぅ、卑ひ怯きような――鎧が外れている時に攻撃するとは！」（笑）

アキナ：石化ガスを使った人に言われたくないよ――っ!!（笑）　命中の達成値は――（ダイスを振る）――17。

ＧＭ：ワルダーは［放心］と《マリッド・ストリーム》の効果で回避のダイスが１個しか振れない状態。……（ダイスを振る）……やはり回避失敗。だが副官は大だい丈じよう夫ぶなはず……（ダイスを振る）――ファンブルだとぉ――――っ!?

ギィ：こいつはオイシイぜ！（笑）

アキナ：28＋８Ｄ。（ダイスを振る）物理ダメージ、55点どうぞ。

ＧＭ：結けつ構こう痛いたい。ワルダー、副官ともにフラつきます。ワルダーの番です。アキナに攻撃。

ドラン：［放心］を忘わすれずに――。

ＧＭ：了りよう解かい。マイナーアクションで《スマッシュ》。さらにメジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》。武器攻撃が二回行なわれます。

アキナ：はい。

ＧＭ：「見せてやるぜぇ、俺様の底力！」　たたみかけるようにここで《フェイント》も使用。２回命中判はん定ていをして、良い方を採さい用ようします。命中判定の達成値は……（ダイスを振る）……18と17なので、18を採用。

アキナ：（ダイスを振る）11で回避失敗。《ウェポンガード》しよう。

ＧＭ：ワルダー、人生の絶ぜつ頂ちよう期きが来るか？　…………ダメージは42点です。

アキナ：――19点ダメージを受けました。

ＧＭ：そして二撃目の命中判定…………達成値は22！

アキナ：うーん――（ダイスを振る）――回避失敗っ！

ＧＭ：よし、ここで刃はが三つついている異い形ぎようの斧、蒼そう穹きゆう斧ふの特殊能力を使用します。




蒼穹斧

　マジックアイテム。一シナリオに一回、攻撃が命中した時に、相手の【物理防御力】【魔法防御力】を０にすることができる。




ＧＭ：ダメージは――――69点、防御力無む視しです。轟っ――と、アキナをたたきつぶさんばかりの一いち撃げきが見み舞まわれます。

アキナ：ま、マズイ――――っ！

ギィ：こいつぁ――《ガーディアン》だっ！　オレがとっさに、ワルダーの斧を矢で弾はじき飛とばして、斬撃の軌き跡せきをずらすぜ！

ＧＭ：「底力見せるっていったろ！」《ガーディアン》を《インタラプト》で打ち消します。

ギィ：くそっ！　その《インタラプト》を《インタラプト》する！

ＧＭ：それはどうしようもない――。ワルダーの斧は、アキナをとらえられません！

アキナ：《ガーディアン》が通ってノーダメージになるんだね？　ありがとう、ギィ！

ギィ：気にすんなアキナ――（笑）。だがオレの切り札を一気に使わされちまった（笑）。

ＧＭ：では、クリンナッププロセス。ワルダーは［放心］から回復します。




●第二ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　14

　ドラン：　　　　　14

　副官：　　　　　　14

　マルセル：　　　　12

　アキナ：　　　　　11

　ワルダー：　　　　10

　禿鷲団員ＡＤ：　　６
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスです。

ギィ：今回も《陣形》を使おう。それで敵全員にマークつけられる。

アキナ：了解。《陣形》使用です！

ギィ：オレが動いて、禿鷲団員とエンゲージ。今回の《陣形》はそれだけだ。

ＧＭ：副官が《集団統率》で禿鷲団員を動かします。禿鷲団員Ａがギィ、Ｂがドランを攻撃。




　しかし、この禿鷲団員の果か敢かんな攻撃は第一ラウンドと同様に、ふたりの【物理防御力】とマルセルの《プロテクション》を突とつ破ぱできず。ノーダメージに終わる。




ギィ：禿鷲団員――パンチ力に欠けるようだな。

ＧＭ：「だが、我われ々われの役目は《脚止め》にある！」　というわけで、ドランとギィは［封鎖］されます。

マルセル：まあ、それもあまり影えい響きようはないだろう（笑）。

ＧＭ：ですよね～（笑）。では、他にないようなので、イニシアチブプロセスに移うつります。行動値14はギィとドランと副官……ＰＣ優ゆう先せんですので、ギィかドラン、どうぞ。

ギィ：先にドランに動いて欲ほしい。［放心］を与あたえてくれれば、オレが攻撃を当てやすくなる。

ドラン：では、ワルダーのいるエンゲージに《マジックブラスト》《ウォータースピア》の範囲攻撃。命中判定――17。低いんでフェイト１点で振りなおし。…………22！

ＧＭ：回避します。ワルダーは……（ダイスを振る）……21で失敗。副官―――14。避けようとする二人の努力もむなしく、水弾が直ちよく撃げきする――。

ドラン：ダメージは……（ダイスを振る）41点ナリ。

ＧＭ：副官が《ガーディアン》をワルダーに使用。ワルダーをノーダメージに。

アキナ：副官粘ねばるね――。まだ生きてるよね？

ＧＭ：26点食らいましたが、まだ生きてます。次はギィ。

ギィ：オレの番だな――。この副官を仕し留とめる――《サモン・ファーヴニル》とか《キャスリング》とか、マジうざい。

ＧＭ：彼は横おう暴ぼうなワルダーを影かげから地道に支ささえてきた人なんですよ。そんなに責せめないであげてください（笑）。

ギィ：知るかぁ――っ!!（笑）　どうでも良すぎるだろ！　その設定!?　マイナーアクションで《プレッシャー》、メジャーアクションで《ダブルショット》。対象は副官だ――。




「仕留める」との言葉通り、ギィは切り札の《ブルズアイ》を投入。見事に副官を撃げき破はする。




ＧＭ：「ほあぁぁ――――っ！」と甲かん高だかい断だん末まつ魔まの叫びをあげ、あわれ副官は戦闘不能になりました。

マルセル：気の抜ぬける叫びだな（笑）。――副官が倒れたから、次は私の番だな――。アキナに《ブレッシング》。……（ダイスを振る）……魔法は発動した。

アキナ：ありがとう！　あたしはマイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションが《バッシュ》。ワルダーを攻撃します。

ＧＭ：どうぞっ！

アキナ：（ダイスを振る）……ああああっ、出目が４――っ!?

ドラン：フェイトを１点使って振り直しするといいです。

アキナ：――（ダイスを交こう換かんする）――このダイス、使うのやめよ～（一同笑）。

ドラン：その気持ち、よく分かりますよ？（笑）

アキナ：フェイトを消費して振りなおし。命中判定――――21だよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）………お、いい目。24で回避成功！　ワルダーの巨きよ体たいがひらりと宙ちゆうを舞まい、アキナの剣けんを搔かい潜くぐりました。

アキナ：ああああ――っ！　悔くやしいっ！（笑）

ＧＭ：（爽さわやかな口調）「一いつ瞬しゆん、死を覚かく悟ごしたぜ。お前はよくやったさ」と無む駄だに余よ裕ゆうを見せるワルダー。

アキナ：急に優やさしい!?　慰なぐさめなんていらないよっ！（笑）

ＧＭ：「だが――――そのツメの甘あまさが運のつきぃぃぃっ!!」とワルダーは元の悪役面に豹ひよう変へんし――アキナに攻撃します。
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アキナ：えぇぇぇっ――やっぱり悪いヤツだぁ――――っ!!（爆笑）
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ギィ：な、なんなんだ、こいつ――っ!?（笑）

ＧＭ：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。《フェイント》も使って……（ダイスを振る）14と21。命中は21を採用。

アキナ：…………回避は11で失敗。うう、避けられない――（笑）。

ＧＭ：ダメージは41点！

アキナ：22点ダメージを受けました――。

ＧＭ：二発目の命中は………23。

アキナ：………う～ん、回避失敗。《ウェポンガード》するよ。

ＧＭ：ダメージは39＋９Ｄ。（ダイスを振る）お、出目がいい。77点。

マルセル：《プロテクション》。フェイトを３点使用。（ダイスを振る）35点軽減。

アキナ：……【物理防御力】は19だから――16点ダメージ。まだ行けるよ！

ＧＭ：全員行動済ずみ。クリンナッププロセスにワルダーの［放心］が回復します。




●第三ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　14

　ドラン：　　　　　14

　マルセル：　　　　12

　アキナ：　　　　　11

　ワルダー：　　　　10

　禿鷲団員ＡＤ：　　６
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ＧＭ：では、セットアッププロセスです。

ギィ：こちらは特にないぞ。

ＧＭ：同じく……ではメインプロセス、行動値14の人たちからどうぞ。

ドラン：今回は、ワタシから――。マイナーアクションで《ドラゴンカース》。フェイト１点消費。メジャーアクションは《ウォータースピア》ナリ。

ギィ：《ドラゴンカース》って、どんなスキル？

ドラン：バッドステータスをひとつ選択しておいて、ダメージが通ると付ふ与よされる。

ギィ：じゃあ、［重じゆう圧あつ］は《プレッシャー》でオレが与えられるから、それ以外を頼たのむ。

ドラン：わかりました。［転てん倒とう］を選択。殺さずにじわじわ……ナリ（笑）。




重圧

　キャラクターがプレッシャーを受けている状態を現あらわすバッドステータス。タイミングが「メイキング」「パッシブ」を除のぞくスキルが使用できなくなる。回復はマイナーアクションを使用する。




転倒

　キャラクターが文字通り転倒している状態を現わすバッドステータス。移動が行なえず、全すべての判定にマイナス１Ｄ。回復はマイナーアクションを使用する。




ＧＭ：こ、殺すならさっさと殺せ～！（笑）

ギィ：そう言うな（笑）。バッドステータスをたくさん付与する…………それが、オレらエンジェルファイヤーのやり方さ！（笑）




　イヤなやり方である（←ＧＭにとって）。




　実じつ際さい、この後のドラン、ギィの攻撃で［放心］［転倒］［重圧］に加え、さらに回避の判定にマイナス１Ｄ（《マリッド・ストリーム》の効果）とワルダーは〝まな板の上の鯉こい〟状態に追おい込こまれてしまう――。




ＧＭ：「動けぇぇぇ、俺様の体――なぜ動かん――」（笑）　地面をのたうち回りながら、朦もう朧ろうとしつつ、恐きよう怖ふにおののくワルダーです――。

マルセル：（淡たん々たんと）アキナに《ブレッシング》――。判定に＋１Ｄ。

ＧＭ：容よう赦しやなさ過すぎるだろ！（爆笑）

アキナ：あたしの番だね――。ワルダーに攻撃！　とどめを刺さすよ！

ＧＭ：「こ、この、倒れて身動きのできない俺様を斬きるってのか！」

アキナ：ごめん――、でも悪い人は許せない！（笑）　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）22。

ＧＭ：（ダイスを振る）12で回避失敗。眼がん前ぜんにアキナの巨大な剣が迫せまってきているワルダー――必死に叫びます。「よ、よせ――――っ!!　……お前に持ち金、全てやるから、な？」

ドラン：そんなの、倒した後に（ドロップ品で）頂いただきますナリ（笑）。

ＧＭ：「な、なら、俺様たちのリーダーにしてやるから！」

アキナ：ごめん。あたし、エンジェルファイヤーのリーダーだから！（笑）　《ボルテクスアタック》を使います――88点。

マルセル：《チェックメイト》で更に14点上乗せ。

ＧＭ：[image: 102]点ですと――っ!?「ぐわああああああぁ――――っ！」と叫び、ワルダーは倒れました。それを見た禿鷲団員たちは、戦意を喪そう失しつして、降こう伏ふくします。

ギィ：降伏すんなら、許してやらぁ。

アキナ：ふぅ――――勝ったみたいだね！（笑）

ＧＭ：…………ワルダーは倒れたのですが……。

一同：……？

ＧＭ：この戦場に、ひとりの男がやってきます。一いつ旦たんシーンを終了し、次のシーンに移ります。




　――まだ、戦いは終わりません。







◆Climax 02◆邪じや悪あくなる術じゆつと鋼こう鉄てつの魔獣




「やれやれ、もう少し役に立つかと思ったのだがな」

　不ふ穏おんな空気を纏まとい、フードの男は歩いてきた。

「わずか数日も保もたずに砦を陥かん落らくさせられてしまうとはな――」




ＧＭ：「無様だな、ワルダー」息も絶たえ絶だえのワルダーへ、現われた男が声をかけます。

アキナ：保ほ管かん庫この前で、ワルダーと話していた男ですね。

ＧＭ：ワルダーは、男に手を伸のばし、叫びます。「お、俺様を助けろ！　ソードブレイカー」
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ギィ：ソードブレイカーって、名前？

ＧＭ：そうです。お察しの方もいるでしょうが……。

ドラン：〝武器の名〟と言えば、このアルディオンにはびこる、あの悪の組織、ですね。

ＧＭ：ソードブレイカーは自らフードを外します。そこから現われたのは、鷹たかのように鋭するどい目と、骨ほね張ばったほおを持つ精せい悍かんな男。彼かれは険けわしい表ひよう情じようでワルダーを一いち瞥べつします。




「石化の力を与えられながら、この体ていたらく。そして、禁きんじていた我わが名を呼ぶ――か。もはや、お前に差さし伸のべる救いの手はない」

　ソードブレイカーの冷たい言葉に、ワルダーが焦あせりだす。

　「馬鹿な！　俺様こそが大陸の覇は者しやだと、統一帝になれる器だと、言ったじゃねぇか！」




ドラン：（素すに戻もどって）それは、絶ぜつ対たいにないだろ――――っ!!（一同爆笑）

ギィ：だまされすぎだって！（笑）

アキナ：自分をよく見つめなきゃっ！（笑）

ＧＭ：な、なんか総そう突つっ込こみだな――（笑）。まあ、続けます。




「……まだ分からないのか？　お前はもう、用よう済ずみなのだよ」

「な!?」

「力だけはくれてやる。精せい々ぜい、フェリタニアの兵たちを殺してくれ」

　ソードブレイカーは、邪悪な響ひびきを放つ呪じゆ文もんを唱えだす。

「がはっ――ぁぁぁっぁああああぁぁぁぁっ――!?」

　ワルダーは勿もち論ろん、側に倒れていた副官や禿鷲団員たちの体も震ふるえ始めた。

「な、何だこれは!?　く、苦しい…………ぐあぅううぅぅ――――っ！」

　徐じよ々じよに、その体が異形へと変へん貌ぼうを遂とげていく。




ギィ：酷ぇことしやがる！

ＧＭ：ワルダーの体を母体に、倒れた部下たちの体が融ゆう合ごうし、異形化していきます。




　そこに出しゆつ現げんしたのは竜のごとき頭を持った魔獣。

　体表は鋼はがねのごとく鈍にぶい輝かがやきを放ち、五体の竜の頭がかしづくように本体の周囲に浮ふ遊ゆうする。

　目をこらせば、浮遊する竜の頭は魔ま力りよくの帯おびのようなものを介かいして本体の魔獣と接せつ続ぞくしているようであった――。



















ＧＭ：ボスは〝鋼鉄の魔獣〟といいます――。五つの頭はドラゴンヘッド。

アキナ：敵が六体もいる――!?

ギィ：キングギドラみたいなヤツなんだな？　体はひとつだが、頭が幾いくつもある。

マルセル：（コマの配置を見て）しかも別エンゲージ、面めん倒どうだな……。

アキナ：それにしても――まだ戦闘続くんですか。さっき結構頑がん張ばっちゃって……。

ドラン：ちょっとつらいところナリ（笑）。

ＧＭ：鋼鉄の魔獣は、激はげしく咆ほう吼こうし、目を血走らせながら向かってくる模も様よう。ぶっちゃけ暴ぼう走そう状態――ってやつです。

ギィ：（爽やかな笑え顔がおで）はっ！　どうやら、ここで退しりぞくことはできねぇぜ。こいつを放置したら、（砦の方らしきところを指さして）味方に被ひ害がいが出る――。

ドラン：か、勝手に退けない理由を作ったぁ!?（笑）

アキナ：わかった！　苦しいけどもう一がんばりするよ！　剣を構かまえ直します！（笑）

ドラン：ギルドマスターもノリノリだ――っ!?（爆笑）

ＧＭ：では（笑）、鋼鉄の魔獣との戦闘に移りま――す。




●第一ラウンド

行動値

　鋼鉄の魔獣：　　　　　　　　　25

　ドラゴンヘッドＡＢＣＤＥ：　　15

　ギィ：　　　　　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　　　　11
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ＧＭ：行動値。鋼鉄の魔獣は25、ドラゴンヘッドは15です。

ドラン：向こうの方が早い――ですね。

ＧＭ：セットアッププロセス。鋼鉄の魔獣、ドラゴンヘッドともに何もなしです。

マルセル：ドラゴンヘッドのうち、四つが個こ別べつにエンゲージ作ってて、残りひとつが鋼鉄の魔獣とエンゲージ……か。範囲攻撃されると厄やつ介かいだから、《陣形》使ってほしい！

アキナ：では、ギルドスキル《陣形》、最後の一回を使用！




　この《陣形》により、アキナは鋼鉄の魔獣にエンゲージ。他の三名はそれぞれ移動して、個別のエンゲージを形成した。さらに《祝福》が使用され、全員の【ＭＰ】が全回復。

　さらにこのセットアッププロセスでは、ギィが《コンバットセンス》により行動値＋10。マルセルがエネミー識別を行ない、失敗に終わる。




ＧＭ：イニシアチブプロセスに入ります。鋼鉄の魔獣から。マイナーアクションで特殊能力《ヘッドムーブ》を使い、メジャーアクションでドラゴンヘッドを武器とした攻撃をします。




《ドラゴンヘッド》

　ドラゴンヘッドを武器として使用することができるオリジナルエネミー特殊能力。パッシヴ。鋼鉄の魔獣がメジャーアクションで武器攻撃を行なう際さいに、登場している未行動のドラゴンヘッド一体を指定する。そのドラゴンヘッドから至し近きんの対象に武器攻撃を行なう。ただし、指定したドラゴンヘッドは行動済みとなる。ドラゴンヘッドがシーンに登場していると、鋼鉄の魔獣が行なうリアクションのダイスがマイナス１個される。




《ヘッドムーブ》

　マイナーアクションでドラゴンヘッド一体を移動させるオリジナルエネミー特殊能力。




ＧＭ：要するに、鋼鉄の魔獣がドラゴンヘッドＥをドランのエンゲージに移動させ、それを武器として扱あつかって攻撃するのです。

ギィ：オールレンジ攻撃だとぉっ!?（←ガンダムにそういう攻撃がある）

ＧＭ：では…………（ダイスを振る）命中判定の達成値は22です。

ドラン：――――回避失敗！　とりあえず、ダメージを見てみよう。

ＧＭ：ダメージは――46点、〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。眼前に迫った竜の首が〝がばあぁ――っ〟と口を開け、炎ほのおを浴びせます。

ドラン：こ……、こいつ火を噴ふきやがった――っ!?（笑）

アキナ：く――くらったら、熱そうだね！

マルセル：《プロテクション》…………29点軽減。

ドラン：12点ダメージです。残り【ＨＰ】が７点。

ＧＭ：次はギィです。

ギィ：鋼鉄の魔獣に集中攻撃。マイナーアクションで《アーマーブレイク》《トゥルーブレイク》、メジャーアクションで《ダブルショット》。一発目……（ダイスを振る）命中は19。

ＧＭ：（ダイスを振る）14で当たり。

ギィ：ダメージは23点の物理ダメージ。【物理防御力】は０！

ＧＭ：――しかし、そこで特殊能力《鋼鉄の鱗うろこ》が効果を発はつ揮きします。




《鋼鉄の鱗》

【物理防御力】を変へん更こうするスキルやアイテムの効果を受けた時、自動的にその効果を打ち消すオリジナルエネミー特殊能力。この効果が発揮するたびに【ＨＰ】が20点失われる。




ＧＭ：というわけで、この攻撃は鋼鉄の魔獣の【物理防御力】を突破できません。

ギィ：何!?　マズい、こいつ倒せるのか!?

ＧＭ：ギィの攻撃で、装そう甲こうである硬かたい鱗が剝はがれ落おちかけたのですが、ビデオが逆ぎやく回しになるような感じで無理やり再さい生せいしていきます。

アキナ：うわぁ……。




　ギィの二発目も圧あつ倒とう的てきな防御力に阻まれてダメージならず。




ギィ：一応、今ので40点【ＨＰ】を削けずったけど……きついな。

ＧＭ：では、ドラゴンヘッドたちの攻撃――。




　ここで、ＧＭは未行動のドラゴンヘッドＡ～Ｄに、《ブレス：火》でドランを集中的に攻撃させることを選択。【ＨＰ】残り７のドランから、戦闘不能に追い込む狙ねらいだ。
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　竜の顎あぎとから次々とはき出される炎に、ドランの進しん退たいはきわまった――かに見えた。

　しかし、マルセルの《プロテクション》の支援もあり、ドランはこれをよく堪たえ忍しのぶ。

　そのうち一回はクリティカルの攻撃を受け、ギルドスキルの《蘇そ生せい》でやり過ごす。最終的には、ドラゴンヘッドＡ～Ｄの攻撃を耐えきったドラン。

　そして、彼の【ＨＰ】は残り14となる。




ドラン：………今日は暑いナリ（笑）　――って、けっこう死にそうですが（笑）。

ＧＭ：うおっ！　この集中砲ほう火かでドランを戦闘不能にできないかぁ――な、泣きたい（笑）。

ドラン：ふ（笑）。さてワタシの出番ナリ――アキナに《エンチャントウェポン：水》。……（ダイスを振る）……発動成功。アキナの剣が蒼あおく輝きます――。

ギィ：武器攻撃のダメージを〈水〉属性の魔法ダメージに変更で、ダメージロールに＋１Ｄ。

マルセル：普ふ通つうの物理攻撃じゃ、鋼鉄の魔獣の装甲を突破できそうにないからな。

アキナ：ドラン、ありがとう！

ＧＭ：次は、マルセルですね。

マルセル：ならば私も支援しよう。アキナに《ブレッシング》。次の判定にダイス＋１Ｄだ。

アキナ：よーし。あたしの番だね。マイナーアクションで《スマッシュ》。メジャーアクションで《バッシュ》《リバウンドバッシュ》。鋼鉄の魔獣とドラゴンヘッドＡを対象に――（ダイスを振る）――やった！　クリティカル――ッ！

ＧＭ：――――二体とも、回避失敗――！

マルセル：そこでさらに《チェックメイト》を使用する――。

アキナ：……（ダイスを振る）……合計で84ダメージ――っ！

ＧＭ：鋼鉄の魔獣は〈火〉属性。《エンチャントウェポン：水》により〈水〉属性となったアキナの攻撃は【魔法防御力】無視で食らうことになります。




　蒼く輝く光をまとった大剣が、鋼鉄の魔獣の鱗をやすやすと切きり裂さいていく――。




ＧＭ：鋼鉄の魔獣は84点ダメージまんま食らいました。ドラゴンヘッドＡは戦闘不能。

ギィ：〈水〉属性なら攻撃が通るんだな。よし、勝機が見えたぞ！

ドラン：相手が〈火〉属性とは――これはついていたナリ――（笑）。




●第二ラウンド

行動値

　鋼鉄の魔獣：　　　　　　　　25

　ドラゴンヘッドＢＣＤＥ：　　15

　ギィ：　　　　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　　　11
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。鋼鉄の魔獣、ドラゴンヘッドはなしです。

アキナ：……（プレイヤーに確かく認にんして）――こちらも特にないよ。

ＧＭ：では、鋼鉄の魔獣がドラゴンヘッドＢを《ヘッドムーブ》。……アキナにエンゲージさせて、攻撃――。




　結局、この攻撃はアキナに３ダメージを与えるにとどまる。




ＧＭ：続いてドラゴンヘッドたちの番。まず、ドラゴンヘッドＣが《頭部再生》をドラゴンヘッドＡに使用します。




《頭部再生》

　メジャーアクションで使用するオリジナルエネミー特殊能力。戦闘不能になっている任にん意いのドラゴンヘッドの戦闘不能を回復させる。【ＨＰ】は【最大ＨＰ】まで回復する。この効果によって回復したドラゴンヘッドは行動済みとなる。ただし、この特殊能力を使用すると、鋼鉄の魔獣の【ＨＰ】が［戦闘不能を回復したドラゴンヘッドの数×60］点失われる。




ＧＭ：ドラゴンヘッドＡが【ＨＰ】と【ＭＰ】満タンで復ふつ活かつします。

マルセル：やっかいなエネミー特殊能力だな。

ＧＭ：その代わり、鋼鉄の魔獣の【ＨＰ】が60減るので、ＰＣにとって悪いことばかりでもないです。

ドラン：なるほど。

ＧＭ：では、ドラゴンヘッドＤ、Ｅはドランに攻撃します――。

ドラン：わ、わ、ワタシに何の恨うらみがぁぁ――っ（笑）！
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　しかし今回も《プロテクション》などの支援を受け【ＨＰ】12で生き残るドラン。




アキナ：よかった――ドランさん生きてる！

ＧＭ：最初の《陣形》が効きいている……アレさえなければ、複ふく数すう人をブレスの中に収おさめられたのに――。次は行動値14の方、どうぞ。

ドラン：ギィに、《エンチャントウェポン：水》。（ダイスを振る）発動成功。

ギィ：オレも〈水〉属性になった……んだが、もうリソースが殆ほとんど残ってないから、ショボイ攻撃しかできねぇ（笑）。




　ここで言うリソースとは、《ブルズアイ》やフェイトなど、ダメージを上昇させる切り札的な要よう素そのことである。




ドラン：アキナが頼たよりナリ！（笑）

アキナ：頑張ります！　で……でも、プレッシャーがぁ――っ！（笑）

ギィ：ともかく、オレの番。マイナーアクションで《アーマーブレイク》、メジャーアクションで《ダブルショット》。対象は鋼鉄の魔獣。〈水〉属性の攻撃が行くぞ――！

ＧＭ：……〈水〉属性……か、……ヤバイ!?




　ギィの攻撃は二発とも命中。〈水〉属性の魔法ダメージであるため、【魔法防御力】は０としてそのままダメージが通る。さらに《アーマーブレイク》が使われるため自動的に《鋼鉄の鱗》が発動。装甲を修しゆう復ふくするために20×２の【ＨＰ】を消費する。

　結果として、ギィは94ダメージを鋼鉄の魔獣に与えたのであった――。




ＧＭ：良かれと思ってつけた再生能力が裏うら目めにでてしまった――。

マルセル：では、アキナに《ブレッシング》を。（ダイスを振る）発動成功。

ＧＭ：さて、よく見れば、鋼鉄の魔獣は咆吼をあげつつも、その内部から「いてぇ～っ！　いてぇよ――」と、ワルダーや取とり込こまれた禿鷲団のうめき声が漏もれ聞こえてきます。

ドラン：取り込んだ人じん格かくの支し配はいがゆるんでるということナリ――か？

マルセル：ダメージの蓄ちく積せきによるほころび――かな。

アキナ：……（少し考かんがえ込こんで）……助からないんだよね――。

ギィ：おお。じゃあオレはあんなヤツらのことまで心配するアキナに驚おどろきつつ――――まあ……無理だろうな、と答えよう。

アキナ：うーん――。せめて苦しまないように――と言って、《スマッシュ》《バッシュ》《リバウンドバッシュ》！　ワルダーのいるエンゲージに……（ダイスを振る）22。

ＧＭ：――――14と17で回避失敗。

マルセル：《チェックメイト》を使う。

アキナ：フェイトを３点使っておきます。…………あんまり出目がよくない……53点。

マルセル：――《チェックメイト》は13点。

ＧＭ：66点の〈水〉属性ダメージですね。でも、まだ鋼鉄の魔獣は生きてます。ドラゴンヘッドＡ、Ｂは倒れましたけどね。




●第三ラウンド

行動値

　鋼鉄の魔獣：　　　　　　　25

　ドラゴンヘッドＣＤＥ：　　15

　ギィ：　　　　　　　　　　14

　ドラン：　　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　　11
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ＧＭ：セットアップ。こちらはありません。

マルセル：こちらもなし。

ＧＭ：では、鋼鉄の魔獣。【ＨＰ】が[image: 150]を切りましたので、《ヘッドバンギング》というスキルをつかいます。

ドラン：何かまた新しい技わざを使ってきたぞ？




《ヘッドバンギング》

　場面（選択）を対象に武器攻撃を行なうオリジナルエネミー特殊能力。メジャーアクションで使用し、【ＨＰ】が[image: 150]以下の時に使用できる。




ＧＭ：場面（選択）に武器攻撃。４Ｄ＋10だから、避けられまい。（ダイスを振る）１、１、１、４……命中は17 !?　――こりゃまた酷い出目だ（笑）。

ギィ：……（ダイスを振る）……惜おしい、13で回避失敗。

アキナ：…………回避失敗です。

マルセル：………失敗です。

ドラン：【ＨＰ】の残り少ないワタシは、フェイトを２点使用して、４Ｄで回避に挑ちよう戦せん！　（ダイスを振る）やった――、クリティカルナリ！

一同：おおおおおお――っ!!

アキナ：ドランさん――二度も死ぬわけにはいかないよね！（笑）




　鋼鉄の魔獣の浮遊していた首たちすべてが、ふっと高度を上げる――。

　それらは高速で振しん動どうしたかと思うと、カッとその口を開き、地を薙なぎ払はらうように炎をまき散らす――。累るい積せきしている損そん耗もうのためか、必ずしも正せい確かくにターゲットを捉とらえていたわけではないようだったが、アキナ、マルセル、ギィはその炎を避けることはできなかった。




ＧＭ：ぬう（笑）――とにかくダメージ………41点、〈火〉属性の魔法ダメージ。

マルセル：アキナに《プロテクション》。（ダイスを振る）32点軽減。

アキナ：「ありがとう！」　４点ダメージを受けました。

マルセル：31点食らった。

ギィ：オレも31点食らった。アキナ以外は、みんなヤバイ状態だな――。

ＧＭ：ふ、そしてドラゴンヘッドたちの攻撃――。

ドラン：まあ、来ますよね――（笑）。




　立て続けにドラゴンヘッドＣがギィに、Ｄがマルセルにそれぞれブレス攻撃をかける――。

　が、マルセルの《プロテクション》の調子もよく、いずれもダメージなしという結果に。




マルセル：わかってきたぞ――！　このブレスの火力なら、私の支援で十分しのげる――。

ＧＭ：ですが――――ここで、ドラゴンヘッドＥが《ボディコントロール》を使用。

一同：？




《ボディコントロール》

　メジャーアクションで使用し、対象を直後のイニシアチブプロセスでメインプロセスを行なわせるオリジナルエネミー特殊能力。鋼鉄の魔獣のみを対象にでき、対象が行動済みでもメインプロセスを行なうことができる。１シナリオに１回まで使し用よう可能。ただし、他のドラゴンヘッドが使用していた場合、使用できない。




ＧＭ：いざという時は、ドラゴンヘッドの方から本体のほう動かすこともできるのです。これで《ヘッドバンギング》をもう一度！　竜の首たちが高度を取り、炎を掃そう射しやします。

ギィ：へっ、さすが〝裏目軍ぐん師し〟！　しのげなさそうな状況になっちまったぜ！（笑）

マルセル：（憮ぶ然ぜんとして）――軽口をたたいている場合ではないぞ？（笑）

ＧＭ：――――命中は26。




　この攻撃をマルセルはフェイトを２点投入して回避したものの、他の三人には命中してしまう。




ドラン：ふーむ。アキナ――残り【ＨＰ】は何点ですか？

アキナ：ほとんど残ってるよ。

マルセル：なら、ドランかギィに《プロテクション》を飛ばすのが良さそうだな。

ドラン：ワタシより、ギィを。

アキナ：ド……、ドランさん！　大丈夫なんですか？

マルセル：それが戦せん術じゆつ的てきに有利……だな。ギィに《プロテクション》…………35点軽減。

ギィ：３点しかダメージ受けなかったぜ。

アキナ：あたしは38点受けましたが、まだ大丈夫♪

ドラン：そしてワタシは戦闘不能。ドラン、どかーん☆




　ブレスが止やんだあと、そこには大地に転がるドランの姿すがたがあった――。
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アキナ：えっ!?　えっ!?　ドランさん、死んじゃったの!?

ドラン：いや、戦闘不能ですから、かろうじて生きてます。

アキナ：ああっ！　ごめんね、ドランさん！　あたしが［死神］だったばっかりに！（笑）

ドラン：だから違うっ！　というか、死なないナリ！　そう、死んで花実が咲くものかぁぁぁっ！（笑）

ギィ：お前、一回死んでるだろっ!?（一同爆笑）

マルセル：まあ――アキナ、とにかく勝てばドランも〝修しゆう理り〟できる（笑）。

アキナ：あ……そうだね。うん――必ず勝って、ドランさんを〝修理〟するよ！（笑）

ドラン：（哀かなしげに）しょせんワタシは機械の体ナリ――（爆笑）。

ＧＭ：ドランがスネた――――っ！（笑）　次は、ギィの番です。

ギィ：マイナーアクションで《アーマーブレイク》、メジャーアクションで《ダブルショット》。これで【ＭＰ】の残りが１点になった！　鋼鉄の魔獣に攻撃！

ＧＭ：この攻撃イヤなんだよなぁ――。




　二発の〈水〉属性の魔法ダメージとなった矢の攻撃と、自動的に発動してしまう《鋼鉄の鱗》による20点×２のダメージ。今回は97点のダメージが鋼鉄の魔獣につきささる。




　だが――まだ、魔獣は倒れない。




アキナ：しつこ――――い！（笑）

ＧＭ：ですが、もうかなり死にそうです。

マルセル：アキナ――これで決めてくれ――と《ブレッシング》。

ギィ：そうだ――次のラウンドまで回したら、オレたちは全ぜん滅めつするぜ――。

ドラン：アキナさん――――ワタシはもう……死んでいる――ナリ。

一同：そこでギャグにすんなぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）

ドラン：す、すまん――！　つい（笑）。

ギィ：とにかく。これで決めなきゃ文字通りみんなで『デスマーチ』ってこった。

アキナ：わかりました（笑）…………（気を取り直して）……剣を思いっきりふりかぶって攻撃します！　《スマッシュ》《バッシュ》で、鋼鉄の魔獣を攻撃！　――――20！

ＧＭ：…………回避は失敗です。

マルセル：《チェックメイト》。

アキナ：行きます――。とりゃぁぁぁ―――――っ！




　残された全ての力を込こめて、アキナは大剣を打うち込こむ！

　それは――苦く悶もんと憎ぞう悪おにゆがむ巨大な竜の頭部を切り裂いていった。




アキナ：…………71点の〈水〉属性の魔法ダメージです！

ＧＭ：「ぎゃああああぁぁぁぁ――――っ！」と断末魔の悲鳴をあげ、鋼鉄の魔獣は倒れ伏ふしました。

ギィ：やったか――。

マルセル：ソードブレイカーは逃げた？

ＧＭ：周囲には影も形もありません。砦からはもくもくと黒こく煙えんが立ちのぼり、「オオオオオオオオッ――――ッ!!」というフェリタニア軍の歓かん声せいがあがっています。

アキナ：よかったぁ――っ！　あ、ドランさんを助け起こします（笑）。

ドラン：た――助かった……ナリ（笑）。

ＧＭ：そして、人知れずあった戦いも、決着がつきました。ワルダーは死んでいます。

ドラン：ピアニィがいないからね。

マルセル：ああ、『無印』三巻かんの時はピアニィの竜輝石があったから、キンバリーは救われたのだからな。

アキナ：竜輝石ってすごいんですね――――。

ギィ：なぁ、ギルドマスター。そろそろ帰ろう！　オレは腹はらが減って死にそうだぜ！（笑）

アキナ：もうっ！　ギィさんったら！　じゃあエンジェルファイヤー――帰き還かんします。

一同：おおっ！（笑）




　かくして、ゴルダ砦で蜂ほう起きした禿鷲団は壊かい滅めつした。

　しかし、これはフェリタニアを見舞う災さい厄やくの端たん緒しよであることを、このときのエンジェルファイヤーの面々は知るよしもなかったのである――。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆フェリタニアの未来を支える者たち（デスマーチ版ばん）




　フェリタニアの首都にあるバーランド宮。

「まず、礼を言おう。このフェリタニアに来てくれたことに、深く感かん謝しやしている……」

　ナヴァールはバルコニーに立ち、広場に整列する勇者たちへ向け、熱ねつ弁べんを振るっていた。




ＧＭ：あれからしばらくの後、皆さんは首都バーランドに戻ることになりました。

ギィ：ほうほう。忙いそがしいな、オレら。

ＧＭ：今、皆さんは他の勇者たちとともに整列し、ナヴァールの演えん説ぜつを聞いています。

ドラン：ナヴァールの演説――って『無印』三巻の冒ぼう頭とう部分か！（笑）

ギィ：（突とつ然ぜんナヴァールになって）「みなのもの―――……」

ドラン：早送りボタンをポチっと。キュルキュルキュル（早送り中）……カチッ（再生した）。

ギィ：「……なのである。以上」（笑）

ドラン：ああ……いい話だったナリ！（一同爆笑）

マルセル：待て！　内ない容よう飛ばしただろう!?（笑）

アキナ：とりあえず、いい話を聞いたってことだね（笑）。

ＧＭ：彼の口から語りたいことがあるので、続けますよ――？（笑）




「この国には、様々な国からやってきた者たちがいる」

　凛りんとした声でナヴァールは語りかける。

「その人々を、分わけ隔へだてなく、友として、共に進んでいこうというのがピアニィ様のお考えだ。

　ゴルダ砦での戦いでもそういう者たちが集まって、小さな勝利を勝ち得たのだ！」




　アキナは、一瞬だけ、ナヴァールがエンジェルファイヤーの方を見た気がした。




「今後とも、このフェリタニアのため、共に歩んでほしい！」




ＧＭ：そして、彼の演説を聞いた勇者たちによって歓声があがるのです。

ギィ：……オレがナヴァールやるときより、台詞が長い気がする（笑）。

ＧＭ：そ、そうですかね？（笑）

ギィ：うん。でも、早送りされた演説の内容が今明かされるとは、感かん慨がい深ぶかい（笑）。

アキナ：エクスマキナも、ヒューリンも……種族に関係なく、皆で協力していくんだね！

ドラン：そうそう（頷うなずく）。

マルセル：私は内心「けっ、綺き麗れい事ごとを」と思いますが、後世のため記録に取っておく。

アキナ：もう、マルセルさんったら。素す敵てきな話なのに（笑）。

マルセル：私はナヴァールのことが嫌きらいなので（笑）。

アキナ：そういうとこが、かわいいんですよね！

マルセル：な――何をばかな――。

ドラン：演説も聞きましたし、町に戻るナリ。




　幼おさなき日より憧あこがれてきた兄を助けるため、剣の道を選んだ少女、アキナ。

　彼かの女じよとその仲間たちの冒ぼう険けんは、まさに始まったばかりだった……。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一話「勇者救出作戦」

―ＦＩＮ―






















ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆無む茶ちや振ぶりと死し闘とうのプレリュード




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』第一話の収しゆう録ろくからしばらくの後、今日は第二話の収しゆう録ろく日びである。

　死の行進に参加する面々が集つどうは、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室。

　そこには――。




ＧＭ：あ、酒さか井いさん、それ……テーブルの下から回してください。

酒井：は～い♪　ん～……、テーブルの下でものを受うけ渡わたすなんて、何かこう―――――ドキドキしますね！（笑）

一同：何がですか――――っ!!（爆ばく笑しよう）




　――――収録も二回目にして、すっかりなじんだ様子を見せる酒井さんを含ふくむ五人の男女がそろっていた。




　ちなみに、テーブルの下で受け渡していたのは、音声収録用のヘッドセットのジャック。

　リプレイの収録では、ことのほか音声にこだわるＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]ならではのリプレイ収録前の準じゆん備び風景である。




ＧＭ：さて、今回は第二話目の収録です。ぶっちゃけ前回はほんの小手調べ。

酒井：そ、そうだったんですか？　前回のラスボス、結けつ構こう手て強ごわかった記き憶おくが――（笑）。

たの：いきなり、ダブルクライマックスだったしな。

ＧＭ：ま、そうなんですが（笑）。とかくタイトルが『デスマーチ』なもんで、敵てきは強かったり、任にん務むは無茶振りだったりするわけですよ。

鈴吹：なぜだ――――っ！（笑）

きくたけ：ＧＭの横おう暴ぼうには徹てつ底てい的てきに戦うぞ――――っ！（笑）

ＧＭ：フェリタニアをこの状じよう況きように追おい込こんだのはどなただったか、思い出してください！




　みなさん、本書の冒ぼう頭とうの大おお騒さわぎを改めてごらんいただきたい。




鈴吹＆きくたけ：どーもすみません（爆笑）。

ＧＭ：さて、というわけで――今回も大変な冒ぼう険けんが待ってます。みなさんには気合いを入れてキャラクターの成長をしていただきたい――と、そういうわけです。

きくたけ：わざわざ確かく認にんするとは、よほどのシナリオだな？

酒井：緊きん張ちようします！

ＧＭ：まず、今回予告とハンドアウトから。その後キャラクターの成長ということで。

一同：了りよう解かい。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：それでは今回予告を読み上げますよ。




　帝紀八一二年十一月―――

　アルディオン大陸の二大強国、白竜王国グラスウェルズと赤竜王国レイウォールは、突とつ如じよとして休戦協定を締てい結けつした。

　さらに、両国は時を同じくしてフェリタニア王国に対して宣せん戦せんを布ふ告こく。

　女王ピアニィを標的に、歩調を合わせ侵しん攻こうを開始した。




きくたけ（以下、ドラン）：（わざとらしく）まさか、犬けん猿えんの仲だった二大国が休戦するとはな。わなわな。

鈴吹（以下、ギィ）：（超ちようわざとらしく）しかも、まだ発はつ展てん途と上じようのフェリタニアに、同時侵攻かよ！　まさに、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機きってわけだ。ガクガク。

ＧＭ：――解かい説せつありがとうございます（笑）。




　これに対して、フェリタニアのうら若わかき女王ピアニィがとった行動は、世界を驚きよう愕がくさせる。

　それにともない、アキナ率ひきいるエンジェルファイヤーに、新たな任務が下される。

　それは、ひとつの国の運命を左右する、大きな危き険けんと責せき任にんを伴ともなう作戦だった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第二話「偽いつわりの女王」




　すべては竜の石の導みちびきのもとに―――。




ＧＭ：というわけでピアニィの驚おどろくべき行動の結果、エンジェルファイヤーに、大きな任務が下されることになるのです。

酒井（以下、アキナ）：はーい。大きな任務って、なんですか？

ＧＭ：具体的にはオープニングで明かします。が、あえて言うなら――

アキナ：言うなら？

ＧＭ：無茶振りってヤツです――。

アキナ：ええええっ、ま……また!?（笑）　前回、ドランさんが倒たおれたり、爆ばく発はつする缶かんをもたされたり、しつこい敵を苦心して倒したり――そんな印象が強いんですけど!?（笑）

ドラン：アキナさん、落ち着いて。楽しみは後に取っておくのものですよ。

アキナ：た、楽しみ？（笑）

たの（以下、マルセル）：菊きく池ちさんは逆ぎやつ境きようになるほど燃もえる人なもんで（笑）。

アキナ：き……きくたけさん。つらかったり、苦しかったりするのが好きなんですか!?

ドラン：ちげーよっ!?（爆笑）

ＧＭ：はーい（笑）。次はハンドアウトを読み上げていきますよ。今回はアキナさんから。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：アル・イーズデイル　　　関係：憧どう憬けい

　あなたはあこがれの兄、アルを追うようにフェリタニアにやってきた。

　そしてひとつの任務を成なし遂とげ、人々を護まもる戦士としての第一歩を踏ふみ出だした。

　しかし、息つく暇もなく、新たな事じ件けんが巻まき起おこる。

　なんと、レイウォールとグラスウェルズという二大強国が、フェリタニアに同時侵攻を仕し掛かけてくるという情じよう報ほうがもたらされたのだ。

　ところが、兄であり第一の騎き士しであるアルと女王ピアニィは、国家存そん亡ぼうの危機を前にしながら、国外に行かなくてはならないという。

　その結果、思いも寄よらぬ任務があなたに下されることになった―――。




アキナ：アル兄様とピアニィさんは、ふたりでどっか行っちゃうんですね!?（笑）

ドラン：そのようですね（笑）。

マルセル：ふたりきりではなく、他にふたりほどお供ともがいるがな。

アキナ：国の存亡の危機なのに――（笑）。

ギィ：まあ、そこにはいろいろ事じ情じようがあるんですよ――ねえ、菊池さん。

ドラン：ええ、まったくで！　おかげさまで、『無印』三巻は、めちゃめちゃ面おも白しろくなりましたよ！（笑）

ＧＭ：また、メタなことを（笑）。何はともあれ、国の首しゆ脳のう部ぶの留る守す中に、重大任務を受けるエンジェルファイヤーというシナリオなんです。

アキナ：せ、責任重大ですね！




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：ナヴァール　　　関係：好こう敵てき手しゆ

　フェリタニアはグラスウェルズとレイウォールに同時に宣戦布告された。

　状況がいかに絶ぜつ望ぼう的てきなのか―――それが君には痛いたいほどによくわかる。

　そしてこの窮きゆう状じようを招まねいたのは、あなたが常つね日ひ頃ごろからライバル視ししている、ナヴァールが策さくを読よみ違ちがえたからという。

　奇くしくもそのナヴァールから、エンジェルファイヤーにとある任務がくだされた。




マルセル：ふん。ナヴァールの失しつ策さくを私がフォローしてやろう。いずれ誰だれの目にも私わたしの方がやつより優すぐれているということがわかるようになる――といったところかな。

アキナ：でも、いい人なんですよね！

マルセル：…………（←少し照れているらしい）。

ドラン：ふっ。

マルセル：な、なんで笑うんですか。

ドラン：いや、何となく………意味はないんです（笑）。

ギィ：ねえのかよ！（一同笑）




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：庇ひ護ご

　フェリタニアはグラスウェルズとレイウォールに同時に宣戦布告された。

　しかもその標的はあなたが敬けい愛あいしていたティナの娘むすめであり、フェリタニアの若き女王でもあるピアニィなのだという――。

　あの時守れなかった故こ国こく、アヴェルシアでの思い出が、君のメモリーをよぎる。

　今度こそ、君はその任務をまっとうできるのかもしれない。




ドラン：メモリーか……所しよ詮せんワタシは機械の体。記憶も全すべて回路に収おさまっているナリ。

アキナ：愛のメモリーですね！

ＧＭ：きっと、ティナに対するほのかな慕ぼ情じようが、ドランの記憶をくすぐるんですよ（笑）。

ドラン：あ、愛のメモリーですか？　そう聞くと何だか恥はずかしくなってきたんですが（笑）。

ギィ：いや……そんなことよりオレは、ドランの名前が恥ずかしいよ！（笑）

ドラン：え？　どこがですか？

ギィ：だって、ベレレンだぜ？（笑）

マルセル：ドラン・ベレレン――確たしかに、珍ちん妙みような響ひびきではあるな。

ドラン：何でだよ――っ！（笑）　こういうのがカッコいいんじゃないか――っ！（一同爆笑）




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：フェリタニア　　　関係：ビジネス

　フェリタニアはグラスウェルズとレイウォールに同時に宣戦布告された。

　状況は少々、いやかなり不利なのは間ま違ちがいない。

　だが、立身出世を望むキミにとって、この状況は悪くない。手て柄がらの手立たてどきということだ。

　さらに、軍ぐん師しナヴァールから提てい示じされた任務は隠おん密みつ行動。キミの得意分野だった。




ギィ：悪くはない――が。

アキナ：が？

ギィ：ギィってまず自分が大事ってキャラだからなぁ。状況が悪くなったらとんずらするかも――って思ってさ。

アキナ：ダメだよ――――っ！（笑）

ギィ：まあ、大だい丈じよう夫ぶさ。手柄を立てるチャンスであるのは事実だからな（笑）。

ＧＭ：実は前回の冒険の結果、単たん独どくで行動しづらい状況になってるんですがね。

ギィ：おっ？　ＧＭ、なんか仕掛けてきたのか？

ＧＭ：おいおいわかりますよ（笑）。では、みなさん、キャラクターの成長に移うつってください。







◆Preplay 02◆備そなえあれば憂うれいなし？




　というわけで、各人がレベルアップの処しよ理りを始めて、小一時間。

　あーでもない、こーでもないという騒さわぎを経へて、四人は成長を遂とげたのである。




▼アキナ・ブルックス（８レベル）の場合

ＧＭ：それでは、アキナさんからレベルアップの報ほう告こくをお願いします。

アキナ：はい。スキルは、《ソウルバスター》をとりました。いざという時は受けたダメージを相手に跳はね返かえします！　あと《カバームーブ》でみんなを護りやすくもなってます。

ドラン：攻せめてよし、護ってよしだな。

ＧＭ：すげ、いきなり強くなった！

アキナ：アイテムは俊しゆん足そくのブーツとバスターグリップを購こう入にゆうしてます。

ＧＭ：ＯＫです。これぐらい強化してれば、今日のシナリオでも安心――かな？（笑）

マルセル：まて。どれだけ強いんだ――今日の敵？（笑）




▼マルセル・ベルトラン（８レベル）の場合

ＧＭ：次はマルセルさん。お願いします

マルセル：スキルは《チェックメイト》のレベルを上げ、《アンパッサン》を取得した。さらにブーストロッドを購入している。

ＧＭ：ほう《アンパッサン》とは渋しぶいですね。

マルセル：ああ。これがあればセットアッププロセスに移い動どうできるからな。味方を移動させるだけでなく、自分が移動して対象を魔ま法ほうの射しや程てい内ないに入れやすくするという狙ねらいもある。

ＧＭ：派は手でさはないけど、しっかりした戦せん略りやくのある成長ですね。軍師らしい。

ギィ：だが、裏うら目め軍師だからなぁ～。

ドラン：このシナリオでそのスキルが活かつ躍やくするとは限かぎらない？（笑）

マルセル：はっはっは。そんなことはない――――はずだ（笑）。




▼ドラン・ベレレン（８レベル）の場合

ドラン：スキルは《マテリアルコンポーネントⅡ》と《ソウルコンバート》を取得しました。

ＧＭ：ほほう。

ドラン：《マテリアルコンポーネントⅡ》は高こう価かな宝ほう石せきを消費して、魔法のダメージをあげるスキル。カパッと口を開けて、宝石を流ながし込こむと、砲ほうから発はつ射しやされる魔法の光が強くまぶしく美しくなるという演えん出しゆつで。

ギィ：あ、あほだ（笑）。

ドラン：《ソウルコンバート》は【ＭＰ】10点消費するとフェイトを１点使った扱あつかいにできます。フェイトを代だい償しようにして使う《ドラゴンカース》を機き能のうさせるためにとりました。

ＧＭ：バッドステータスを与あたえる《ドラゴンカース》が決まると、有利に戦えますからね。




▼ギィ（８レベル）の場合

ギィ：オレは《レイジ》と《ハイパーブラスト》を取得。これで「ヒャッホウ！」とアタッカーの座ざに踊おどり出たぜ。

アキナ：《レイジ》？

ＧＭ：一シナリオにスキルレベル回、現げん在ざい受けている【ＨＰ】ダメージの値を、攻こう撃げきのダメ

ージに上乗せできるサムライのクラススキルです。

マルセル：要するに大ダメージを出せる切り札的スキルってこと。

アキナ：なるほど！

ギィ：ＧＭが、危険だ、と煽あおるからな。これぐらいはやっとかんと（笑）。

ＧＭ：うおおおお。社長が本気をだしてきたー！（笑）




　なお、今回エンジェルファイヤーはギルドレベルが５レベルに上じよう昇しようしている。一同は、それに伴って取得できるギルドスキルを《限げん界かい突とつ破ぱ》としている。





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆戦せん乱らんの女王と第一の騎士




　フェリタニア王国の王都バーランド。

　ゴルダ砦とりでの一件けんから帰き還かんしたアキナは、復ふつ興こうの槌つち音おとが響くその町まち並なみで、フェリタニアにとって欠くことのできない人物との出会いを果たす――。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょう。最初はアキナのみの登場でお願いします。

アキナ：およ、あたしだけですか？

ＧＭ：はい。このシナリオのオープニングフェイズは『無印』五話とクロスオーバーする形で進行します。中でも、ぜひアキナさんに出てほしい――というシーンがありまして（笑）。

ドラン：『無印』五話かぁ……（少し考えて）……おぉ！（←ポンッと手を打つ）

アキナ：…………？　よくわからないけど、とりあえずやってみます。

ＧＭ：では、続けます。前回のエンディングから少し時を遡さかのぼりまして、ゴルダ砦での戦いから戻もどってすぐの頃ころです。アキナはひとり、街の通りを歩いています。




　時じ刻こくは夕ゆう闇やみが迫せまる頃ころ合あい。キンバリー率いるレイウォール軍の侵攻によって破は壊かいされた街まち並なみの中、人々は復興作業のために慌あわただしく立ち働いている。

　そして、そんな街を、憂いげな瞳ひとみで見つめる少女がひとり―――。




ＧＭ：その少女は明るいピンク色の髪かみを、ツインテールにまとめています。

アキナ：ピンクのツインテ――って、ピアニィさん!?　フェリタニアの女王の!?

ドラン：ここは、そうくるよなぁ（笑）

ＧＭ：はい！（笑）　街の様子を見にきたピアニィがいます。さらに、アル、スリス、ナイジェルといった―――フェリタニアの中心となってる方々の姿すがたもありますね。




スリス

　若じやつ干かん五歳さいのメルトランドの元女王。国を守しゆ護ごする聖せい樹じゆヒースの声を聞くことができた。この時点では、戦乱を逃のがれ、フェリタニアの元に身を寄せている。
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アキナ：アル兄様！　それにスリスちゃん!?　あたしの国（メルトランド）の女王さまの!?

ドラン：正せい確かくには〝元女王〟ですが。それと、ナイジェルさんのことも忘わすれないであげてください。ピアニィたちに振ふり回まわされる、彼かの女じよの苦労を思うと気の毒で（笑）。
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アキナ：わかりました。とにかくアル兄様のところに、駆かけ寄よろうとするよ！

ＧＭ：では、あなたがそうしようと思ったところ、スリスの意外な台詞せりふが聞こえてきます。

アキナ：ほえ？

ＧＭ：スリスは笑え顔がおで言います。「―――アル様、ピアニィ陛へい下か、おめでとうございます」

アキナ：おめでとう？

ＧＭ：アルもピアニィも怪け訝げんな顔。しかしスリスは続けます――。




　「アル様とご婚こん約やくされたそうで」




アキナ：はい――――っ!?　こ、婚約って、アル兄様とピアニィさんがっ!?（笑）

マルセル：なるほど。『無印』五話のピアニィのオープニングか。

ドラン：（満面の笑えみ）ＧＭがアキナにこのシーンを見せたがる気持ちはよくわかる。この展てん開かいは、面白すぎるだろう（笑）。

ＧＭ：さて。アキナさんは、どう出ますかね？（笑）

アキナ：な、なんか、急に近づくのが躊躇ためらわれる状況に！（笑）　とりあえず、すぐ近くの建物とかの物もの陰かげに隠かくれて、こっそり様子をうかがうよ！

ＧＭ：とりあえず隠れましたか（笑）。では、眺ながめていると――――。




　アルとピアニィはスリスの言葉を否ひ定ていし、ナイジェルに懸けん命めいに弁べん解かいしている。

　しかし、頰ほおを赤らめ、ふたりの慌てている姿は、どうやらアキナには、照てれ隠かくしのようにも見えたらしく―――。




アキナ：―――アル兄様、楽しそう……。

ドラン：楽しそう――なのか？（笑）

マルセル：どたばたしてるだけに、遠目からなら楽しそうに見えるかもしれんが（笑）。

ギィ：やっぱ、兄ラブなアキナ的には、「あたしのお兄ちゃんがっ！」って感じかい？（笑）

アキナ：いやいや！　アル兄様が幸せなら、それで！　……う～、でも、あたしに一言ぐらい相談がしてくれればよかったのにって、なんか複ふく雑ざつな気分かもっ！（笑）

ＧＭ：ここからはどうしますか？　この場を去るなり、彼かれらに話はなし掛かけるなり――。

アキナ：ん～……。アル兄様が幸せなら、それが一番だし、やっぱりここは、ふたりの婚約を祝福しに物もの陰かげから飛び出します！　オモシロくなりそうだし♪（←プレイヤー発言）

ドラン：突とつ撃げきした――――っ！（笑）

アキナ：そして、声をかけます。アル兄様、ピアニィさんとの婚約おめでとう！

ＧＭ：「げっ、アキナ！　何でお前がここにっ!?」アルは驚きを隠せません。「ち、違ちがうんだ。婚約なんてしちゃいね――――っ！」アルは思わず叫さけびます（笑）。

ギィ：自分からゲロッた――っ!?（笑）

アキナ：あはは（笑）。アル兄様が婚約したなんて初耳だよ！　どうせなら、相談してくれればよかったのに……。

ＧＭ：「いや、だから、婚約なんて―――」

アキナ：でも、あたしは、アル兄様が幸せならそれが一番だから！　幸せになってね！

ＧＭ：「だから、ちげ――――っ！」アルの叫びが、夕ゆう陽ひの街にこだまする（笑）。

ギィ：どんどん収拾がつかなくなってんぞ、おい（笑）。




　ギィの台詞の通り、しばらく収集のつかない展開が続く。

「アル兄様に幸せになってほしい――」とばかりに、結けつ婚こんの障しよう害がいがあれば、物理的に排はい除じよする、と宣せん言げんするアキナ。実家の母エルゼリエを呼よぶ――などとアルの顔面が蒼そう白はくになる提てい案あんも飛び出だす。アルは苦心の説明を続け、しばらく続く不毛な応おう酬しゆうの果て、ようやくアキナの誤ご解かいを解とくことに成功したのであった。




アキナ：むむむっ。じゃあ、婚約って噓うそってことなんだね。

ＧＭ：ようやくアルは一息つきます。「まったくとんだ目にあったぜ……………。なぁ、姫ひめさん」そう言って、彼はピアニィに話を振ります。

マルセル：ピアニィは、どんな様子なんだ？

ＧＭ：頰を紅こう潮ちようさせながら、アルの言葉にこくこくと頷うなずいてます。ちなみに、アキナのことを「この人は？」という感じで見てますね。

ドラン：そういえば、アキナさんと、ピアニィさんは初対面でしたね。

アキナ：（ぼそりと）この女が、アル兄様の……。

ドラン：ちょっ……何で、いきなりキャラが変わってるんですか（笑）。

アキナ：お兄ちゃんっ子としては、ちょっと嫉しつ妬としておいた方がいいかなと（笑）。

ギィ：〝この女〟か！（笑）　嫉妬というレベルを超こえてるぞ（笑）。

マルセル：アキナにはヤンデレモードもあるのかもしれない（笑）。

ＧＭ：う、うう（笑）。アキナにじっと見られて、ちょっとひるむピアニィ（笑）。そんな彼女に、アルが説明します。「そういや、姫さんは初対面だったか。こいつはアキナ。俺おれの妹だ」

アキナ：アキナ・ブルックスです！　初めまして！

ＧＭ：「アルの妹さんですか！」

アキナ：ちなみにあたしは、じっとピアニィさんのことを見てますよ～。こう……「アル兄様のお嫁よめさんとして、ふさわしいか見み極きわめてやるわ！」的な感じで（笑）。
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ＧＭ：なんで、そんな小こ姑じゆうとみたいに……というか、酒井さん、リアルでそんな邪じや悪あくな笑みを浮うかべなくてもいいですから！（笑）

マルセル：いい表ひよう情じようだ（笑）。




　お見せできないのが残念です。




ギィ：つーか、アキナ。さっきまで結婚肯こう定ていしまくってたじゃねえか（笑）。

アキナ：それはそれ、これはこれ、ということでっ！（一同笑）

ＧＭ：さて、ピアニィは続けます。「ナヴァールからの報ほう告こく書しよで読みました！」そして、軍に入隊してくれたこと、ゴルダ砦での一件について感かん謝しやし、握あく手しゆを求めてきます。

アキナ：ほほう。

ＧＭ：というわけで、ピアニィはあなたに対して仲良くしたがっていますね。

アキナ：うーん、でも、アル兄様がいるし、ちょっと格かつ好こう良よくやりたいな。

マルセル：では、中世の騎士風に跪ひざまずいて、そっと手の甲こうにキスするというのは？

アキナ：て……手の甲にキス!?

ギィ：まあ、こういうの、照れくさいのはわかる（笑）。

アキナ：じゃ……じゃあ、それで！　上に立つ人だし、こう誠せい意いをこめて。

ＧＭ：すると、そういう格かく式しきばった挨あい拶さつは苦手なのか、ピアニィはむずむずと、くすぐったそうな表情になります。ただ、あなたの挨拶には誠意をもって応こたえますよ。「ありがとうございます。ともにフェリタニアのために頑がん張ばりましょう」

アキナ：は、はいっ！　ピアニィさんの言葉に威い厳げんを感じて、思わず頭を垂たれます（笑）。

マルセル：アキナにアル、それにピアニィ……。なにやら妙みような三角関係になったな。

ギィ：小姑っぽいところがありつつ、敬愛してるってのは、なかなか斬ざん新しんだぜ（笑）。

ドラン：面白くていいじゃないですか（笑）。

ＧＭ：では、一度シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Opening 02◆波は乱らんの予兆




　バーランド宮には、ピアニィの呼びかけに応おうじてはせ参じた勇者たちが集っていた。

　彼らの視し線せんを集めるのは―――フェリタニアの軍師ナヴァール。

　〝鳳ほう雛すう〟のふたつ名を持つ彼の演えん説ぜつに、勇者たちは感じ入るばかりだった。




ＧＭ：では、次のシーン。舞ぶ台たいはバーランド宮で、全員登場でお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：ここも『無印』三巻、第五話とクロスオーバーしているシーンです。『デスマーチ』一話のエンディングの直後でもあります。〝ピアニィの勇者募ぼ集しゆう〟に応じてくれた勇者たちの前で、ナヴァールが演説を終えたところから――――。

ギィ：（ナヴァールになり）〝キュルキュルキュルっ……〟……かちっ、―――なのである。以上（一同爆笑）。

ドラン：（勇者のひとりになって）「いい話だったなぁ……」（笑）

マルセル：（同じく勇者になり）「俺、一生この人についていくよっ！」

アキナ：あはは（笑）。じゃああたしも、がんばるぞーって拳こぶしをふりあげます！

ＧＭ：そんなカンジで、ナヴァールの演説に集った勇者たちが感かん涙るいにふける中、ひとりのネヴァーフの青年が、彼の前に進み出てきます。

アキナ：おっ？

ＧＭ：名はアスピオ・ハス。元レイウォール軍の兵士です。




アスピオ・ハス（18歳とし／男だん性せい／ネヴァーフ　投とう稿こう者しや：埼さい玉たま県けん　tamaさん）

　元はレイウォールに仕えていた兵士であった。アヴェルシア王国復興にともない、同国の騎士だった亡なき父の志こころざしを受うけ継つぐため、フェリタニア軍に参加した。
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アキナ：へーっ！　いい人だ！

ＧＭ：彼は深しん刻こくな表情でナヴァールに声をかけます。「……ぜひともご報告したいことが」




　とアスピオがなにやら報告すると、ナヴァールは一いつ瞬しゆん驚いたように見えた。が、すぐに冷静な表情を取とり戻もどす。そして、集った勇者たちにこの場に止まって待機するように命じると自分はアスピオとともに退たい室しつしてしまう。




アキナ：むむむっ。何があったんだろう？　あと、あたしたちは、どうすればいいんですか？

ＧＭ：この場所で待機になります。集った勇者たちは状況もわからず、待たされることに。

ギィ：『無印』のこのシーンではこの時に衝しよう撃げきの事実が判はん明めいしたわけだが……。

ドラン：集められた読者ＮＰＣの勇者からすれば、さぞ不安だったろうな（笑）。なんか、よくわからんうちに待たされることになって（笑）。

アキナ：………衝撃の事実？

ＧＭ：その判明した事実はほどなくして伝わりますよ。さて、そんな不安の広がるバーランド宮の中、ふと背はい後ごからただならぬ気配を感じます。

アキナ：むむむっ？　んじゃ、後ろに振ふり返かえるけど……。

ＧＭ：すると、そこにはこんな読者投稿の勇者が……（一いち枚まいのイラストをテーブルに出す）

一同：ぶっ!?

ドラン：（素すになって）おいっ、なんなんだよこのキャラッ！（笑）




ゴノレゴ十四世（42歳／男／ヒューリン　投稿者：石川県　山ピロさん）

　スナイピングボウを用いた射しや撃げきの達人。昔アヴェルシアの王女ティナに命をたすけられ、仕えていたという過か去こがある。常つねに寡か黙もくな態たい度どで任務に挑いどみ、確かな戦果をあげていた。
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アキナ：なんか、この顔知ってる――！（笑）

ドラン：きっと声は、舘たちひろしさんですな（笑）。

マルセル：というか、このうさぎの耳は何なんだ――っ！（笑）

ＧＭ：あ、ゴノレゴはヴァーナの兎族アウリラとヒューリンのハーフなんです。彼は部屋の壁かべに背せを預あずけながら、孤こ独どくに物思いにふけっているようです。

ギィ：……シュールすぎるだろ（笑）。

ドラン：あ――、ＧＭ。ゴノレゴと知り合いだったことにしていい？（笑）

ＧＭ：構かまいませんよ。ふたりはティナの配下だったという共通の過去もありますから。

ドラン：では、話しかけようと――がっちょんがっちょん――近づいていくぞ。

アキナ：がっちょん！（笑）

ＧＭ：と、ドランが近づいていく途と中ちゆうで、彼が、ふともらしたつぶやきを耳にします。（渋い声になって）「もしや……。あの噂うわさは本当なのか？」

マルセル：あの噂？

ドラン：気になりますね。ここは気さくに声をかけましょう。…………やあ、ゴノレゴ！

ＧＭ：（渋い声で）「……貴き様さま、俺の名を知っているようだが…………何者だ？」

ドラン：ドランですよ。ドラン・ベレレンナリ。

ＧＭ：「俺の知っているドランは死んだ。お前のようなタイプのエクスマキナも知らん」

アキナ：あ、ドランさん改かい造ぞうされてるから（笑）。

ドラン：あ――、そうでした。ワタシは、かつてともにティナ様にお仕えした、ドランナリ。と言って、頭をガチョンと開け、爽さわやかな青年騎士だった頃の映えい像ぞうを投とう影えいしますよ。

ＧＭ：ゴノレゴはその映像を一いち瞥べつし――「ドラン……か。ずいぶんと……変わったな」




　変わったとかいうレベルではない。




一同：それでいいのかあんたは――――っ！（一同爆笑）

ギィ：しかも、いつのまにか立体映像投影装そう置ちがついてるし！（笑）

ドラン：ま、いろいろとあったナリ……。それより、先ほど口にしていた〝あの噂〟とは？

ＧＭ：「……先ほど、アスピオというヤツがナヴァールに報告をしていただろう」

ドラン：少々驚いていたようなナヴァールの反はん応のうだったナリ。

ＧＭ：「俺の情じよう報ほう網もうによれば――」




　ゴノレゴは、レイウォールとグラスウェルズが休戦協定を結び、共同してフェリタニアへ侵攻してくるという情報をドランに提てい供きようした。同時に、グラスウェルズが開戦の理由を、ピアニィによるグラスウェルズ王フィリップの暗殺計画である、と主しゆ張ちようしていることも……。

マルセル：何―――っ!?　そんなバカな……早すぎる！　とマルセル的に驚いておく（笑）。
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ドラン：ピアニィ様が暗殺？　正面決戦ならともかく、そんな搦からめ手てを使う方とは思えないナリ……（笑）。

ギィ：（素に戻って）……ってやばい（笑）。ＧＭとしての過去のやんちゃが、自分の首をしめてるし！（笑）

ＧＭ：それが『デスマーチ』のひとつの特色なのです（笑）。




　ひどいリプレイもあったものである。




ＧＭ：ともあれ、ＰＣには初耳の情報として話をすすめます（笑）。

ドラン：まあ……とにかくヤバイ状況ナリ。しかし、あなたはそこまで知っていて、危き地ちに追い込まれるフェリタニア王国にわざわざ来たナリか？

ＧＭ：「ティナ様に恩おんがあったからな……」ゴノレゴは淡たん々たんと言います。

アキナ：おおっ、この人もいい人っぽいよ!?

ドラン：そういえば、あなたは意外と義ぎ理り堅がたい方でした――貴き重ちような情報、感謝するナリ。

ＧＭ：「次に会うのは戦場か……」ゴノレゴのつぶやきでシーン終了です。







◆Opening 03◆恐きよう怖ふ、不信、そして決意




　レイウォール王国とグラスウェルズ王国の休戦により、巻き起こったフェリタニアの危機。

　主立った勇者たちは会議室に集められた。今後の方ほう針しんがピアニィから説明されるという。




ＧＭ：次のシーン。先ほどのシーンから数時間後。バーランド宮の会議室が舞台ですね。

アキナ：はーい。

ＧＭ：前のシーン終了後から、このシーンが始まる直前まで『無印』五話の、フェリタニア首脳部による、今後の戦略についての話し合いが行われていました。

ドラン：――そして。私の用意したシナリオが大だい改かい訂ていされた――と（笑）。

ギィ：また、メタな発言を（笑）。

ＧＭ：この場には皆みなさんを含む有力な勇者たちが集結しています。そこへナヴァールやピアニィが現あらわれます。そして、壇だん上じようにピアニィが上がり、状況の説明が始まります。




「ご存ぞん知じの方もいるかもしれませんが、現在、レイウォール軍とグラスウェルズ軍が休戦協定を締結。共同で我わがフェリタニアへ向け、侵攻するべく動き出したようです」




ＧＭ：……ピアニィの言葉に、勇者たちはざわめきます。

ドラン：ですよね――（笑）。

ギィ：（勇者のひとりになり）「なんだってっ!?」

マルセル：（同じく勇者になり）「ありえねえだろ！」

ＧＭ：「もしそれが本当なら、我々に勝ち目はないぞ！」不安は次のピアニィの言葉でさらに高まります。




「この事じ態たいを解かい決けつするため、私は………第一の騎士アル・イーズデイル、軍師ナヴァール、ベネットとともに、メルトランドへと赴おもむきます！」




アキナ：それにしても、この大変な時に、ピアニィさんたち、国外に出ていっちゃうの!?（笑）
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ギィ：うーん。………そうだよなぁ。

ＧＭ：ん？　社長、どうしました？

ギィ：あ、いいんだ続けてくれ――。

ＧＭ：は、はぁ。――他の勇者たちもピアニィの宣言に驚きを隠せません。「どういうことだ!?」「何な故ぜこんな時に、女王と重臣たちがメルトランドへ!?」

ドラン：普ふ通つう――驚きますよね（笑）。

アキナ：じゃあ、質しつ問もんします。ピアニィさんたちはなぜメルトランドに行くんですか？

ＧＭ：「それには陛下の深しん謀ぼう遠えん慮りよがある――」ナヴァールはピアニィの戦略を説明します。




　と、ＧＭは、後述のコラムとマップ（両大国の進路とピアニィの移動経けい路ろを現わしたもの）などにまとめられている、現在の状況とピアニィの提案する戦略を説明した。
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マルセル：（説明を聞いて）ようするに、両国の目標であるピアニィを国外に出し、時間を稼かせぐ。その間にエストネルの停戦命令を得て、状況を凍とう結けつさせようという狙いだな。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：で、最後にナヴァールはよびかけます。「この地に集いし勇者たちよ。まだ希望は残されている。それを繫つなぎとめるため、尽じん力りよくしてもらいたい！」




　と、ここでギィのプレイヤーがおもむろにＧＭに語りかけた。




ギィ：なあ、ＧＭ。この作戦、勇者たちは納なつ得とくするかなぁ――？




　うーむ。

　…………そう来ましたか。




アキナ：え？

ギィ：アキナもいったとおりさ。フェリタニアのために戦おうっていう勇者たちの立場にたって考えてみれば、呼ばれて早々危機が来て、しかも女王は外国へ出かけるんだ。戦略は優れている――と理り屈くつの上では納得できても、感かん情じようとしてはどうだろう？




　実に困こまった――。しかし実はこの問題、ＧＭも同様に感じていたところでもある。




ギィ：実じつ際さいに集められた勇者の立場に立ってみるとそこが気になってな。まあ――このイベントは既すでに行われてるから変へん更こうはできないしな。すまん――ＧＭ。そのまま進めてくれ。

マルセル：（考かんがえ込こんで）……でも、これは、大きな危機かもしれないですね。この後、『無印』の展開ではピアニィの戦略は成功しますが――、人々が納得しないと、後にしこりを残して、フェリタニアのような小国にとっては大きな傷きずになりかねません。




　そして、しばらく考え込むＧＭ。

　既に行われた「ピアニィのメルトランド行」はそのままイベントとして済すませる。そのうえで、忠ちゆう誠せい心しんの低いＮＰＣを何人か宮きゆう廷ていから去らせ、リアリティとの折り合いをつける。

　そういうプランだった。

　しかし――それでいいのか？




アキナ：じゃあ、勇者のみなさんに納得してもらうにはどうすればいいんですか？




　――ああ、そうだ。アキナの意見はまったく正しい。

　ＧＭは覚かく悟ごを決めた。そう。――シナリオを変更するのだ。




ＧＭ：そういうことなら、予定を変更します。みなさんには、やってきた勇者たちの揺ゆれる心をつなぎ止めるべく行動していただきましょう！

ドラン：何ぃ――っ!!　オープニングでかっ!?（笑）

ＧＭ：マルセルさんの言うとおり、これはフェリタニアの大きな危機。ですので、ここでみなさんが勇者たちの心を摑つかめなければ、今後の『サガ』におけるフェリタニアの活動に不利な条じよう件けんを加えていただきたい！

マルセル：その説得――私たちがやるのか？

ＧＭ：このゲームの当事者はみなさんですから。『無印』とクロスオーバーしているとはいえ『デスマーチ』で起きた問題はそのＰＣが解決するのがスジでしょう。

ドラン：ＧＭ～、もしうまくいかなかったら、確かく実じつに『無印』の進行に悪あく影えい響きようがでるって。進行役のお前も大変になるぞ！




　――我われながら、なんというデスマーチ。




ＧＭ：しょーがないでしょ！　『無印』の問題をフォローするのが『デスマーチ』なんだから、こっちで問題が起きたら逆ぎやくもそうなりますって！（笑）

ギィ：まあいいじゃないか（笑）。こんな風に国家の命運が懸かかった状況というのもなかなか面白い（笑）。――な、ＧＭ。途中でシナリオを調整したくなる気持ち、わかるだろ？




　ええ、もうっ！　本当に。




アキナ：ここでがんばらないと『無印』がたいへんなんですね！　だったら、アキナはアル兄様の役に立ちたいです！（笑）

マルセル：ギルドマスターがそういうならそれで（笑）。

ドラン：くそっ！　オモシロくなってきたじぇねえかっ！（笑）

ＧＭ：では（笑）。そう言う方針で続けていくことにします。不信と不安が交こう錯さくする会議室で、カール・グランディウスという男が立ち上がります。




[image: ]




マルセル：確か『無印』二巻ででていたな。

ＧＭ：はい。元マフィアの親分という変わり種の男ですね。カールは不ふ遜そんな口調で叫びます。「おいおい女王様に軍師様よ。ずいぶん都合のいい話だな！　エストネルが停戦命令を引き出すって言うが、その保ほ証しようはどこにあるってんだ？」

ドラン：で、勇者たちは「確かに――」「だよな～」とか言うんだな？

ＧＭ：はい。さらに「二大国の軍が作戦通りに、進軍を止めるとは限らねぇ」と指し摘てきします。

マルセル：ふむ……。

ＧＭ：「もうひとつ質問だ。まさか、あんたら……逃にげる気じゃねえだろうな？」




　カールの一言が、勇者たちの間に波は紋もんを呼ぶ。




ＧＭ：「百人斬ぎりのアル・イーズデイルが護ご衛えいにつきゃ、娘っ子ひとりは守り抜ぬける。それで俺たちは置き去り……そんなシナリオじゃないのか？　そうだってんなら、とんだ戦乱のプリンセスに第一の騎士だぜ」と、カールはあからさまな疑うたがいの眼まな差ざしをピアニィたちに向けます。

アキナ：むっ、ここは見せ場ですね。　それはちょっと黙だまってられないっ！　くわっと立ち上がって、樽たる……はなさそうだから、ドランさんの頭の上に乗るよ！

ドラン：ちょ、ちょっとアキナさんっ!?

アキナ：ドランさん、ちょっと頭貸かして！

ドラン：ワタシを踏ふみ台だいにしたぁ――っ！（一同爆笑）

アキナ：ご、ごめん（笑）。で、びしりとカールに指を突つきつけて叫ぶよっ。……ちょっとそこの人、さっきから聞いてればねちねちと、いい加か減げんにしなさいよっ！
















ＧＭ：「何だ、てめえは？」カールはアキナを鋭するどくにらみます。

アキナ：〝エンジェルファイヤー〟のギルドマスター、アキナ・ブルックスだよっ！

ＧＭ：その名乗りを聞いて、周囲がざわめきます。「あれが先日、ゴルダ砦で活躍した……！」「まだ年とし端はもいかない女の子ではないかっ！」「アル殿どのの妹だとか――」

マルセル：この間の任務で名が知れていたか。

ＧＭ：なので、勇者たちはアキナの話に注目します。




　しん――と静まり返る会議室。




アキナ：うっ……そんな、静かになられると緊張しちゃうんだけど（笑）。

ドラン：堅かたくならずに。ここは、あなたの素す直なおな気持ちを告げればいいナリ――。

アキナ：足の下からはげましの声が聞こえる（笑）。じゃあ、言うよ！　万が一、策が外れて、レイウォール軍やグラスウェルズ軍がこのフェリタニアに来たって、あたしたちエンジェルファイヤーが守ってみせるよ！

ドラン：そうそう。我々の正せい義ぎの刃やいばが打うち砕くだくいてみせるナリ。

ＧＭ：「へっ、口ではなんとでも言えるぜ！　向こうの兵力はオレたちの何十倍。しかも、率いる将しよう軍ぐんは、あのベルフトとリシャールだって噂だ！」
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マルセル：……ベルフトか……。ここはまかせてもらおう――私の出番だ。

ドラン：おおっ、軍師っぽい。

アキナ：マルセルさん、――がんばって！

マルセル：うむ――。では――（おおげさに驚いた声で）ベルフトだとぉっ！　レイウォールにいた私にはわかる。あの化け物が出てくるというのか！　あいつに勝てる者など、この世にいるはずなどないっ!!

一同：ええええええええぇ――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：ちょっ!?（笑）

ギィ：自信たっぷりに出てきて、その台詞かよ！（笑）

マルセル：だが、この台詞をきっかけに、勇者たちの空気が変わる――ということでどうだろう、ＧＭ？

ＧＭ：えっ？　え？　なんで？

マルセル：まあ、考えても見ろ。――今の台詞は、裏目軍師として有名な私の言葉だぞ？

ギィ：……つまり、マルセルの言葉は全部裏目るから、負けるという予想は、見事に外れるに違いないって、そう主張してんのかよっ!?（笑）

マルセル：その通り！　私にとっては敗北宣言こそが、勝ちフラグなのだよ！（超ちよう断だん言げん）




　それは軍師として――アリなのか？




ＧＭ：その捨すて身みの演出、買いましょう（笑）。「もしかしたら勝てるかもっ!?」マルセルの台詞に俄が然ぜん、勇者たちは色めきたちます！（笑）

ドラン：（ゴノレゴになって）「聞いたことがある。マルセル・ベルトラン。レイウォール三二将しようの中でも、策が裏目に出ることにかけては右に出るものがいない、と」

ＧＭ：（他の勇者になって）「マルセルの策の裏目率は[image: 400]％らしいな」

ギィ：おいおい、マジかよこの流れ――（笑）。

マルセル：自分で言い出してなんだが――――激はげしく自じ己こ嫌けん悪お中だ（笑）。
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アキナ：大だい丈じよう夫ぶです！　マルセルさんは実はいい人ですから（笑）。

ＧＭ：――では場の空気が変わったところで、判はん定ていをしましょう。オープニングでやるのも珍めずらしいですが、特例ということで！

ドラン：で、判定は？

ＧＭ：では、難なん易い度ど13でアキナさんが【知力】か【精せい神しん】で判定。マルセルは場の空気をよくした――ということでアキナの判定の前に《ブレッシング》をかけていいですよ。

マルセル：「理り詰づめ」か「気合いか」で判定か。まあ、私は《ブレッシング》をかけよう。アキナの判定に＋１Ｄだ。

アキナ：これに、フェリタニアの未来がかかってるんですね！　うーん――【知力】はダメなんで、【精神】で――（ダイスを振る）……やった！　達成値は14 !!　なんとか成功です。

一同：よっしゃあああああぁ――っ！

ＧＭ：成功ですね！（笑）

アキナ：じゃあ言います。みんなは、フェリタニアを………この国を守るために集まったんじゃないの!?

ＧＭ：アキナの言葉――その迫はく力りよくに押おされて、勇者たちは一瞬押おし黙だまります。カールも迫力に押されて口を閉とざします。しばらくして……。




　「そうだな……。我々はこの国を守るために来たっ！」

　ひとりの兵士がぽつりとつぶやく。

　それに呼こ応おうするかのように、ひとり、またひとりと士気を取り戻し、やがてそれは会議室を異い様ようなほどの熱気で満たし始めた。




ギィ：さっきまでの暗さが噓みてえだな。

ＧＭ：状況の厳きびしさに、揺らいでいましたが――もともと勇者たちは、ピアニィの考えに共感してやってきた人々です。逆に、きっかけさえあれば、士気は回かい復ふくするってもんです。




　アキナの主張は、楽観的に過すぎるかもしれない――。

　しかし、今この国に必要なのは、苦く難なんに立ち向かっていく勇気。

　彼らも内心では、そのことを理り解かいしていた――。アキナの言葉は、その彼らの決意を後あと押おししたのである――。




ＧＭ：意気あがる勇者たちを見て、カールも自分の主張を不ふ承しよう不ぶ承しようひっこめます。

マルセル：どうやら、戦う前に負け――ということはなさそうだな。

ドラン：……あ、そのうえで――ＧＭ、ちょっと気がついたけど。『無印』五話では、ナヴァールは勇者たちに、戦って国を護れとは言ってないぞ。

ＧＭ：あ～。「攻めてくる敵には戦わずに逃げろ」という方針を伝えるんでしたっけ！

ギィ：ま、実際にそのシーンが描えがかれたわけじゃないし。きっとエンジェルファイヤーとアキナの様子を見たナヴァールは少し方針を変えたってのはありだろ（笑）。

マルセル：アキナの演説で、勇者たちが士気がを高まったのは事実。

ＧＭ：では、撤てつ退たいの条件など細かい指し示じを封ふう書しよにしたためておいて、それぞれの勇者たちに与え、いざという時には撤退してよい、としていたということでどうでしょう？

ドラン：では、そういうことで（笑）。

ギィ：さて――、盛もり上あがる勇者たちの様子を見ながら、オレはマルセルに言うぞ。……よかったな、マルセル。きっとお前の裏目軍師の名前は返上になるぜ？

マルセル：むっ？

ギィ：今回ばかりは、お前の言うことの方が正しいってことさ。あの二大強国を相手に、どう考えたってフェリタニアが勝てるわけがねぇからな。

マルセル：なるほど、そういう意味ですか……。肩かたをすくめて答えます。

ＧＭ：さて、アキナの演説が終わったところで、何人かの読者ＮＰＣがあなたの演説に感動して声をかけてきます。まずはこの人、アウロラ。




アウロラ（？歳／女／エクスマキナ　投稿者：東京都　ヨシダフミヒコさん）

　とある遺い跡せきから発はつ掘くつされたエクスマキナ。ブルックス商会のエルゼリエと親しく、その製せい品ひんのモデルをつとめたこともある。幼おさない頃のアルと面めん識しきがあり、彼を手助けするためにフェリタニア軍に参戦した。
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アキナ：あたしと同じ理由だ！　お母さん（エルゼリエ）と親しいってことは、知り合いでもいいですよね？

ＧＭ：ＯＫです。では、アウロラは穏おだやかに微ほほ笑えみながらアキナに挨拶します。「お久ひさしぶりです、アキナお嬢じよう様さま。とても素す晴ばらしい演説でした」

アキナ：久しぶり、アウロラ！　思いがけない再さい会かいで話が弾はずんじゃいます（笑）。

ドラン：やっぱり、話題の中心はアル？

アキナ：そうだね。一いつ緒しよに行けないのは残念だけど――。

ＧＭ：「その分がんばって、アル坊ぼつちゃまやピアニィ様の帰ってくる場所を護りましょう」

アキナ：そうだね！

ＧＭ：そして次に、ドラーク卿きょうという、風変わりな黒くろ髪かみの美形の騎士が来ます。

アキナ：風変わり？




ドラーク卿（37歳／男／ヒューリン　投稿者：兵庫県　和田屋の鋼こう材ざいさん）

　とある地方の領りよう主しゆだったが、『ベネット見聞録』に描かれたベネットの絵え姿すがたを理想の姫ひめ君ぎみと見定め、フェリタニア軍に参加してきた。黒衣を身にまとった美丈夫。口くち癖ぐせは「吾わが輩はいは騎士である！　名めい誉よはまだない！」
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ドラン：ベネットを姫!?　それは確かに風変わりだ！（笑）

ＧＭ：彼は大おお仰ぎような言い回しでアキナに話しかけます。「さすがは第一の騎士の妹君。先ほどの演説、我わが輩はいの胸むねに響いたのである。フェリタニアのため、共に戦いに挑みましょうぞ！」

アキナ：うんっ、一緒に頑張ろう！

ＧＭ：「勇ゆう敢かんな少女とともに戦えて騎士の誉ほまれである。いずれ、我輩とディナーでもいかがかな？」芝しば居いががったポーズをとりながら、ドラーク卿が言います。

アキナ：いいねえ、ごはーん（笑）。

ＧＭ：「その時は、料理長に腕うでをふるわせるのである」そう言ってほほえみながら、彼は立ち去ります。そして、入いれ替かわりで、ニャール・ラタンという猫アウ族リクの神官が前に進み出ます。




ニャール・ラタン（16歳／女／ヴァーナ　投稿者：レンさん）

　使い魔の黒くろ猫ねこ（名前はテップ）がトレードマークのネコミミ神官。《テレポート》の魔法を得意としている。なぜフェリタニア軍に参加したのかは不明。
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アキナ：（イラストを見つつ）ほえー。猫さん、可か愛わいいね！

ＧＭ：ニャールは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべながら。「すごくいい演説だったにゃ。今は出世の大チャンスだにゃ。あたいも一緒に頑張るですにゃ！」と意い気き込ごみを語ります。

ギィ：ちょっと、気が合いそうだ（笑）。

ＧＭ：とまあ、そんな感じで、感かん激げきした人たちが次々とアキナのもとに集って声をかけていくわけです。そして、最後にアルとピアニィがやってきます。

アキナ：アル兄様と、ピアニィさん！

ＧＭ：「いい啖たん呵かだったな」アルが話しかけてきます。心なしか頼たのもしそうな顔です。

アキナ：ありがとう、アル兄様！

ＧＭ：「俺の今の仕事は姫さんを護ることだ。お前も頑張れよ」と頭を軽くなでてくれます。

アキナ：ちょっとくすぐったそうにしながら。はい、アル兄様！　あたし、頑張ってフェリタニアを護るよ。約束するから、アル兄様も無事に帰ってきてね！

ＧＭ：「それは約束しろってことか？」

アキナ：うん！

ＧＭ：「分かった。また、負けられない理由が増ふえちまったな。必ず帰ってくるさ」

ドラン：今のセリフ、微び妙みように死し亡ぼうフラグっぽいナリ（笑）。

アキナ：あわわ、そんなことないよ！（笑）

ＧＭ：とまあ、仲むつまじい兄きよう妹だいの会話をしていると、ピアニィも「アキナちゃんの言葉、すごく頼もしかったです。安心してメルトランドに行けます」と、お礼を言います。

アキナ：ありがとうございます！　フェリタニアは任まかせてください。その代わり、アル兄様をよろしくお願いします！

ＧＭ：ピアニィはちょっと頰を赤らめながらもこくりと頷き、会議室を後にします。

アキナ：ふ～。これで何とかなったのかな？

ドラン：そのようですね。ところでアキナさん……。

アキナ：ん？

ドラン：そろそろ頭の上から降おりてもらえないでしょうか（笑）。







◆Opening 04◆偽りの女王




　フェリタニアの向かうべき道は定まった。

　だが、エンジェルファイヤーには意外な任務が待ち受けていた。

　ナヴァールの執しつ務む室しつに呼よび出だされたアキナたちは、その驚くべき内ない容ようを知ることになる。




ＧＭ：では、オープニングのラスト。先ほどの会議からしばらく後のことです。みなさんはナヴァールから呼び出しを受けて、彼の執務室へとやってきました。

ギィ：じゃあ、オレはアキナに引きずられるようにして行くぜ。任務の前に、とんずらしようとしてたんだよ（笑）。
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ドラン：あの演説の後でナリか？

ギィ：だってこの国が危険な状況には違いないだろう。そこをアキナにつかまっちまったんだが（笑）。言っておくがプレイヤーは真ま面じ目めにゲームするぞ。ギィがあくまでそういうキャラなんだっていう演出なだけで（笑）。

アキナ：じゃあ、そんなギィを、ずるずると引きずって行くよ～（笑）。

ＧＭ：みなさんが執務室を訪たずねると、ナヴァールが言います。「よく来てくれた、エンジェルファイヤーの諸しよ君くん」

マルセル：わざわざ名指しで呼び出しとは、また何かの特とく殊しゆな任務をさせる気か？

ＧＭ：「その通り――話が早くて助かる」ナヴァールは一枚の地図（Ｐ253参照）を執しつ務む机づくえの上に広げます。
















アキナ：なんか、いろんな場所に、いろんな人がいるね。

ＧＭ：先さき程ほどの作戦会議の結果、集まった勇者たちは、フェリタニア各地にある砦や街に入り、ノルウィッチ方面から迫る敵に対し、可か能のうな限り時間を稼ぐということになったんです。

ギィ：まあ、いざとなったら、ぎりぎりで撤退するような指示はでているがな――。

マルセル：それで、私たちにも砦の防ぼう衛えいに回れと？

ＧＭ：「いや、エンジェルファイヤーには特別任務を考えている」

アキナ：特別な任務？

ＧＭ：「うむ。ピアニィ様に変へん装そうして、フェリタニア各地の都市を回るという内容だ」

アキナ：おお！　コスプレですね！

ＧＭ：「そうともいうな」

ギィ：言うのかよっ！（笑）

ドラン：とにかく、ちょっと待ってください。なんでそんなことを？

ＧＭ：「時間稼ぎと情報かく乱らんがひとつの目的だ。各拠点に配置した勇者たちにもすべて、ピアニィ様がその任務地にいるという偽にせ情じよう報ほうを流すように指令をだしている」

マルセル：ふむ……。しかし、メルトランドに行っている方が本命だと思ってもらわなければ、フェリタニア側に入ってくるのでは？

ＧＭ：「いかにも。この作戦の目的はあくまで、二大国に対する情報のかく乱にある。ほんのわずかで構わない。ピアニィ様が残っているかもしれぬ……と思わせたいのだ。そして、その一いつ環かんとしてアキナにはピアニィ様のフリをして各都市を回ってもらうことになる」

ドラン：そういう任務ですか、なるほどナリ。

アキナ：エンジェルファイヤー、全力で任務に取り組みます！

ＧＭ：「良い返事だな――ちなみに、変装用の服はこれだ」ナヴァールは手回しよく、ピアニィと同じデザインの服を用意してます。

アキナ：おお～。へー、こういうの着てるんだ～と、しげしげと服を見たり（←とても着てみたいご様子）。

ＧＭ：街から街へ移動するときはこの格かつ好こうでなくていいです。それぞれの街に着いたら着き替がえて、兵士たちの前で演説してもらうなどの任務があります。

アキナ：はーい！

ＧＭ：と、みなさんが任務を受けたところで、ナヴァールは今回の任務の背はい景けいにある秘ひ密みつを打ち明けます。「ピアニィ様に変装して街や砦を回るという任務は危険なものだ。あえてエンジェルファイヤーに任せる理由……それは先日のゴルダ砦の一件の黒くろ幕まくに関係している」

ギィ：黒幕？　――首しゆ領りようのワルダーを魔獣化させたあの男〝ソードブレイカー〟だったか。

ＧＭ：「そう。十中八九その男は、バルムンクの手の者でしょう」ナヴァールは、その眼がん光こうをいっそう鋭するどくして語ります。

アキナ：バルムンク？　アキナは初耳ですよね。

ＧＭ：ドラン、ギィ、マルセルのプレイヤーさんたちは、そりゃ詳くわしく知ってるわけですが――まあ、ＰＣは知らないという前ぜん提ていでお願いします。

ギィ：了解だ。何しろ、公おおやけにはほとんどバルムンクの情報は流れてないからな。

ＧＭ：では、ナヴァールはバルムンクのことをエンジェルファイヤーに説明します。「バルムンクとは――」




バルムンク

　アルディオン大陸の陰に潜ひそみ、国々を操あやつって戦乱を巻き起こすことを画かく策さくする正体不明の組そ織しき。以下のような特とく徴ちようを持っている。

　・組織の構こう成せい員いんは、高度な戦せん闘とう力りよくや魔ま術じゆつを有している。

　・すさまじい破は壊かい力りよくを誇ほこる兵器を開発する技ぎ術じゆつ力りよくがある。

　・人を魔獣に変へん貌ぼうさせるような邪悪な技わざにも長たけている。




アキナ：人を魔獣に――って、じゃあ、あの時ワルダーが変貌したのは――。

ＧＭ：「そう、バルムンクの仕業にほかならない」

ドラン：石化ガスもバルムンクが持もち込こんだようですね。――いったい何が目的ナリ？

ＧＭ：「その目的が不明――ということが、もっともバルムンクのやっかいなところ。そのため、連中の行動が予想しきれないのだ」

マルセル：そのバルムンクが、我々の任務とどう関かかわると？

ＧＭ：「バルムンクは、その姿を見たものを決して生かしてはおかない。お前たちはもう逃げることはできまい」

ギィ：……つまり何か？　オレたちはこれから、バルムンクにつけ狙われるってのかよ！

ＧＭ：「そうだ。そこで、お前たちを、ひとつところに留とどまらないこの任務につけることで、バルムンクの追求から逃れやすくするという狙いもある」

ギィ：なんてこった……。こりゃ、ひとりでとんずらしたら、逆にヤバかったぜ（笑）。

アキナ：あぶないところだったね！　ギィさん（笑）。

ドラン：ふむ、今回の序じよ盤ばんでＧＭが「前回の冒険の結果、単独で行動しづらい状況になってる」というのはこのことか。

ＧＭ：そういうことです。「バルムンクに狙われることになったのは事実。だが逆に、お前たちは彼らの邪悪な技を目にしている。他の者よりもはるかに冷静に対たい応おうできるはずだ」

アキナ：ふむふむ！

ＧＭ：「なお、バルムンクについては、口外を禁きんずる。繰くり返かえすが、バルムンクは秘密を知った者を生かしてはおかない。そのためにはひとつの街を滅ほろぼすことすら躊ちゆう躇ちよなくやってのけるだろう」

マルセル：それほどの組織だというのか。

ドラン：身を隠しながら目立てと言うナリか！　今回も無茶振りだなぁ（笑）。

アキナ：やっぱり――っ!?（笑）　でも狙われてるんじゃしかたないよね。エンジェルファイヤー、バルムンクに気をつけつつ、任務を果たします！

ＧＭ：前向きだ！（笑）「では、よろしく頼むぞ」




　こうして、特殊任務を受けることになったエンジェルファイヤーの面々。

　あわただしく支し度たくを終え、バーランドから旅立ったのだった。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆温泉街クオラル




　敵てきの情じよう報ほうをかく乱するべく行動を開始したエンジェルファイヤーの一行。

　目の前に広げられた地図を眺ながめながら、アキナたちは最初の目的地について相談していた。ここから近いのはルーパスデイル、サハ、そして温おん泉せん街クオラルだ。

　温泉街―――この響ひびきに、アキナの視し線せんは地図上のクオラルに釘くぎ付づけになった。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズです。ここから、偽にせのピアニィとして各地を回る作戦が始まります。スタート地点はバーランド。まず、どの街に行くかを決定してください。

マルセル：行く先々でイベントが発生するのか？

ＧＭ：はい、起こります。各拠きよ点てんの位置関係や配置されている勇者たちについては、ＭＡＰを参照してください。基き本ほん的てきに移い動どうできるのは、隣となり合あった拠点同士になります。

ドラン：（ＭＡＰを確かく認にんして――）おおっ、我わが友ともゴノレゴがいるナリ――（笑）。

ＧＭ：『無印』三巻かんで登場した読者投とう稿こうＮＰＣも配置されております。あと、街巡めぐりの補ほ足そくをひとつ。それぞれの街にはイベントが用意されていますが、それらをこなしていくと、フラグが立って、大きなイベントが起きます。

ギィ：大きなイベントってどんなんだ？

ＧＭ：それは起きてからのお楽しみということで（笑）。

アキナ：（地図を見ながら）クオラルって街に、温泉マークみたいなのがあるんだけど？

ＧＭ：見ての通りの意味です。クオラルは温泉が湧わいていて、観光地としても有名です。

アキナ：おおっ、温泉！（キラキラと目が輝かがやく）
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ギィ：何だ、妙みように目が輝いてるな。温泉に入りたいのか？

アキナ：入りた――い！（笑）

ドラン：それじゃあ、第一の目的地はクオラルにするナリ。

マルセル：そんなんでいいのかっ！　別に構かまわんが（笑）。

ＧＭ：では、みなさんは一路、クオラルへ――。

アキナ：温泉、温泉っ！　楽しみだな～（笑）。

ドラン：読者サービスのシーンになるかもナリ（笑）。

ＧＭ：とまあ、わいわいと話しながらみなさんはクオラルへ。道中で特に問題は起きません。穏おだやかな日差しのもと街かい道どうを進み、まもなくクオラルに到とう着ちやくとなります。
















アキナ：じゃあ、早さつ速そくピアニィさんの服に着き替がえないと！

ＧＭ：では、近くの森に隠かくれてこっそりと着替えるということで。他の人に見えないように、野や営えい用の毛もう布ふなどをカーテン代わりにして。

アキナ：みんな、見ちゃダメだからねーっ！（笑）

ギィ：安心しな。ガキに興きよう味みはねえよ。

アキナ：……本当にダメだからね？

マルセル：フン、私わたしに覗のぞきの趣しゆ味みなどない。

アキナ：絶ぜつ対たい、絶対、ダメなんだから―――――っ！

ドラン：私は、機械の体ですから――そういう欲よくはありません。所しよ詮せんドラム缶かんナリ（笑）。

ギィ：自分でドラム缶とか言うか？（笑）




　――そして、着替えを行うアキナ。

　しばらくして、ピアニィへの変へん装そうが完かん了りよう。




アキナ：ねぇねぇ似に合あう～？

ギィ：ああ、はいはい。似合う、似合う（笑）。

アキナ：もぉ――――っ！（笑）

マルセル：ギルドマスター、今はピアニィ様なんだから、気をつけた方がいい。

アキナ：わかってるよぉ――！　ちょっとむくれてます。

ＧＭ：さて、街に到着です。―――クオラルは温泉を目玉にした観光が売りなだけに、多くの宿が通りに並ならんでます。さすがに戦争の予感があるため、街を行く人々も不安そうです。

ギィ：そりゃそうだろうな。ちなみにこの街には……おっ、さっきアキナと話したアウロラがいるぜ。あと、スコットってヤツがいるな。

ドラン：スコットって誰だれでしょう？

ＧＭ：みなさんとは第一話で会ってますよ？　ほら、ギンブリーと井い戸どの中に入ってた――。

一同：ああっ！

ドラン：ギンブリーは覚えてるんですけどねえ（笑）。

ギィ：あっちが強きよう烈れつだった分、霞かすんじまってたよ。再さい登とう場じようしてよかったな（笑）。

ＧＭ：というわけで、そのふたり――アウロラとスコットが出で迎むかえますよ。アウロラがすっと前に出て臣下の礼を取ります。「ア……ピアニィ様、ようこそおいでくださいました」

ドラン：今、アキナって言いそうになった？（笑）

ＧＭ：ギリギリで止めました（笑）。なおアキナたちに下された任にん務むは、アウロラたち指し揮き官かんクラスの勇者には伝えられてますが、一いつ般ぱん兵士は知らされていません。

マルセル：やれやれ。……で、この街で私たちは何をすればいいんだ？

ＧＭ：早速ですが、街に配はい属ぞくされている守しゆ備び隊たいの士気を上げるために、ぜひピアニィ様に演えん説ぜつしていただきたい。とのことです！

アキナ：はい！　がんばります！（笑）

ＧＭ：では、早速演説です。ここは街の練兵場。守備隊が整列する中、アキナは壇だん上じように上がることになります。

アキナ：うっ……思ったよりも人数が多いなぁ。ちょっと緊きん張ちようしてきました。

ＧＭ：アキナの隣となりにアウロラが、兵士たちの前にはスコットが立っています。彼かれは言います。「一同整列！　これよりピアニィ様がお言葉をくださる。心して聞くように！」

マルセル：なにか判はん定ていはあるのか？

ＧＭ：ええ。ここでは【知力】判定で難なん易い度どは13です。ちなみにアキナが失敗した場合でも、他の三人がフォローすることができますよ。

ドラン：舞ぶ台たい下からプロンプターみたいに、セリフをささやくような感じ？

ＧＭ：そんな感じです。ただ、他の三人がフォローする場合、フォロー役の難易度は15に上じよう昇しようします。というわけで、アキナは【知力】判定をお願いします。

アキナ：【知力】は低いんですよ～。２しかない。11以上でないと無理――。

マルセル：いざとなればフォローもできる。とりあえず振ふってみたらどうだ？

アキナ：分かった！　それじゃ、行くよ！　えいっ……ああ、達成値ち７で失敗だ。

ＧＭ：残念――。

アキナ：緊張で、頭が真っ白――――言葉が出ない！

ＧＭ：すると、兵士たちは怪け訝げんそうな顔になります。となりのアウロラはハラハラした様子。

アキナ：あわわわっ!?　どうしよーっ!?

ドラン：ふむ、では壇上の影かげからこっそり助言しましょうか。

ＧＭ：では、【知力】判定で難易度15になります。

ドラン：ちょっときつい――か。だが、ここはフェイトを使ってでも成功しておきますよ。私以外は、軒のき並なみ【知力】が低いですしね。

アキナ：うーっ、ごめーんっ！

ドラン：いえいえ、マスターを支ささえるのもギルドメンバーの役目ナリ（笑）。では、行きますよ！　フェイトを１点消費して……うわっ、14で失敗!?

ギィ：あと１点足りないか！

ドラン：くぅ……。ここはさらにフェイトを１点使って振り直し。うおおおお――――っ……、クリティカルで成功ナリ！

アキナ：やったぁ――っ！

ドラン：この兵士たちの趣しゆ向こうを摑つかんだワタシが裏うら側がわからこっそり助言しますよ。……アキナさん、落ち着くナリ。今からわたしの言うことを復ふく唱しようするナリ。

アキナ：（こくこくとうなずく）ん――――。

ドラン：（急に渋しぶい声で）あえて言おう。レイウォールとグラスウェルズはカスであると！




　あんたは何がしたいんだ――。




アキナ：そ、そんなこと言うの!?　（オロオロしながら）あ、あえて言おう―――。

ギィ：言うなぁ――――っ！（笑）

マルセル：こら、ドラン！　変な知ち識しきを与あたえるな！

ドラン：人心掌しよう握あくするため、わたしなりに名言を探さぐった結果ナリ（笑）。

ギィ：つーか、んなこと言ったら、オレたちに負けフラグが立つわ！（笑）

アキナ：えっ!?　負けるのはダメだよ！　ドランさん、もっと普ふ通つうの演説の仕方を教えて！

ドラン：むうっ、分かりましたナリ。では兵士を勇気づけるために歌うのはどうでしょうか。確たしか、ピアニィ様は歌が得意だったはずです。

ギィ：……そういえば、ピアニィにはそんな設せつ定ていもあったな（笑）。

アキナ：いいですね。みんなを励はげますために、あたし歌います！

ＧＭ：じゃあ、ドランから賑にぎやかな音楽の伴ばん奏そうが流れ始めます。

ドラン：な、なんだか便利な演えん出しゆつ用ようの小道具にされてませんかっ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ふ、なにをいまさら――。

アキナ：緊張しするけど――……では、聞いて下さい！　と言ってドランさんの伴奏に合わせて元気よく歌を歌います。やっぱり兵士さんに喜んで欲ほしいし！
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　アキナの歌は、必ずしも上う手まいというわけではなかったが、ドランの伴奏はアキナの声の魅み力りよくをよく引き出していた。そして、ともに喜んでほしいというアキナの意思は、兵士たちに好意的に捉えられたのであった。




ＧＭ：ドランの伴奏に合わせてアキナが歌い、舞まい踊おどると、兵士たちは、その歌に気分を高こう揚ようさせます。ぶっちゃけ、かなりウケてます（爆笑）。

ギィ：こ、こんな感じか!?（笑）　……（突とつ然ぜん兵士になって）「……なんか、ピアニィ様って、以外と親しみやすい人だったんだな！」（笑）

ドラン：（同じく兵士になって）――「不思議と勇気がわいてくるぞ」（笑）

アキナ：みんな、ありがと――っ!?（←手を振っている）

ＧＭ：「オオオオオオオ――ッ！」兵士たちは歓かん喜きします。まるでアイドルのコンサートのように盛もり上あがる会場――おそらく、何人かはピアニィ親しん衛えい隊たいに志し願がんする勢いきおいです（笑）。

ドラン：なんか！　その親衛隊は違ちがう意味じゃないのか――――（笑）。

ギィ：誰か、Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅとか、やってるんじゃねぇ？（笑）

マルセル：ま、まあ（笑）、判定にクリティカルで成功してるからなぁ。演えん出しゆつはかなり大げさでもいいか（笑）。

ＧＭ：スコットも「うむ」と頷うなずいて――「まだまだこの国も大だい丈じよう夫ぶだ」とつぶやきます。

ギィ：全然ダメだろ――――っ！（一同爆笑）

ＧＭ：とにかく、アキナはクオラルでの兵士への演説は無事こなしました（笑）。

アキナ：はふ～、緊張した。あっ、ドランさん、ありがとうね！

ドラン：いえいえ、力になれてよかったナリ。

ＧＭ：さて。一仕事終えたところに「伝令、伝令っ！」とイムイムが、現あらわれます。

ギィ：イムイム――伝令役として大だい活かつ躍やくだな。

ＧＭ：イムイムは手紙をアウロラに渡わたすと、慌あわただしくバーランドへ出発します。ちなみに、手紙は、エルゼリエからのもので、本物のピアニィがメルトランドへ向かったとの情報から、レイウォール軍とグラスウェルズ軍の動きが止まったという報ほう告こくになります。

マルセル：フン、ナヴァールの策さくは、どうやら上手くいってるみたいだな。

ドラン：そうですね。ともあれ、ワタシたちは、ワタシたちの為なすべきを為すナリ。

アキナ：だね！　じゃあ、今日は英気を養うために温泉につかって、また明日がんばろう！

ギィ：ていうか、それが本命だろ！（笑）

ＧＭ：アキナが元気に宣せん言げんしたところで、シーンを終えます。次はＧＭシーンを入れますね。

一同：了りよう解かい。




　この一件けん以い降こう――。温泉街クオラルで――歌い、踊おどり、兵士たちを魅み了りようし奮ふるい立たたせたという、アイドル女王ピアニィの伝説が誕たん生じようした。

　そして、それは近きん隣りんの人々に、広く語かたり継つがれたという――。







◆Middle 02◆拡ひろがる波は紋もん




　ピアニィが立案し、フェリタニアが総そう力りよくをあげて遂すい行こう中の作戦――。

　それがもたらす予想外の動きは、関連する勢せい力りよくに大きな驚きよう愕がくを与えた。

　そして、それぞれの組そ織しきは、新たな展てん開かいへの対たい応おうを強しいられることになった――。




ＧＭ：ここでは、少しピアニィの選せん択たくによって揺ゆれる各勢力の情じよう勢せいを描びよう写しやしておきましょう。先さき程ほどのイムイムの伝令で、二大強国が影えい響きようを受けたことが語られましたが、そのイメージをもう少し伝えておこうかな――と。

ドラン：みな大おお慌あわてだろうな。その気持ち、よくわかるぞ（笑）。

ＧＭ：最初はグラスウェルズの遠えん征せい軍ぐんの司令部。語りあう幻竜騎士団団長リシャールと白竜騎士団団長エゼルバルドのシーンです。
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「あの方が、この状じよう況きよう下でメルトランドまで来るだと―――？　どういうことだ」

　幻竜と白竜――その連合騎士団は、四時間後の明朝にはこの駐ちゆう屯とん地ちを出立し――その日のうちにフェリタニア領りよう内ないへと入るだろう。

　その矢先に飛とび込こんだ情報に、白竜騎士団団長エゼルバルドも疑ぎ念ねんを抱だいたのは当然だ。

「さて、どうしたものかね、リシャールよ」

　一拍ぱくの間を置き、リシャールは対たい応おう策さくを部下に通告する。

「―――レイウォールのベルフトに伝令を出だせ！　我われ々われはこの地にて四八時間、侵しん攻こうを停止すると。その間、我われ々はピアニィ様の捜そう索さくに全力を傾かたむける」




ドラン：ってこりゃ、『無印』五話のＧＭシーンじゃねぇか。

ＧＭ：そうですよ。まあ、こんなカンジで、リシャールはグラスウェルズ軍の進軍を一時停止させることを決けつ断だん。

アキナ：ピアニィさんの作戦がうまくいってるんですね！

ギィ：そういうことだな。

ＧＭ：続いては、レイウォール側、ベルフト将しよう軍ぐんの反はん応のうです。




　ピアニィがメルトランドに入るという、当の本人が流る布ふした情報を聞いたベルフトは、思わずうなった――。

「全軍に通達、我らはこの地にしばらくとどまる！」

「ピアニィを探さがせ！　いいか、一いつ刻こくも早く我わが最愛の妹を俺おれの前に引きずり出すのだ！」




アキナ：ピアニィさん！　逃にげて――――っ！（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、ベルフトほど、おっかない人はないですよね――。

アキナ：こんな人たちが相手だとすると、メルトランドに行くほうがよっぽど大変に思えてきました。

ギィ：いや、こっちも十分以上に大変だから！（笑）

ＧＭ：では、最後はバルムンク。




　そこは、昼とも夜ともしれぬ暗くら闇やみに満ちた場所。

　小さな影――バルムンク一二人衆がひとり、大鎌のモンドーラが、虚こ空くうによびかける――。

「メルトランドに入ったピアニィ一行は、私が始末する」

　その小こ柄がらな体からは予想もつかぬ殺気がにじみだす。




アキナ：モンドーラ？

ドラン：『ブレイク』などに登場したバルムンクです。




モンドーラ

　〝大鎌デスサイズ〟のモンドーラ。バルムンク一二人衆に数えられる実力者である。種族はフィルボル。その名の通り大鎌の使い手だ。今回のグラスウェルズとレイウォールによるフェリタニア侵攻を、背はい後ごから演出しているのがこの男。
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　そしてモンドーラは通信の相手に指し示じを出す――。

「ソードブレイカー！　万一のこともある。〝フェリタニア領内で活動しているピアニィ〟たちは、おまえにまかせるぞ」

「承しよう知ちした。少し気になることもある。その真しん偽ぎによらず、〝フェリタニアのピアニィ〟は我われが必ず息の根をとめよう――」低い声で受けるソードブレイカー。「偽にせ物ものであれば、そのような任務を受けたことを後こう悔かいさせてやるまで」

「もはや、失敗は許ゆるされんぞ――」

　モンドーラの念ねん押おしを最後に、両者の会話は打ち切られた――。




ドラン：ここは『無印』三巻とはちょっと違うな。

ＧＭ：今回の敵の顔見せはしときたかったもんで（笑）。

マルセル：どうやら、こっちはこっちで安あん穏のんとしてはいられそうにない。

アキナ：アキナとしては、来るならこいという感じです。こっちでがんばると、アル兄様がそれだけ楽になるしね。







◆Middle 03◆決戦は大浴場




　温泉街クオラルで一泊ぱくすることになった一行。

　英気を養い、明日に備そなえるべく、足取りも軽く温泉へ向かうアキナ。

　しかし、その影では―――。




ＧＭ：さて、次のシーンですが、実はクオラルは特別イベントがあるんですよね。

アキナ：もしかして温泉シーンですか!?

ドラン：ほほう。どうやら、ワタシの魅み惑わくのボディをお見せする時がきたようナリ。

ギィ：お前のドラム缶ボディを見て、誰が得するんだよ！（笑）

アキナ：あはは――っ！（笑）

ＧＭ：その晩ばんアウロラがアキナにあてがわれた部屋を訪たずねてきます。「アキナお嬢じよう様さま、久ひさしぶりに一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りませんか？」

アキナ：いいよ！　一緒に行こ――っ！（笑）

ギィ：そういや、女じよ性せい型のエクスマキナだったか。こいつは錆さびないんだな。

アキナ：じゃあ、大丈夫だね。温泉、温泉～♪

ＧＭ：うきうきと歩き出すアキナ。数分後。ふたりは宿にある温泉に到着します。

アキナ：身体とか速そつ攻こうで洗あらい、温泉に入る。あー極ごく楽らく極楽。アウロラ――いいお湯だよ！（笑）

ギィ：すっかり任務の緊張から解かい放ほうされて――リフレッシュしているな（笑）。




　だが、そんなアキナに迫せまる怪あやしい影――。




ＧＭ：では、みなさん。ここで【感知】判定をしてもらえますか？　難易度は11。アキナのもとに刺し客かくが迫ろうとしているのです！

ドラン：なにいっ!?　このタイミングでかっ!!

マルセル：だが、我々はシーンに登場していないが？

ＧＭ：そこは、特例処しよ理りとします。男だん性せい陣じんもこの場にはいませんが判定してください。男女別の浴場ということでピンチを演出したかったんですが――。男だん性せいＰＣがまったく参戦できないと、不利すぎると考えまして――。

ドラン：ひどいご都合主しゆ義ぎな気もするが。それはそれでよし！（笑）

ギィ：まあ、やりたいことはわかる（笑）。

アキナ：うぅ。せっかくのサービスシーンがぁ……？




　嘆なげくところ――そこですか？




アキナ：こんな時に刺客が来るなんて!?　もしやこの任務中、ずっとこんな感じかなぁ？

ＧＭ：そうです。それが『デスマーチ』というリプレイなのです（笑）。

アキナ：いやああああああ――――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：この判定に失敗すると、アキナは防ぼう具ぐなしで戦せん闘とうすることに。

アキナ：ええええええ――っ！（笑）

ＧＭ：他のみなさんは、成功すれば一ラウンド目のセットアッププロセスから、失敗すると二ラウンド目のセットアッププロセスから登場、となります。

マルセル：失敗すると、敵に主しゆ導どう権けんをもっていかれる――か。

アキナ：うぅ――ちょっと厳きびしいけど……あっ、やった！　５の５で出目が10。達成値14で成功したよ！

一同：おおっ！




　他の面々も次々と判定――。ギィ、マルセルが成功。ドランが失敗となった。




ＧＭ：では、アキナの鋭えい敏びんな感覚が、近づいてくる複ふく数すうの殺気を感じ取ります。

アキナ：殺気っ!?　ざばっと湯船から出て、念のため持ってきてた武ぶ具ぐを身につけます！
















ＧＭ：静かに大浴場に進入してくる――無数の影。

ギィ：なんか、シュールな光景だな、おい（笑）。

ＧＭ：絵え面づらはそうですね。なお、判定に成功したマルセルとギィは、最初から戦闘に参加できますよ。

ギィ＆マルセル：了解。

ドラン：わたしは異い常じように気づくのが遅おくれたんで、二ラウンド目から参戦かな？

ＧＭ：そういうことで。さて、改めて状況を説明しましょう。襲しゆう撃げき者しやは黒衣に身を包つつんだ男たちです。ひとりは黒くろ塗ぬりの短たん剣けんを持つリーダーの男（以後、リーダー）。他に長ちよう剣けんを持つ男がひとり、魔ま法ほうの杖つえを携たずさえたふたりの男もいます（ポーンを配置する）。

マルセル：ウォーリアとメイジというところか。

ＧＭ：仮か称しよう、剣けん士しと魔ま法ほう使つかいとしておきましょう。ちなみにモブではありません。それとアウロラも応おう戦せんするので、敵の数は若じやつ干かん減へりますね。こちらのエンゲージは無む視しして構いません。

アキナ：おおっ、アウロラさん、ありがとう！　アウトレイジを両手で構えます！

ギィ：なら、そこで登場だ。物音に気づいて、脱だつ衣い所に飛び込む。……おい、今変な音が……敵てき襲しゆうか！

マルセル：私も登場です。旅が始まった初日に襲しゆう撃げきとは、敵の情じよう報ほう網もうもあなどれないな。

ＧＭ：では、ここから戦闘を開始しましょう！




●第一ラウンド

行動値

　リーダー：　　　　　18

　ギィ：　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　12

　アキナ：　　　　　　12

　剣士？Ａ：　　　　　９

　魔法使い？ＡＢ：　　９
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ＧＭ：では、セットアッププロセスとなります。

ギィ：《コンバットセンス》を使って、【行動値】を＋10する。これで【行動値】25だ！

マルセル：《アンパッサン》を使用。10メートル移動して、ギィとアキナの中間地点ぐらいまで移動だ。範はん囲い攻こう撃げき対たい策さくにエンゲージを分けておく。

ＧＭ：他に使用するスキルはないですね？　では、メインプロセスに入りましょう。こちらはリーダーが【行動値】18なので、25のギィが先手です。

ギィ：《トルネードブラスト》《ハイパーブラスト》を部下のふたりにぶち込こむ！

ＧＭ：エネミー識しき別べつもしてないのに、いきなりですかっ!?




《ハイパーブラスト》

［ＣＬ＋１］レベル以下のモブを戦闘不ふ能のうにする《トルネードブラスト》の効こう果かの対象を、モブ以外のエネミーに適てき用ようできるようにするサムライのクラススキル。




ギィ：まあ、ひとつの賭かけだな。相手が９レベル以下なら一気に戦力を半はん減げんできる。

ＧＭ：くっ！　……敵の剣士と魔法使いは９レベルなので、ギリギリ倒たおれます！

一同：おおっ！

ドラン：ついてますねぇ。

ＧＭ：とほほ（笑）。まさか、いきなり《ハイパーブラスト》を撃うってくるとは。

ギィ：賭けはオレの勝ちだな（笑）。素す早ばやく弓に矢をつがえて、次々と射しや撃げき急所を射貫いていくぜ！

ＧＭ：あまりの早はや業わざに、黒衣の男たちは悲鳴を上げる間もなく倒れていきます。

ギィ：にやりと笑って叫さけぶぞ。へっ、前ぜん座ざはすっこんでなっ！

ＧＭ：次はリーダーの行動です。「ピアニィ女王、覚かく悟ご！」マイナーアクションで《ダッシュアタック》を使い一気にアキナへ迫るっ！　そして《インベナム》を使用。

マルセル：［毒］か！




《インベナム》

　マイナーアクションで使うスキル。［命中判定］の達成値に＋ＳＬの修しゆう正せいを得る。ダメージが１点でも入ると、バッドステータスの［毒］を対象に与える。




ＧＭ：さらに、メジャーで《連続攻撃》を行ないます。これで攻撃回数が二回に――。リーダーの持つ短剣が素早く振られる。まずは一発目……命中は20！

アキナ：そんなの避さけられないって！　回かい避ひ失敗！

ＧＭ：では、ダメージロール！　《デスゲイル》を使用して、ダメージを＋18します。

アキナ：だったら、こっちは《ウェポンガード》っ！　ダメージマイナス７！

ＧＭ：ダメージは42点！　さらに１点でも入ったらバッドステータスの［毒］が入ります！

マルセル：アキナに《プロテクション》！　ダメージを32点軽けい減げんだ。

ＧＭ：32点も削けずられた!?

マルセル：５Ｄ＋13だからな。出目もかなり走った。

アキナ：防具と《ウェポンガード》も入れて、ダメージは０！

ＧＭ：「馬ば鹿かな、俺のが一いち撃げきが防ふせがれた!?　しかしっ……！」リーダーは驚おどろきますが、すぐさま二撃目を放ってきます！　命中は22！

アキナ：だから、無理だってば――――っ！　回避失敗！（笑）

ＧＭ：命中ですね。では、再ふたたび《デスゲイル》！　ダメージは51点です！

アキナ：防具で20点防いで、31点食くらっちゃった！

マルセル：それでも防具があるだけマシだな。ＧＭもなかなかえげつない（笑）。

アキナ：うん。タオル一いち枚まいだったら、かなりやばかった！

ＧＭ：『デスマーチ』の名は伊だ達てじゃないですよ？　さて、リーダーの黒い短剣がアキナの肩かたを深く切きり裂さきます。さらに傷きず口ぐちから毒が入はいり込こむ。バッドステータスの［毒］を受けます。

アキナ：ああ、［毒］がきた。

マルセル：アキナ、《インデュア》だ。あれを使えば、バッドステータスを打ち消せる！

アキナ：おおっ、そうでした！　《インデュア》します！

ＧＭ：むう、では［毒］は無む効こう化かされました。「俺の毒が効きかない？　フェリタニアの女王は化け物かっ!?」リーダーの男が舌した打うちします。

アキナ：ああ、勘かん違ちがいしっぱなしなんですね（笑）。

ドラン：ピアニィはピアニィで、別の種類の〝化け物〟なんですがね（笑）。

ＧＭ：さすがに、魔法使いと聞いていたピアニィが、でっかい剣を持ってるので、リーダーは「な、何か、おかしい――」と思い始めてます（笑）。

マルセル：この際さい、勘違いしたまま、返かえり討うちにしてしまおう。下手に情報を持ち帰られてもやっかいだ。

ギィ：――だな。

ＧＭ：次はアキナとマルセルの手番です。順番は自由にどうぞ。

アキナ：それじゃあ、まずあたしから行くよ！

マルセル：こっちは支し援えんが本ほん領りよう。攻撃は任まかせるとしよう。

アキナ：任されたっ！　マイナーアクションで《スマッシュ》。メジャーアクションで《バッシュ》を使って、目の前のリーダーの男に攻撃っ！

ＧＭ：華きや奢しやな少女が、鋼こう鉄てつの塊かたまりのような大剣を振るって鋭するどい攻撃を入れてくるのを見て、男が驚きよう嘆たんします。「なにっ……!?」

アキナ：いっけーっ！　命中判定は……17！

ＧＭ：こちらの回避は17。ギリギリ回避です！

ドラン：うーん惜おしいですねぇ。

ＧＭ：「その若わかさで大した剣捌さばきだが、まだまだだな」にやりとリーダーの男は笑って言う。

アキナ：うう、悔しいーっ！

マルセル：次は私か。……またアキナが《連続攻撃》を受けるとやばそうだ。《ヒール》をしておこう。魔ま術じゆつ判定は……普通に成功。54点回かい復ふくだ。

ＧＭ：全ぜん快かいじゃないですかっ！（笑）　やわらかな光がアキナを包つつみ込こむと、肩に付けられた傷きずが瞬またたく間まに塞ふさがります。

アキナ：マルセルさん、ありがとう！　さすが、マルセルさんはいい人です！

マルセル：アキナ――そう言って私を便利に使う気じゃあるまいな（笑）。

アキナ：えへっ！　そんなことないですよ！（笑）

ＧＭ：では、次は魔法使いが動きます。マイナーアクションで《エキスパート：火》を使用。魔術判定の達成値を＋４、ダメージに＋12。メジャーで《ファイアボルト》をアキナに。呪じゆ文もんの詠えい唱しようとともにふくれあがった炎ほのおが、あなたへ向けて解とき放はなたれます――。

アキナ：また、こっちに来たーっ！

ギィ：完全にアキナに狙ねらいを絞しぼってるのか。

ＧＭ：彼らの狙いは、アキナ――正せい確かくにいうならピアニィですけど。さて、魔術判定は……クリティカル！

ドラン：おい――――っ！（笑）　ちょっと、ＧＭのダイス目、良すぎないですか!?

ＧＭ：どうも、絶ぜつ好こう調ちようのようです（笑）。

アキナ：回避はできないや。

ＧＭ：ではダメージロール……48点。ちなみに〈火〉の魔法ダメージになります。

マルセル：《プロテクション》！　そいつを31点軽減だ。

アキナ：【魔法防御力】を引くんだよね。５点引いて、さらに31点減って……12点受けた！

ＧＭ：むう、こんなものですか……。やはり《プロテクション》は厄やつ介かいですね。これでこちらの行動は終しゆう了りようです。第二ラウンドへ行きましょう。




●第二ラウンド

行動値

　リーダー：　　　　18

　ギィ：　　　　　　15

　ドラン：　　　　　14

　マルセル：　　　　12

　アキナ：　　　　　12

　魔法使い？Ａ：　　９
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ドラン：ようやく登場できる！　遅ればせながら、助すけ太だ刀ちに参りましたよ！　ずばーんと脱衣所のドアを開けて、戦場に飛び込みます！

ＧＭ：「ちっ、新手か」吐はき捨すてて、リーダーが動きます。マイナーアクションで《インベナム》。メジャーアクションで《連続攻撃》で対象はアキナ。一発目は……クリティカル！

一同：なに―――っ!?

ドラン：またですか！（笑）

ＧＭ：ここで黒塗りの短剣が不気味に輝きます。こいつはモノブレイドという魔法の武ぶ器きで、クリティカルすると【物理防御力】を０にできるのです。

マルセル：マズイ！　鎧よろいの防御力が消えた、だと!?

アキナ：あわわっ!?　なんとか回避を……って、１のゾロ目!?

ギィ：ここで、ファンブルかよ――――っ！（笑）

一同：最悪だぁ――――っ!!（笑）

アキナ：あうあうあーっ！

ＧＭ：オイシイですよ？　アキナさんっ!!　きっと、足元にあった石せつ鹼けんを踏ふんづけて、体たい勢せいを崩くずしたんでしょう（笑）。

アキナ：この石鹼おきっぱなしにしたの誰――っ!?　とりあえず《ウェポンガード》。

ＧＭ：ここで実は三回しか使えなかった《デスゲイル》――最後の一発を使用。…………ダメージは53点！

マルセル：《プロテクション》で、32点軽減！

アキナ：ダメージ14点食らっちゃう。とりあえず［毒］は《インデュア》しとくね。うう、【物理防御力】を消されなければ防げたのにーっ！

ＧＭ：それではリーダーの二発目――命中は21！

アキナ：もう、全然ダメだーっ。攻撃食らいまくりだよ！




　アキナの嘆きが浴場に響く。

　だが、リーダーが《デスゲイル》を使い果たしたこともあり、この攻撃もアキナにたいしたダメージを与えられない。さらにドランが参戦したことで、戦況はエンジェルファイヤー側に有利な形で進んでいく。

　しばらくの攻こう防ぼうを重ねたのち、ついにアキナがリーダーにとどめの一撃を放つ――。




アキナ：ダメージは60点！　これで、どうだ！

ドラン：これでとどめナリ――！

ＧＭ：それは耐たえられませんね。アキナの鋭い斬撃を受けて、男は「ううっ……！」とうめきながら、浴よく槽そうの中に倒れます。そして、その直後、彼の身体が爆ばく発はつします！

ギィ：爆発すんのかよっ!?

ＧＭ：派は手でに水柱が立ち、爆ばく風ふうが吹ふき荒あれますが、みなさんに特に被ひ害がいはでません。ただ、襲撃者は跡あと形かたもなく吹ふき飛とびます。部下たちも同様に続いて爆発します。

マルセル：証しよう拠こ隠いん滅めつか……。これじゃあ、敵について調べようがない。

アキナ：バルムンクって恐おそろしい敵なんだね――。

ギィ：みんな無事だったんだから、問題なしさ。ドロップ品も入って（描えがかれていないがドロップ品処理は行なっている）、オレは満足さ。

アキナ：もう、ギィさんったら（笑）。あっ、そうだ！　アウロラはどうなったの!?

ＧＭ：無事ですよ。あちらも丁度、敵を倒したところで、アキナの方に駆かけ寄よってきます。「ご無事ですか、アキナお嬢様！」

アキナ：大丈夫だよ！　アウロラも無事みたいだね。よかった――。




　なお、戦闘終了後、被こうむったダメージはポーション類で回復。さらに魔法使いからドロップ品としてイレーションローブを入手した。これはドランが装そう備びした。




　この後、一行は今後の行動について話し合った。

　クオラルに滞たい在ざいし続け、敵の目を引きつける案も出たが――。

　立て続けに襲撃を受けると、街に被害が出る可か能のう性せいも否ひ定ていできない。

　それらを考こう慮りよし、エンジェルファイヤーの一行は、早々に街を後にすることになった。







◆Middle 04◆生み出される伝説




　慌あわただしくクオラルを出たアキナたちは、街かい道どうへ出たところで話合う――。

　任にん務むを果たすためにも、より安全に行動するためにも、次の目的地は早々に決めたい。

　そして、エンジェルファイヤーの決けつ断だんは―――。




ＧＭ：さてみなさん、クオラルの次はどこに向かいますか。

アキナ：そうだねえ。近場だとフェリストルかトレイルかな？

ギィ：あと、鉱こう山ざんの街クロフトもあるな。トレイルは……初めて聞く名前だな。

ＧＭ：今回初出の名前ですからね。交通の要所に建たてられた城じよう砦さいです。

アキナ：砦とりでなんだ。

マルセル：なら、ここで私わたしが主しゆ張ちようさせてもらおうか。

ギィ：おっ、マルセル。何か案があるのか？

マルセル：（頷うなずきながら）さきほどのようなバルムンクの襲しゆう撃げきが続く公算が高い。しかも連中は自じ爆ばくまでする危き険けんな思想の持ち主だ。襲撃がエスカレートすることも予想される。

ギィ：だろうな――。

マルセル：民間人に被ひ害がいを出だすのは極力控ひかえるべきだろう。ならば、行く先は自然と限かぎられてくる。私は、砦であるトレイルへ行くべきだと考える。

アキナ：……マルセルさん――やっぱり、いい人なんですね！（笑）




[image: ]




マルセル：バ……、バカなことを言うな！　フェリタニアを護まもる軍人として、任務遂すい行こうを第一に考えているだけだっ！　と、逆ぎやくギレ気味に言います（笑）。
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ドラン：な――なんというツンデレ（笑）。

ギィ：まぁ（笑）、砦なら敵てきにも進入もされにくいかもしれねえな。

アキナ：そうだね。次の目的地はトレイルで！

ＧＭ：では、みなさんは、夜を徹てつして移い動どうのはて、トレイルに到とう着ちやくします。
















ギィ：とんだ強行軍だな。本当なら温おん泉せんでのんびりできてたのによ。

ＧＭ：さて、トレイル砦はかなりくたびれた感じの外観です。中に入っていくと、砦の補ほ修しゆうのためか、耳に入ってくるのはコーンコーンと鎚つちを叩たたく音――。

ドラン：いそがしそうナリ。

ＧＭ：と、そこへこの拠きよ点てんの責せき任にん者しやドラーク卿きようとフェリスという勇者がやってきます。




フェリス・フォーラス（19歳さい／女／エルダナーン　投とう稿こう者しや：福ふく井い県けん新條悠ゆう貴きさん）

　ボーイッシュな髪かみ型がたと、ハンサムという言葉が似に合あうメイジ／シーフ。その容よう姿しでよく男だん性せいに間ま違ちがわれることにコンプレックスがある。旅の途と中ちゆうのベネットに出会い、その生き方に感化され、フェリタニア軍に志し願がんしてきた。
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ギィ：ベネット親しん衛えい隊たいもそうだが――ベネットが旅をしていると、自然と在ざい野やの人材がくるのはなんでだ――（笑）。

ＧＭ：きっとそれが彼かの女じよの魅み力りよく（笑）。さて、指し揮き官かんふたりが、みなさんのもとへ挨あい拶さつに来ますよ。「ようこそ、我わが輩はいの砦へ！　ピアニィ陛へい下か、よくぞお越こしくださいました」仰ぎよう々ぎようしく礼をしながら、ドラーク卿が言います。

アキナ：ボロが出るといけないんで、ぺこりとお辞じ儀ぎを返すだけで（笑）。

ＧＭ：ドラーク卿はそっと、アキナにだけ聞こえるように囁ささやきます。「こんなにも早く、先日のディナーの約束を果たす機会を得られようとは思っていませんでしたよ」このふたりは例によって、アキナたちの任務を知っています。

アキナ：と、とりあえず微ほほ笑えみを返しておきます（笑）。

ＧＭ：「本来なら兵士たちを鼓こ舞ぶするため、演えん説ぜつをしていただきたかったのですが……」と、真ま面じ目めなフェリスは表ひよう情じようを曇くもらせます。

ドラン：ですが、どうしたナリか？

ＧＭ：「砦の老ろう朽きゆう化かがひどくて。休みなく補修を進めないといけません」閲えつ兵ぺいをしている余よ裕ゆうもないもので―――と、新兵から老兵まで駆かり出だして、補修作業をしている砦の様子を指ししめします。




　そこには、まだまだ多くの作業を残している城じよう壁へきと、突とつ貫かん作業に疲ひ労ろうの色の濃こい兵士たちの姿すがたがあった。




アキナ：なるほど！　（さらりと）なら、あたしたちも手伝いますか？

ＧＭ：「ええっ!?」生き真ま面じ目めなフェリスは驚おどろきます。

ドラン：ワタシも驚いて意見するナリ――いや、それは女王としていかがかナリか？（笑）

ＧＭ：一方ドラーク卿は乗り気です。「ほほう、それはありがたい！　女王みずから砦の復ふつ旧きゆうに携たずさわるとなれば、兵士たちも、作業に力が入るというもの！」

マルセル：おいおいＧＭ、いいのか？

ＧＭ：もともと、型かた破やぶりなドラーク卿のほうから補修の手伝いを頼たのむ予定でしたから。アキナが提てい案あんするとは予想外でしたが……（笑）。というわけで、ここでのイベントは、砦の補修の手伝い――となります。

マルセル：ふむ、では一いち応おう、私はアキナに反対しておこうか。……しかし偽ぎ装そうとはいえ、女王自ら砦の補修というのは……。

アキナ：じゃあ、ピアニィさんのつもりで――これもお仕事ですよ、軍ぐん師しマルセル。がんばりましょう！

マルセル：ぐ。そんな言い方されたら従したがうしかないだろ（笑）。……女王陛下の仰おおせのままに。

ギィ：強行軍に続いて、力仕事とはな。休む暇ひまもありゃしねぇ。肩かたをすくめよう。

ドラン：それじゃあ、ひとがんばりしますか。アームをドリルとトンカチに変えるナリ。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：ま、またドランに新機き能のうが――！（笑）　じゃあみなさん、難なん易い度ど14で【筋きん力りよく】判はん定ていをしてください。ちなみに、ひとりでも成功すればＯＫです。

マルセル：肉体労働は苦手だ……。

ドラン：わたしたちは知ち性せい派はですからねえ。

ギィ：オレたちが頑がん張ばるところだな。行くぞ、お嬢じようちゃん。

アキナ：おーっ！




　気合を入れ、ダイスを振ふる一同。

　その結果は―――。




マルセル＆ドラン：失敗！

アキナ＆ギィ：成功！

マルセル：まあ、予想通りの結果だな。しかも、私はファンブルだ。慣なれない力仕事で、盛せい大だいに転こけてしまうぞ。埃ほこりまみれになりながら……くっ、まさかこのような！

ドラン：ワタシも似にたようなもん（笑）。ドリルでうっかり、穴あなを開けすぎたナリ。

ＧＭ：「そこのドラム缶かん――そんな大おお穴あなあけたら、城壁の意味ねぇ――って！」（笑）　兵士たちに苦く情じようを言われたり（笑）。

ギィ：「しょうがねえな」こっちは余裕で丸太とかを肩に担かついで、次々と運んだりするぜ。

ＧＭ：周囲の兵士たちが、さすがは女王付きの者だ――と賛さん美びの視し線せんをギィに向けます。

ギィ：ほう。そいつは悪い気はしねえな（笑）。ところでお嬢ちゃんは……。




　ふと、ギィがアキナのいるであろう場所を見てみると――。

　そこには、力強く巨きよ大だいな木き槌づちを振りかぶって杭くいを打つ、ツインテールの少女の姿があった。




アキナ：おりゃ――――――っ!!

一同：おい――――っ！（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：近づいて、こっそり耳打ち。……アキナさん、大変ご活かつ躍やくのようですが、あの、もう少し女王らしく……！（笑）

アキナ：やっぱり、いざという時に命をかけてくれる兵士たちのために、できることをしておきたいかなって。きっとそうやって頑張るのも女王の役目だよ！　そう言って、鎚を振るったり、石材運んだり全力全開で！（笑）

ドラン：こ、この娘――とまらないナリ！（笑）

ＧＭ：ピロリロリン！　好感度があがりました。

ギィ：なんだよ、好感度って！（笑）

ＧＭ：まあフラグがひとつたったということで（笑）。兵士たちは感かん激げきしてますね。「女王様が、オレたちに混まざって汗あせ水みずたらして頑張ってくれてる……」「オレたちも頑張らねえと！」

アキナ：やったー！　好感度ア――ップ！（笑）

マルセル：ここの兵士たちは兵士たちで、おかしいぞ（笑）。

ＧＭ：まあ、それだけ助かったんでしょう（笑）。というわけで、トレイル周辺では、怪かい力りき女王というふたつ名とともに、ピアニィの評ひよう判ばんが上がるわけです。

ギィ：怪力女王！（笑）

ドラン：またひとつ、ピアニィの伝説が生まれてしまったナリ（笑）。

ＧＭ：このように、兵士たちに好こう評ひようを博したアキナ。砦の補修も驚くほどはかどりました。

マルセル：むう、アキナには人を引きつける何かがある……のか？（笑）

ＧＭ：フェリスもその働きぶりに感心します。この後、エンジェルファイヤーにはドラーク卿が用意した、おいしいディナーの後、ゆっくりとした休息の時間が待ってます。

アキナ：わーい！
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　この一件けん以い降こう――。トレイル砦の周辺で、その持ち前の怪力で、槌つちを振るい、岩を運び、一夜でぼろぼろの砦の補修をなしとげた、怪力女王ピアニィの伝説が誕たん生じようした。




　そして、それは近きん隣りんの人々に、広く語かたり継つがれたという――。







◆Middle 05◆隠かくされた脅きよう威い




　トレイルでドラーク卿の歓かん待たいを受け、身体を休めた一行は、さらに次の街へと向かう。

　様々な情報を検けん討とうした結果、決まった行く先は―――。




ＧＭ：――次の目的地、エザールにたどり着きました。
















ドラン：ギンブリーのいるマイヤも捨すてがたかったナリ。

マルセル：エザールも民間人のいない砦だというしな。

ＧＭ：はい。エザールはメルトランドとの国こつ境きように近く、頑がん強きように作られた砦です。

ドラン：ふっふっふ。ゴノレゴ十四世と会えるのが楽しみナリ。旧きゆう友ゆうですから。

アキナ：ほんとーに、ゴノレゴさんが好きなんだね。

ドラン：いやー、伊達にリイド社の単行本、全ぜん巻かんを買ってはいませんよ（笑）。

ＧＭ：さて。堅けん牢ろうな外がい壁へきに囲まれたエザールの中。広場でゴノレゴが兵の調練をしているところです。さらにミュールという女じよ性せいが、ゴノレゴの補ほ佐さをつとめています。




ミュール（80歳前後／女／エクスマキナ　投稿者：愛知県　無銘秋霜さん）

　もとは歌か劇げきの女じよ優ゆうとして活躍していたエクスマキナ。20歳前後の容姿だが、実じつ際さいには80年近く稼か働どうしてきた超ちようベテラン。レイウォールのベルフトに故こ郷きようを滅ほろぼされ、復ふく讐しゆうのためにフェリタニア軍に志願を決意。『無印』三巻かんで登場している。
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アキナ：おおーっ！

ドラン：出た、ゴノレゴっ！（笑）

ギィ：あのベルフトに喧けん嘩かを売ろうっていう歌うた姫ひめミュールもいるのか！　さすが前線に近い砦だけあって、強そうなキャラクターが配置されてるな――。

ＧＭ：アキナたちに気づいたゴノレゴが、兵士たちの訓練を止めます。部下たちに休きゆう憩けいを命じた後、こちらへやってきます。

マルセル：さすがは前線――。油ゆ断だんのなく準じゆん備びをしているようだな。

ドラン：ヤツは何度も危き機き的てきな状じよう況きようの戦いに挑いどみ、奇き跡せきと呼よばれるような武ぶ勲くんをあげてきた戦士ナリ。

ＧＭ：ま、また適てき当とうなことを（笑）。……さて、ミュールさんが近づいてきて話しかけます。

「ピアニィさま。兵士たちに何か声をかけあげてくださいませ」

アキナ：エザールでもクオラルと同じように、兵士たちを励はげませばいいんだね？（笑）

ドラン：ま、またアイドル伝説ピアニィか？（笑）

ＧＭ：実は、ここでの演説は判定不要です（笑）。後に別のイベントが用意されてまして。

アキナ：判定なしで終わった！（笑）

ギィ：じゃあ、兵士たちにはまた好評だったということで。

ＧＭ：そんな感じで――。演説終しゆう了りよう後、ゴノレゴがさらに厳きびしい調練を兵に課します。

ギィ：吊つるした蚤のみを、弓で射いる訓練とかな！（笑）

ドラン：過か酷こくすぎるだろ、ゴノレゴ！（笑）

ＧＭ：あなたたちにはミュールが休息を提案します。「わたくしがお部屋に案内いたします」

ギィ：何だか、ようやくゆっくりできた気がするぜ。

ドラン：襲撃を受けたり、砦を直したり、肉体労働系が多かったですからねえ。

ＧＭ：さて、みなさんが食事などしつつ休んでいると、ひとりのメイドが現あらわれます。名前はミレイ・フィリング。読者投稿ＮＰＣですね。彼女は息を切らせて、緊きん迫ぱくした表情を浮うかべて、みなさんの方へ駆かけ寄よってきますよ。




ミレイ・フィリング（20歳／女／ヒューリン　投稿者：神か奈な川がわ県けん　高原ユウさん）

　もともとは貴き族ぞくの令れい嬢じようだったが。〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟時に家が取とり潰つぶされてしまい、遠とお縁えんであったナイジェルに引き取られた。以降フェリタニア王宮に仕える。実は優ゆう秀しゆうなニンジャとして、宮きゆう廷ていの警けい護ご役やくもつとめる。
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アキナ：んっ、何かあったのかな？

ＧＭ：ミレイがかしずきながら報ほう告こくします。「ピアニィ陛下！　先ほど、バーランドのナイジェル様から火急の報しらせが！　お人ひと払ばらいのうえ、こちらへ来ていただけませんか？」

アキナ：――アル兄様になにか、あったのかな？

マルセル：……（少し考えて）……ちょっと待て……。

ギィ：人払いする必要があんのか――って話だな（笑）。

ＧＭ：と――ここで、【感知】判定をしてください。難易度は14で、ひとりでも成功すればＯＫです。




　しかしこの判定、アキナ、マルセル、ギィと、立て続けに失敗してしまう。




ＧＭ：おおっ！　失敗ですね♪　――あ、ドランは？

ギィ：なんで、嬉うれしいそうなんだ！（笑）

ドラン：【感知】なら余裕ですよ。ほい……達成値15で成功です！

ＧＭ：ち！（←つまらなそうな顔）

ドラン：だからなんで、そんなに残念そうなんだよ！（笑）

ＧＭ：いえ、ちょっと（笑）。では、ドランだけが気づきます。ミレイの着ているメイド服の右袖そでに武ぶ器きがしこまれていることを。

ドラン：わたしの金きん属ぞく探たん知ち機きが、不自然な金属反はん応のうをキャッチしたナリ！（笑）　目をチカチカ光らせて警けい告こくしよう。……警告ナリ！　警告ナリ！

アキナ：ま、また不思議な機能が――（笑）。




　ドランの目が光り、警告音が響ひびく――一同は異い変へんを認にん識しきした。
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ＧＭ：陰いん謀ぼうの失敗をさとったミレイ、袖の下からかぎ爪づめを取り出し、シャキーンとピアニィ＝アキナに襲おそいかかります。

ドラン：むう。では、むんずとミレイの右みぎ腕うでをつかまえて、捻ひねり上げる！

ＧＭ：では、それと同時にミレイの右手首から、かぎ爪のような武器―――バグナウが落ちます。「馬ば鹿かな、この私の隠おん密みつを見み破やぶるとは……！」

アキナ：ありがとう、ドラン！

ドラン：よくぞゴノレゴが守るこの砦の中に進入できたものですね。さあ、正体を明かしてもらいましょうナリ？

ＧＭ：「我わが名はミレイ・フィリング。それに偽いつわりはない」

アキナ：え？　ちょっと待って。読者さんがほんとに敵かたき役やくを送りこんできたの？

ＧＭ：そうなんですよ。ミレイはナイジェルに長いこと仕えてきた一方、バルムンクの構こう成せい員いん〝バグナウのミレイ〟でもあるという――。

ドラン：いわゆる草ナリか。

ギィ：面おも白しろれぇ――っ！（笑）　意い外がい性せいのあるいい設せつ定ていだな！（笑）

ＧＭ：さて、ミレイは正体がばれたので、撤てつ退たいします。わずかな隙すきをついて、左袖から黒い球体を取り出し、地面に叩きつけます。




　もうもうと舞まい上あがる煙けむりがみなの視し界かいを覆おおう。




ギィ：うおっ、煙えん幕まくか！

マルセル：何とか捕とらえて、情報を聞き出したいが―――。

ＧＭ：残念ながら、逃にげに徹した熟じゆく練れんのニンジャ、ミレイを捕つかまえることはできません。ただ、声だけがどこからともなく聞こえます。「気づかれなければ、ナイジェル様のもとで暮くらせたものを」実はちょっと、フェリタニアでの暮らしに未練があるようなそぶり（笑）。

ギィ：なんかいきなり、いい話になってんぞ（笑）。

ＧＭ：「ドランとかいったな……その名は忘わすれぬ」そう言って姿を消すミレイ。

ドラン：おや、何やら奇き妙みような因いん縁ねんが（笑）。

アキナ：ドランさん――フラグですかぁ♪（笑）

ドラン：いえ、わたしはティナさま一ひと筋すじナリ――（笑）。

ＧＭ：なお、ミレイの陰謀に気づかないと、「偽りの女王――誘ゆう拐かい」という別シーンへのフラグが立ってたんですよ？

マルセル：それで残念そうだったのか（笑）。

ギィ：油断も隙もねぇな！　この任務（笑）。

アキナ：危あぶなかったぁ――っ!!（笑）

ＧＭ：というわけで、バルムンクの隠密を退しりぞけたところで、シーンを終了します。

一同：――了りよう解かい。







◆Middle 06◆闇やみからの挑ちよう戦せん状じよう




　バルムンクの隠密を退けた、アキナ一行。

　エザールを後にして、さらなる旅路を行こうとしたとき、ふと街道に人だかりができているのが見えた。その中心には一本の立て札がある。

　そこに書かれている内ない容ようは―――。




ＧＭ：フラグも立ちましたし、ここから、新たな展てん開かいとなります。エザールを出発しようと歩き始めてすぐのこと。みなさんは街道に立つひとつの立て札を目にするのです。

ギィ：立て札？

ＧＭ：立て札です。人だかりになっています。指名手配書のようなものが張られてます。

ギィ：それってよ、アキナの顔が載のってたりするんじゃねえの？（笑）

アキナ：むむっ。立て札の方にいって、ぴょんぴょんジャンプして、内容を確かく認にんする！

ＧＭ：立て札に張られた文書には、こう書かれてます。




　フェリタニア女王ピアニィ。

　無む謀ぼうな政まつりごとで人々を戦争の災さい禍かにさらす有様は王としての資し格かくがないこと、明白である。

　明朝、我われらはアディーン村を壊かい滅めつさせるであろう。

　ピアニィ女王に為い政せい者しやとしての誇ほこりがあるのなら村へと来るがよい。

　来なければ民を見み捨すてた女王として、自らの尊そん厳げんが地に落ちることを覚かく悟ごせよ――。




ＧＭ：最後は〝剣けんを砕くだく者より〟、という名前で締しめられています。恐おそらくはバルムンクの手によるものでしょう。

ドラン：剣を砕く者……第一話やら、ＧＭシーンに出てきたソードブレイカーってところでしょうか。

ギィ：おそらくな。これはまた、ストレートな作戦に出たもんだな。

マルセル：しかし、有ゆう効こうな手ではある。これを見み逃のがせば、女王の威い信しんは地に落ちる。

ドラン：かといって、メルトランドから戻もどればレイウォール軍とグラスウェルズ軍を止めることができなくなりますね。

マルセル：だから有効なのさ――。フェリタニアの守しゆ護ご者しや、ピアニィとしては、この文書を見逃すことはできまい。だがこれは、ナヴァールの策さくが順調に進んでいる裏うら返がえしでもある。

アキナ：んんっ？

マルセル：このような文書が出るということは、バルムンクはピアニィを捕ほ捉そくできていないということだ。すでに三日間程てい度どの時間稼かせぎはできている。相手も焦あせっているのだろう。

アキナ：なるほど。

ドラン：ちなみにピアニィ様たちは……？

ＧＭ：今まさにレイウォール軍とグラスウェルズ軍を止めるために動いています。今からアディーン村に向かっても、間に合いませんし、そもそも連れん絡らくがつきません。

アキナ：……（しばらく考えて）…………とにかく、ピアニィ様がここに行くってことにしないと、やばいんでしょ？

マルセル：それはそうだが――？

ギィ：あー、一応オレはそう言うキャラなんで言っとくが――（笑）。なんか、ヤな予感がしてきたぜ！（笑）　アキナ、まさかこんな厄やつ介かい事に首を突つっ込こむつもりじゃねえだろうな？

アキナ：だって、あたしたちの出番じゃない！　今、あたしたちはピアニィさん一行に、偽装してるんだからさ！

ギィ：だがな――ナヴァールから言われていたのは、三日ほどの時間稼ぎ――だぜ。

アキナ：そんなの関係ないよっ！　………誰だれかが行かなきゃ。――――だって、ディルの村やメルトランドの時みたいに、たくさん人が死ぬんでしょ？




　その時アキナの胸むねに去来したのは――、

　禿はげ鷲わし団だんの蜂ほう起きに巻まき込こまれ、村を追われたラディシア村の人々の姿。

　そして、二大強国の戦争に巻き込まれ、今なお苦しんでいる、故郷メルトランドの人たち。




アキナ：それに、アル兄様だったら絶ぜつ対たいに行くよっ！

ドラン：………素す晴ばらしい！　素晴らしい精せい神しんナリ。今度こそ、この土地を守りたいわたしも、およばずながら力をお貸かししたい！　――ハンドアウト的にも（笑）。

ギィ：――気持ちはわからなくもねぇ。でもよ、逆にピアニィがその村にいるってことにな

って、メルトランドからレイウォール軍とかがなだれ込こんでくるんじゃねえのか？

アキナ：うっ……。じゃあ、敵を全ぜん滅めつさせちゃえばいいんだよ！（笑）

ギィ：はぁっ!?（笑）

アキナ：ほら、情報が外に出る前に、この〝剣を砕く者〟ってヤツをぼっこぼこにするの！

マルセル：……ふむ。アディーンの位置からすると、両国が軍ぐん勢ぜいをいきなり送おくり込こむとは思えない。特とく殊しゆ工作部隊、もしくはゴルダ砦での〝鋼こう鉄てつの魔ま獣じゆう〟のような化け物が相手だろう。そういう独どく立りつした勢せい力りよくなら、そこにピアニィがいる――という確かくたる情報も広まりづらくはある――か。

ギィ：ハッ―――面白ぇ！　嬢ちゃんがそこまで覚悟をきめてるんだったら、その話、乗ってやるぜ！（笑）　手て柄がらのたてどきってヤツだな。

アキナ：ありがとうみんな。じゃあ、エンジェルファイヤー出動だよ！

一同：了解！

ドラン：そうそう、アディーンに向かう前に、ゴノレゴに一いつ報ぽう入れておきましょうか。ピアニィ女王はアディーンに向かったナリ――とね。

ＧＭ：では、ドランがゴノレゴにメッセージを残し、アディーン村へ向かったところでシーン終了です。




　待まち構かまえる危険を承しよう知ちで、アディーン村へ急行するエンジェルファイヤー。

　アキナは走る――。守り抜ぬきたい自分の思いを抱かかえて。




　決戦の時はすぐそこまで来ていた――。







◆Middle 07◆正せい義ぎの名のもとに




　不ふ穏おんな空気におびえるアディーン村。

　殺さつ戮りくを求め、異い形ぎようの軍ぐん団だんたちが迫せまる――。

　その行く手に立ちふさがるのは、決死の覚悟を決めたエンジェルファイヤーの一行。

　そして、アキナの想おもいに応こたえるように、彼かの地ちに勇者たちが集結しようとしていた――。




ＧＭ：それでは、みなさんがアディーン村に到着したところから、シーンを始めます。
















アキナ：了解ですっ！

ＧＭ：みなさんは街道を進み続けて今や夕ゆう暮ぐれ時――。そろそろアディーンに入ろうというあたりで、異い様ような集しゆう団だんが村に突とつ入にゆうして行こうとするのに鉢はち合あわせします。

マルセル：異様な集団？　バルムンクの軍団だな――。

ＧＭ：その通り。ここで止めなければその軍団に村に突入されてしまうという状況！　装そう甲こうを施ほどこした騎き馬ば隊たいと、ハルバードを装そう備びした重装甲の歩兵の一いち団だんが進軍しています。いずれの兵たちも虚うつろな表情で生気が全くありません。それぞれ、禍まが々まがしい瘴気を放っています。

マルセル：まるで死し霊りようの軍団だな。ゾンビか何かってところか――。

アキナ：うわあ～！（笑）

ギィ：なあ？　やっぱオレたち四人じゃやばくねぇ？（笑）

ＧＭ：ご安心を。このイベントでは、読者投稿の勇者たちも援えん軍ぐんにかけつけてくれます。

ドラン：それは、頼もしい。

アキナ：じゃあ、すぐに止めにいくよ！　ＧＭ、どうすればいいか教えて！

ＧＭ：では、死霊の軍団を止める方法について説明しましょう。ここでは以下のようなミニゲームを行うことになります（と、ルールを説明するＧＭ）。




●ミニゲーム：死霊軍団の進しん撃げきを制せい止しせよ

▼進行

・「囮おとり」「妨ぼう害がい」「制せい圧あつ」の三つの判定を行ない、死者の軍団を村へ近づけさせないようにする。判定に使用する能のう力りよく値は以下の通り。

　　囮　：【知力】　　ここにピアニィがいるぞと主張して信しんじ込こませる、等。

　　妨害：【敏びん捷しよう】　　相手の進路を先んじて塞ふさぐ、等。

　　制圧：【器用】　　敵に打だ撃げきを与あたえて、深しん刻こくな脅威である自分たちに注意を向ける、等。

・これら三つの判定結果の合計が達成値となる。各判定を行えるのはＰＣひとりのみ。ひとつの判定に複ふく数すうのＰＣで挑むことはできない。

・判定でクリティカルした場合、達成値がさらに＋10される。ファンブルの場合マイナス10される。

・判定はラウンド進行で行なう。

・各ラウンドごとに難易度が設定されており、求めた達成値が難易度に足りない場合、その差分値がダメージとなる。

・このダメージは読者投稿ＮＰＣへのダメージとなり、10を超こえるごとに読者投稿ＮＰＣがひとり戦せん闘とう不ふ能のうになる。戦闘不能になるＮＰＣはランダムで決定される。

・難易度は第一ラウンドは60、第二ラウンドは70、とラウンドが進むごとに10ずつ増ふえる。

・各ラウンドごとに算出した達成値を合計し、[image: 180]を超えるとＰＣ側の勝利となる。




マルセル：……だいたい分かった。こいつはなかなか厳しいですね。とにかく敵が村に向かうことを妨さまたげるそれぞれの判定で高い達成値を求められるわけですが――各ラウンドごとに達成値が足りないと読者投稿の勇者に犠ぎ牲せいが出かねません。

アキナ：うん。うまくやらないと、読者ＮＰＣさんが倒たおれていくんだね。

ＧＭ：では、続いて細かなルールを説明します。




▼回かい復ふく

・各ラウンドの最後、ダメージを算出したあとに「回復」の判定を行なえる。

　　回復：【精神】　　ＮＰＣをスキルやアイテムで回復したり、元気づけたりする、等。

・「回復」によってダメージが10を下回るごとに、ＮＰＣの戦闘不能は回復する。

・達成値の合計が[image: 180]を超えた段だん階かいで戦闘不能のＮＰＣがいた場合、そのＮＰＣは死し亡ぼうする。

・「回復」の判定の結果、残ったダメージは次のラウンドに持もち越こされて累るい積せきする。




▼読者投稿ＮＰＣの協力

・登場している読者投稿ＮＰＣの協力によって、判定にボーナスがつけられる。

・各ラウンド開始時にＧＭが指定した人数だけ登場する。登場するＮＰＣはランダムで決定。

・ＮＰＣの協力はひとつの判定に複数人つけてもよい。

・登場していない、もしくは戦闘不能になったＮＰＣからは協力のボーナスを得られない。




▼ＰＣの敗北

・登場している読者投稿ＮＰＣが全員戦闘不能になり、さらにダメージを受けると「敗北」となる。

・敗北になると、死者の軍団を止めることができず、アディーン村に被害が及およぶ。そして、ピアニィの名が地に落ちることになる。




アキナ：あうっ、「回復」もけっこう大事なんだね。最後まで戦闘不能のままだと、その読者ＮＰＣさんは死んじゃうみたいだし！

ＧＭ：そうですね。ともかく、これは死霊の軍団の行く手を遮さえぎったり、適てき度どに攻こう撃げきしたりして注意を引き、村に行くのを押おしとどめるための行動を表ひよう現げんするミニゲームです。

ドラン：この地の民を守るため――ですか。気合いが入ります。

マルセル：【知力】、【敏捷】、【器用】、【精神】、それぞれ、得意分野で分ぶん担たんしましょう。

ＧＭ：では、死霊の軍団を止めるための戦いを始めましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：まず第一ラウンドに登場するＮＰＣを決めましょう。




　と、何なん枚まいかの紙し片へんを裏うらにして、ＰＣに差し出すＧＭ。




ＧＭ：これは、読者投稿ＮＰＣをデータ化したカードです。第一ラウンドの増ぞう援えんは一名。どなたか、一いち枚まい引いてみてください。

マルセル：じゃあ、ここはギルドマスターお願いします。

アキナ：あたし!?　……じゃあ――いくよ！




　誰よりも早く来らい援えんした男――それはゴノレゴ十四世であった。
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一同：お前かよっ！（一同爆笑）

ギィ：結けつ果か論ろんだが、ドランの残したメッセージを見て、すかさず駆けつけたって感じだな。

ＧＭ：いやぁ――いきなりゴノレゴを引きますかぁ？（笑）

マルセル：どうした、ＧＭ？

ＧＭ：まあ、増援の中でも強力なキャラなんで（笑）。さて、最初の行動をお願いします。

ドラン：ではわたしが「囮」になるナリ！　敵の注意を引きつけるべく――――まずはピアニィ様に変へん装そうを！　がちょがちょと、モップを取り出してツインテールを形作ります（笑）。

一同：なんだそりゃ――っ！（笑）

ドラン：そして、甲かん高だかい声で「あだじビアニィ――っ！」と叫さけんで逃げるのです（笑）。
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　ドラン――その壊こわれかけの電子頭ず脳のうを交こう換かんしたい。




ギィ：………いやっ！（笑）　……お前っ！（笑）　死霊をバカにしすぎだろ？（爆笑）

マルセル：ア……ヴェルシアの因縁とか（笑）、シリアスにやってたのはいったい!?（笑）

アキナ：…………っ！（笑いすぎて机つくえにつっぷしている）

ドラン：結果よければすべてよし！（一同爆笑）　それじゃあ、いきますよ！（勢いきおいよくダイスを振る）達成値は16！

ＧＭ：死霊も、奇妙な物体が視界をうろちょろするんで、うざったそーな表情を浮かべます。

ドラン：そんなリアクションかよっ!!（爆笑）

ＧＭ：むしろ、リアクションしてくれる死霊に感かん謝しやしていただきたいっ!!（爆笑）

ギィ：なんなんだ（笑）。――次はオレが「妨害」するぜ。矢を撃うって、死霊の軍団を牽けん制せいするぞ。ここはフェイト１点使っておくぜ！　達成値は……うおっ、出目悪っ!?

マルセル：三個こ振って合計８……か。

ギィ：……達成値14だ。ドラン以上のダイスを振って達成値が低いのか――。

ドラン：これで合計30……。アキナだけで残り30だすのは、かなり厳しいですね。

アキナ：大丈夫！　あたしが一気に盛もり返かえしてみせるから！

マルセル：私の「回復」もある。誰ひとり死人はださせん。

ギィ：すまん。頼むぜ、嬢ちゃん、マルセル！

ドラン：ここでゴノレゴに協力をお願いしましょう。これで判定の達成値に＋８です。

ＧＭ：では、大剣を振ふり回まわすアキナを、ゴノレゴが射しや撃げきで支し援えんします。無言のまま次々と放たれる矢が、死霊の軍団を貫つらぬいていく。

アキナ：あたしも「制圧」いっくよーっ！　おりゃーっ！　ボーナスも足して達成値23！




　そしてこのラウンドの達成値を合計する一同。




ドラン：７点届とどきませんでしたか！

アキナ：うーん。マズイかな……。

マルセル：いや、戦闘不能が出るのは10点からだ。とりあえず、犠ぎ牲せい者しやを出さずにすむな。

ＧＭ：それでは最後に回復を。

マルセル：７点程度なら、ファンブルさえ出なければ余裕……ってぇ！




　マルセルのプレイヤーが焦りに引きつった声をだす。

　それのもそのはず、ふたつのダイスのうち、ひとつは１。

　もうひとつが１になるとファンブルとなるのだ……。




マルセル：（転がるダイスを見定めて）……――ふぅ。出目は３。

アキナ：あぶなかったぁ――――っ!!（笑）

ドラン：あやうく、ファンブルするところだったナリね（笑）。

マルセル：ギリギリだった（笑）。

ＧＭ：これでダメージは０ですね。では次のラウンドに参りましょう。




●第二ラウンド

マルセル：今度はさらに難易度が上がって、70になるんだったな。第一ラウンド目の調子からすると、少々厳しいぞ。

ＧＭ：ちなみに、このラウンドの増援はふたり。なので、カードを二枚まい引いて下さい。

アキナ：はーいっ！




　選ばれたのは、フェリス・フォーラスとスコット・ボールドマン。




ギィ：フェリスとスコットか――なんかふたりとも苦労人な印象があるな――。

アキナ：組まされた相手がギンブリーさんとかドラーク卿とかだからかな？（笑）

ＧＭ：――悪あく戦せん苦く闘とうが目に浮かぶようです。彼らのデータはこんな感じ（カードを出す）。
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マルセル：フェリスが【敏捷】で、スコットは【知力】か。

ドラン：では、早さつ速そく。わたしが「囮」作戦開始します。

ＧＭ：了解です。

ドラン：スコットの支援を受けるナリ。さあ、スコット君。このモップを頭につけて、ともにピアニィさまになるナリ！

一同：――可か哀わい想そうすぎるだろっ！（爆笑）

ＧＭ：スコットさん、同どう情じようします（笑）。

ドラン：何を言いますか！　さあ、スコットさん、走るナリ！　あなたは南、わたしは北へ！　ふたりそろって、ピアニィに変装しつつ！（笑）

ＧＭ：スコットは命令に従いつつ。（情なさけない声で）「こ……こんな格かつ好こうで、死んでたまるかぁぁぁっ！」（笑）

アキナ：ス、スコットさん泣いてませんか？（笑）

ドラン：ふっ、彼の支援で素晴らしい成果を――……って、出目が３!?

ＧＭ：死霊も「ん？　なんか横切った？」みたいなリアクションです（笑）。

ギィ：全然効きいてねえぞ、おい！（一同爆笑）

アキナ：いやぁぁぁぁぁ――っ！　ヤバイかもっ!?

ドラン：いやいや、ここはフェイトを使って振り直しますよ、はい（笑）。今度こそ……って、また３っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ギィ：マジかよっ!?

ＧＭ：では、ボーナスも加えて達成値18ですね。心底情けなさそうな顔のスコットが苦情を言います。「やっぱ仮か装そうしてもダメじゃないですかぁぁぁっ？」（笑）

ドラン：ううっ、す――、すまんナリ！（爆笑）

ギィ：やれやれだな（笑）。こっちはフェリスの協力を得て「妨害」を行くぜ。一いつ緒しよに弓を……って、こいつメイジ／シーフじゃねえかっ！

マルセル：これはまた珍めずらしい……。

ギィ：よし……オレの弓矢とフェリスの魔ま法ほう攻撃で、死霊の軍団の移動を妨害だ！　ちなみに、その時、一言こう添そえるぜ。……フェリス！　ここで怖おじ気けづいちゃ、男が廃すたるぜ！

ＧＭ：「なっ――――私は女だぁ――っ！」叫んでフェリスが魔法を放ちます（笑）。

ギィ：うははっ！　なんだ。お前、女だったのか!?（笑）　さーて、達成値の方は……ちっ、ダメだ。今回はいまいち出目が振るわねえ。ボーナス込みで達成値20！

マルセル：合計38……かなり厳しいな。

アキナ：ゴノレゴさん支援お願い！　ボーナスを足します。

ドラン：それでも32を狙ねらうとすると、先ほどよりも条じよう件けんは厳しいですね。

アキナ：それじゃあフェイト１点使って「制圧」します。ダメージが出ちゃったら、マルセルさん、よろしく！

マルセル：任まかされた。

アキナ：よいしょっ！　達成値は24だね。うーん、フェイト使ったのに、低いなぁ。

マルセル：いや、十分だ。ダメージは８点。回復可か能のうな範はん囲いだ。ＧＭ、「回復」いくぞ。

ＧＭ：どうぞ。

マルセル：今度もファンブルしなければ全ぜん快かいだ。……出目６で13点回復だな。

ドラン：よしっ、このラウンドも乗り切ったナリ！




●第三ラウンド

ギィ：さぁて、いよいよ大おお詰づめだぜ。

ドラン：このラウンドで達成値65以上でれば、勝利条件の累積達成値[image: 180]に到とう達たつしますね。

マルセル：ここで一気に決めてしまいたいな。四ラウンド目に入ったら、さすがに耐たえきれなくなるかもしれん。

ＧＭ：さて。今回の増援はひとり。

アキナ：それっ！（←カードを引く）　あ、この人……猫ねこの神官さんだ。
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　登場したのはニャール・ラタン。リック・ガーワンとアディーンを守しゆ備びしていた神官だ。




ＧＭ：登場したニャールはいいます。「アディーンはリックに任せてきたにゃ。彼が村人を逃がしてるけど、まだ時間がかかるにゃ。あたいにもなんか手伝わせてにゃ！」

アキナ：やった！　猫さん一緒にがんばろう！




リック・ガーワン（35歳／男／ヒューリン　投稿者：広島県　35歳萌もえる闘とう将しよう３児のパパさん）

　旧きゆうアヴェルシアの貴族出身で優秀なパラディン。ピアニィの理想に共鳴し、一家そろってフェリタニア軍に参加している。




[image: ]




マルセル：ニャール・ラタン……【精神】が高いな。しかし、今の状況だと回復より、他のアクションを手伝ってもらって、達成値を底上げした方がいいか。

ギィ：他の能力値は横一線だな。なら、嬢ちゃんの援軍をしてもらおうか。

ドラン：うさぎ耳のスナイパーに、猫耳の神官……。カオスな戦場ナリ（笑）。

アキナ：いいじゃない、可か愛わいくて（笑）。

マルセル：というか、どちらもドランに言われたくないだろう（笑）。

ＧＭ：ニャールは「サポートするニャン！」と、メイス片かた手てにアキナの横に並ならびます。

アキナ：よろしく！

ドラン：それでは、最後の一仕事といくナリ！




　ドランとスコットの「囮」、ギィとフェリスの「妨害」は、出目もよく達成値の合計41。　ここにきて、お互たがいの呼こ吸きゆうをつかんできたようだ。




ドラン：――あと24出せれば勝利ナリ。

マルセル：アキナの攻撃はゴノレゴとニャールのボーナスで＋13されるんだ。これはいける。

アキナ：よーっし、それじゃあ、これで最後だ！　達成値29！

ギィ：行ったぁ――っ！




　ゴノレゴの射撃に支ささえられ、死霊軍団の中に飛とび込こんで暴あばれ回まわるアキナとニャール。

　その勢いは、死霊すらたじろぐほどのものであった。

　そして――ついに死霊軍団は全力をもってアキナたちを殲せん滅めつするべく動きはじめた――。




ギィ：ＧＭ、このラウンドもＮＰＣにダメージ来るのか？

ＧＭ：来ます。ダメージは10点なので、ファンブルするとひとり死者が出ますよ。

マルセル：いや、ファンブルはせんぞ。出目が１の５で６。全快だな。

ギィ：集ってくれた勇者を死なすわけにはいかんさ。

アキナ：だよね――。まだ、戦いも続くみたいだし――。

ＧＭ：そう。ついにあなたたちはやりとげました。バルムンクの死霊軍団のアディーンへの進撃をやめます。そのかわり、あなた方を真の敵と見定めて向かってくるのです。というわけで、クライマックスに突入しますよ！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax  01◆決意を抱だいて――




　ついに、バルムンクの死し霊りよう軍ぐん団だんと対たい峙じするエンジェルファイヤー。

　ただ――屠ほふる。シンプルな行動原理に突つき動うごかされ、死霊たちはアキナたちを見み据すえる。

　そんな中、ひとりの男がその軍団の中央から姿すがたを現あらわした――。




ＧＭ：ではクライマックスに移うつります。その前にアキナの今の格かつ好こうを確かく認にんしたいのですが。

アキナ：鎧よろいと髪かみ型がたを同じものにして、ピアニィと同じ格好をしてます。

ＧＭ：了りよう解かいです。

ドラン：わたしも――ピアニィナリ。

マルセル：ドランはいいだろ（笑）。

ＧＭ：では（笑）。状じよう況きようを説明します。日もほぼ落ちかけている、現げん在ざい、バルムンクの死霊軍団とあなた方はにらみ合っております。

マルセル：ふむ。

ＧＭ：で、死霊軍団の中から、歩み出るひとりの男――ソードブレイカー。
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アキナ：ゴルダ砦とりでから逃にげた人ですね！

ＧＭ：「よくぞ現われたな、女王ピアニィ」

アキナ：「あたしがピアニィです。お呼よびいただきありがとうございます」……って、お礼言うのおかしいですね。

ギィ：本物のピアニィもそんな感じの人（笑）。

ドラン：ほとんど変わりません（笑）。

ＧＭ：「見上げた勇気だ、女王――と言いたいところだが、猿さる芝しば居いはやめてもらおう」

アキナ：ほら――もう！

ドラン：変へん装そうもまだまだですね。

アキナ：ドランがピアニィじゃないってばれちゃいましたよ！

ドラン：ワタシの方ナリかっ!?（笑）

ギィ：ドランの変装で隠かくしおおせるほうがおかしいだろ（笑）。

ＧＭ：さておき（笑）。「とぼけても無む駄だだ。ゴルダ砦での、お前らの姿を我われは見ている」
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アキナ：では――改めて名乗ります。あたしは高速機動部隊エンジェルファイヤーのアキナ・ブルックス。ピアニィさんに代わって、この国を護まもるものです！　と言いながら、バサッと変装道具を投なげ捨すてます！




　投げ捨てた衣い装しようが風に舞まう。

　その内側から現われたのは、赤毛をポニーテールにまとめた小こ柄がらな少女。

　身みの丈たけを超こえる大剣けんを構かまえた立たち姿すがたは、彼かの女じよが非ひ凡ぼんな戦士であることを物語っていた。




ギィ：か、――かっこいい！（笑）

ＧＭ：「では、こちらも名乗ろう。我われはソードブレイカーのガーゼラク。バルムンクの一員だ。アキナ――再さい会かいを待ちかねたぞ」

マルセル：再会だと？

ＧＭ：「アキナ・ブルックス、そしてエンジェルファイヤーを抹まつ殺さつすること。それがバルムンクとしての我が宿願」

アキナ：そっか。この人ですね、姿を見られちゃったからあたしたちを追っかけてきてる人。

ドラン：そうそう。つまりあの者を倒たおせばいいナリ。

アキナ：こっちもそういうつもりだしね（笑）。あたしがピアニィじゃないってバレたこと――報ほう告こくされるわけにもいかないし！（笑）

ＧＭ：「我が目的はふたつ。女王の行ゆく方えを知ることと、我が正体を知る貴様らの抹殺」

ドラン：もし、エンジェルファイヤー以外の偽ピアニィ様がここに現われたら？

マルセル：ああ、他にもピアニィ様の偽にせ物ものがいたはずだ。

ＧＭ：「しらみつぶしに殺していくだけだ。いずれ、目的は遂とげられる」

ドラン：それって、行き当たりばったりってこと？（笑）

ＧＭ：ドランのせいで冷れい酷こくなバルムンクの演えん出しゆつが、間ま抜ぬけに聞こえる――（笑）。ま、続けます。「モンドーラ様の命によってフェリタニア国内を内ない偵ていしていたが、お前らが来たのなら、好都合。ここで先日の返礼をさせてもらおう」

マルセル：モンドーラの配下か――確たしかにＧＭシーンであったな。

ドラン：（素に戻もどって）……いやあ、モンドーラはバルムンク一二人衆しゆうのひとりだし……その部下だから弱いってことはないだろうが、なぜか楽勝なイメージがわいてしまう（笑）。

ギィ：モンドーラはなまじ登場しているんで、連敗した印象がのこってるからな。

ＧＭ：「ひとつ聞きたい――。アキナよ、国を出た女王のために、なぜ命を懸かけるのか？」

アキナ：……アル兄様と約束しましたから。

ＧＭ：「約束？」

アキナ：ええ。アル兄様は絶ぜつ対たいに帰ってくるって約束してくれました――




　その時アキナの脳のう裏りをよぎるのは、決して約束を違たがえなかった兄の姿――。

　年とし端はもいかぬ自分を守ってくれた少年の横顔の頼たのもしさ――。




アキナ：だから、あたしはアル兄様が帰ってくる場所を命を懸けて守ります。

ＧＭ：「理り解かいできんな。口約束など――命を懸けるに値あたいするとは思えん」

アキナ：あなたは信じられないんですか？

ＧＭ：「無む論ろんだ。この戦せん乱らんの世は弱肉強食。頼たよるべきは自らの力のみ。力の裏うら付けなくば、約束など誰だれが守るものか――」

アキナ：人を信じるのは、その人との絆きずなの証あかしだよ。それができないのは、あなたが人を想おもうことをやめたから……かわいそうな人。

ＧＭ：「我を憐あわれむだと!?」激げき怒どするソードブレイカー。「よかろう！　ならばお前という剣を砕くまで！　絆などという幻げん想そうを信じたまま逝いくがいい!!」

ドラン：絆が幻想ですか――。ティナ様への忠ちゆう誠せいに生き、忠誠に死んだワタシには――あなたを倒す十分な理由があるナリ。

マルセル：では私もひとつ聞きたい。お前たちはピアニィ様の居い場ば所しよを発見できたのか？

ＧＭ：「そのようなこと、お前にいう必要はない」

マルセル：見つけた、といわないということはすなわち発見できなかったということ。

ＧＭ：「――くっ！」

マルセル：愚おろか者ものめ、お前らのような無む能のうがナヴァールに名を成さしめるのだ！

ＧＭ：「なん――だと？」

マルセル：どいつもこいつも役に立たない！　まあ、お前は私の名声のためにここで死ね。

ドラン：悪役みたいナリ（笑）。

アキナ：でも、本当はいい人――ですから！（笑）

ＧＭ：「お前は名めい誉よか。約束、忠誠、名誉……すべて下らん。我らがバルムンクの偉い大だいなる理想の前には、無む価か値ちにもほどがある」

ギィ：はっ。見たくもねぇよ、そんな理想。どうせくっだらねえモンだぜ。

ＧＭ：「き、貴き様さま……ッ!!」

ギィ：ほら、とっととやろうぜ。弱いヤツは、喰くわれるんだろ？

ＧＭ：「……よかろう、それほど死にたいのなら血祭りに上げてくれる！」

アキナ：約束のために…………あなたを倒します！




　そして、剣を砕く者ソードブレイカーとの戦いが始まる――。







◆Climax  02◆剣を砕く者




●第一ラウンド

行動値ち

　ソードブレイカー：　　21

　ギィ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　12

　死霊騎き馬ば隊たいＡＢＣ：　　11

　重装死霊歩兵：　　　　６
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　ソードブレイカーのガーゼラク。実は、かなりトリッキーな攻こう撃げきをする強敵である。それを披ひ露ろうできる快かい感かんにこの時のＧＭは、高こう揚ようをさけられなかったわけで――。




ＧＭ：これより戦せん闘とうに移ります！　敵てきはソードブレイカーと、重装死霊歩兵が一体。そしてモブの死霊騎馬隊が三グループ。配置はこのようになります（ポーンを配置していく）。

ギィ：これがここにいる全員じゃねえだろ。他は？

ＧＭ：他の死霊軍団は、皆みなさんとともに戦っていたゴノレゴたちが押おさえてくれています。

マルセル：なるほど、私たちの相手はこいつらだけか。

アキナ：みんな、ありがとう！

ＧＭ：なお、読者投とう稿こうの勇者に死者が出ていると、ひとりにつき重装死霊歩兵が一体増ふえていたところです。

ドラン：がんばって、勇者を守って正せい解かいだったナリ。

マルセル：ラスボスの壁かべは少ないに越こしたことはないからな。

アキナ：そうだね！　それにみんなこれからもがんばってもらわなきゃいけない人たちだし。こんな戦いで誰ひとり欠けるわけにはいかないよ！

ギィ：なんか、――アキナはリーダーって感じしてきたな（笑）。

ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスに参りましょう。【行動値】順にソードブレイカーから。《クイッククリエイト》＋《ウェポンクリエイト》。さらに《アンリミテッドクリエイト》を使用。１Ｄ＋４個この長ちよう剣けんを作成します……７個作成。




《アンリミテッドクリエイト》

《ウェポンクリエイト》で作りだす武ぶ器きの数を増やすオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく。《ウェポンクリエイト》と同時に使用することで、作成する武器を１Ｄ＋４個に増やす。ここでは《クイッククリエイト》の効こう果かもありセットアッププロセスで使用している。




　「いくぞ」

　ソードブレイカーが短く告げる。

　それと同時。七つの魔ま法ほう陣じんがソードブレイカーの周りに展てん開かいされ、そこから七本の剣が生み出だされる。驚きよう異い的てきな錬れん金きん術じゆつによる高速武器錬れん成せいだ。

　生み出された剣は目に見えぬ腕うでに捕つかまれたように、地に落ちることなく宙ちゆうにとどまり、アキナたちに切っ先を向ける。




ギィ：宙に浮ういている？

ＧＭ：ソードブレイカーの持つ《インビジブルハンド》の効果の演出です。




《インビジブルハンド》

　装そう備び部位に関かかわらず、任にん意いの数の武器を装備することのできるオリジナルエネミー特殊能力。装備している武器を同時に使うことができるわけではない。




ギィ：次はオレだな。《コンバットセンス》で行動値を25にする。

マルセル：では、私はエネミー識しき別べつ。対象は死霊騎馬隊だ。達成値は……21。

ＧＭ：マルセルのエネミー識別は成功。以下のような情報が判わかります。




死霊騎馬隊　レベル：11（モブ）


　所持スキル：《間合い》《吹ふき飛とばし》《ブーストダッシュ》《ラッシュ》《グラディエイト》《人馬一体》《俊しゆん足そく》《イミューンウェイト》《腐ふ臭しゆう》






ドラン：レベル11ですとっ!?

ギィ：《トルネードブラスト》が効かねぇ。

ＧＭ：なお《腐臭》はこのエネミーとエンゲージしたキャラクターの回かい避ひ判はん定ていにマイナス４の修しゆう正せいを与あたえます。なおソードブレイカーはこの効果を無む視しする特殊能力を持ってます。

マルセル：やっかいな…………。

ギィ：さて、ここで《陣じん形けい》を使うかどうかだが。

ドラン：どうしたものか――。




　キャラクターの配置をにらみつつ、この後の展開を相談するプレイヤー一同。

　しばしの考察のあと、一同は《陣形》使用を決けつ断だん。アキナが中央の死霊騎馬隊Ｂにエンゲージ。マルセル、ギィがそれぞれ移い動どうして独どく自じのエンゲージを形成した。

　さらに《限げん界かい突とつ破ぱ》も使われ、エンジェルファイヤーの面々は、判定とダメージに＋５のボーナスを得た。




ＧＭ：なるほど。スタートダッシュを決める戦せん略りやくですか――。では、死霊騎馬隊です。アキナと接敵しているＢ以外が《間合い》を使用します。これでセットアッププロセスに移動できるのです。Ａがギィに、Ｃがマルセルにエンゲージします。

マルセル：こっちに合わせてきたか。

ＧＭ：セットアッププロセスは以上。メインプロセスは【行動値】25になったギィからです。

ギィ：まずマイナーアクションで《プレッシャー》、メジャーで《ダブルショット》だ。対象はアキナとエンゲージしている死霊騎馬隊Ｂ。一発目の命中は25！




　ギィの手が目にも止まらぬ速さで動き、二条じようの矢が放たれる。

　その一発目を死霊騎馬隊Ｂはクリティカルで回避。もうひとつは命中し、マルセルの《チェックメイト》もあり30点のダメージを与える。




ギィ：《プレッシャー》付きなんで、ダメージが通ったから［重じゆう圧あつ］だぜ。

ＧＭ：これで重装死霊歩兵Ｂはマイナーアクションで回かい復ふくするまでスキルが使用不ふ可か。ではソードブレイカー。マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：毒》、メジャーで《シュートブレイカー》で攻撃！




《シュートブレイカー》

　装備している任意の数の武器を使用して攻撃するオリジナルエネミー特殊能力。使用した武器の数と同数の、シーン内の対象に射しや撃げき攻撃を行なう。武器の攻こう撃げき力りよくを２倍にしてダメージロールを行なう。メインプロセス終しゆう了りよう後、使用した武器は破は壊かいされる。




マルセル：む、シーン全体に攻撃できるのか……これは。

ギィ：わざわざエンゲージをわけた意味がなかったな（笑）。

ＧＭ：それは結けつ果か論ろんですがね。剣四本を砕き、皆さん全員を対象に射撃攻撃です。これで剣は残り三本。「我がソードブレイカーと呼ばれる所以ゆえんをとくと見よ！」

ドラン：ソードブレイカーってそういう意味かぁ――っ！（笑）

ＧＭ：命中判定は６＋３Ｄ……19。――宙に浮いていた剣が、四条の光となって放たれます。死霊騎馬隊とエンゲージしてる方は《腐臭》により回避判定にマイナス４の修正が入ります。

ギィ：なんだとぉっ！（笑）　しかたねぇ、フェイト１点使用して回避……18。食くらった。

アキナ：あたしはクリティカルのみ……13。当たりました。

マルセル：フェイト２点使う。ここで避さければかなり有利……よし、クリティカルだ！

ドラン：ワタシも必勝を期して――フェイト２点で回避！　達成値……19ちょうどで回避!!

一同：あっぶね～!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：お……惜おしかった（笑）。では、ダメージ……30＋２Ｄ点で34点の物理ダメージです。

アキナ：あたしは【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が20に《ウェポンガード》で７点軽けい減げん。７ダメージですね。

ＧＭ：了解。ダメージを受けたので、追加でバッドステータスの［毒］を受けます。

アキナ：それは《インデュア》で打ち消します。

マルセル：ギィに《プロテクション》を飛ばしてやろう。26点軽減だ。

ギィ：なら、オレ自身の【物理防御力】と合わせてダメージ０。［毒］は受けねぇぜ！

ＧＭ：くっ、上う手まく凌ぎましたね。ソードブレイカーの行動は以上。次はドランですね。

ドラン：メジャーアクションで《ウォータースピア》。対象は死霊騎馬隊Ｂ……達成値は25。

ＧＭ：その達成値だと回避は難むずかしい……15で失敗、命中しました。

ドラン：31点の〈水〉属ぞく性せい魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】が８点なので、25点ダメージ。これで死霊騎馬隊Ｂは戦闘不ふ能のうです。

ドラン：よかった、倒せましたか。これくらいの【ＨＰ】なら、なんとかなるナリ。

ＧＭ：では【行動値】が12のアキナとマルセルの行動です。

マルセル：ここはアキナに《ブレッシング》。魔ま術じゆつ判定は成功。判定のダイスが＋１個だ。

アキナ：ありがとう！　じゃ、あたしは――マイナーアクションでマルセルの方へ移動。メジャーアクションで死霊騎馬隊Ｃに《バッシュ》！




　弾はじけるような勢いきおいで死霊騎馬隊の中に飛とび込こむアキナ――大剣で敵を次々薙ないでいく――。




アキナ：おりゃーっ！（ダイスを振ふる）　命中判定の出目は17。えっと……29！

ＧＭ：クリティカルのみ……出ない、命中です。

アキナ：えっと、ダメージがダイス８個……出目が28なので、54点！

ＧＭ：39点ダメージを受けましたが、まだ生きてます。

ギィ：死霊騎馬隊の【ＨＰ】は40点って所か？

ドラン：おそらく、それぐらいでしょうね。




　この後、死霊騎馬隊Ｃがマルセルを攻撃するも、アキナの《カバーリング》などによってダメージ０。同じく死霊騎馬隊Ａがギィを攻撃――しかしフェイトを投入してまで回避にこだわったギィをとらえられず。残った重装死霊歩兵は行動放ほう棄き。

　大きな動きもなく第二ラウンドに進むかと思われたが――。




ＧＭ：全員の行動が終わったのでクリンナッププロセスへ。ここでソードブレイカーがオリジナルエネミー特殊能力の《アンデットクリエイト》を使用。剣を二本砕き、死霊騎馬隊Ｂの戦闘不能を回復――【ＨＰ】は現在20。残りの剣は一本。




《アンデッドクリエイト》

　装備している武器を一本破壊することで、モブの戦闘不能を回復するオリジナルエネミー特殊能力。戦闘不能を回復して【ＨＰ】を10 点まで回復させる。さらに一本破壊するごとに【ＨＰ】を10 点回復させることも可か能のう。




一同：なんだって――っ!?

アキナ：せっかく倒したのに――っ!?

ギィ：しかしこいつ、ソードブレイカーというより、ソードメイカーだな。

マルセル：自分で創って自分で壊すんだから、むしろソードマッチポンプじゃないのか？（笑）




●第二ラウンド

行動値

　ソードブレイカー：　　21

　ギィ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　12

　死霊騎馬隊ＡＢＣ：　　11

　重装死霊歩兵：　　　　６
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ＧＭ：次のラウンド。セットアップはソードブレイカーから。前のラウンドと同様《アンリミテッドクリエイト》で剣を作成……八本です。現在九本の剣が宙に浮いています。

ギィ：こいつは、戦い方を変える必要があるな――まずはオレが《ランナップ》でエンゲージから離り脱だつするぜ。

マルセル：では、アキナ。《陣形》を使ってくれ、私たちのエンゲージに全員を集めるんだ。

アキナ：わかった。《陣形》を承しよう認にん。全員集合！




　このセットアッププロセスではさらに死霊騎馬隊Ａ、Ｂが《間合い》でＰＣたちのエンゲージに移動。エンゲージはふたつにまとまることになった。




ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。【行動値】最速のソードブレイカーから行動します。

ギィ：問題ねえ。こい！

ＧＭ：前ラウンドと同じく《バッドステータス付与：毒》＋《シュートブレイカー》。剣を四本砕いて、ＰＣ四人を攻撃！　命中の達成値は19です。

マルセル：――毒か!?




　この攻撃は全員に命中。アキナがドランを《カバーリング》し、38点ダメージ。［毒］は《インデュア》で消去。ギィは30点ダメージ。で［毒］を食らう。マルセルは自分の《プロテクション》と【物理防御力】でノーダメージ。




ＧＭ：［毒］を与えられたのはギィだけですかぁ――。

ギィ：次はオレの行動だぜ。マイナーアクションで《アーマーブレイク》＋《トゥルーブレイク》、メジャーアクションで《アローシャワー》だ。対象はソードブレイカーと重装死霊歩兵のエンゲージ……フェイト１点使って、22。なんか出目が悪いな。

ＧＭ：それでも両方とも回避失敗。重装死霊歩兵が《カバーリン……。

ギィ：《ダイレクトヒット》だ。《カバーリング》は使用不能だぜ！




　勝負所と弓を撃うちまくるギィ。敵は回避のための反はん応のうすらままならない。

　だが、その矢の雨の真の狙ねらいは――。




ＧＭ：――くっ！　《トゥルーブレイク》のせいでソードブレイカーと重装死霊歩兵は【物理防御力】０ですか。ギィの神かみ技わざが、鎧の継つぎ目めを射い貫ぬく。「ち、我の防ぼう具ぐが――！」驚おどろきに目を見み張はるソードブレイカー。

ギィ：そしてダメージは18点だぜ――。

ＧＭ：ソードブレイカーはオリジナルエネミー特殊能力の《ダメージブレイカー》を使用。




《ダメージブレイカー》

　破壊した武器の数×10点分の【ＨＰ】ダメージを軽減するオリジナルエネミー特殊能力。




ＧＭ：武器を二本破壊してソードブレイカーのダメージは０、残りの剣は三本。重装死霊歩兵はそのままダメージを受けます。

ギィ：ソードブレイカーには弾かれたか。だが、仕事はしたぜ。

ドラン：次は私だな。《マジックブラスト》《ウォータースピア》で、サファイアを使用して、騎馬隊Ａ、Ｂ、Ｃを攻撃……達成値は25！

ＧＭ：騎馬隊は全員回避失敗。ダメージを。

ドラン：全員倒してアキナさんをフリーにしたいナリ。《マジックフォージ》の使い所ナリ。




　ドランの頭部から、魔法投とう射しや用の砲ほう身しんが伸のびる――。

　わずかな間に敵に照しよう準じゆんをさだめた後――蒼あおき魔術の奔ほん流りゆうが、怒ど濤とうのごとく放たれる！




ドラン：ここがワタシの見せ場ナリ！　15Ｄ＋20……72点の〈水〉属性ダメージ!!

ＧＭ：耐たえきれない！　三体とも戦闘不能、一いつ掃そうされました。

アキナ：じゃじゃ～ん、じゃじゃ～ん♪（←ドランの活かつ躍やくを褒ほめ称たたえるＢＧＭらしい）

ＧＭ：このギルドマスター、盛もり上あげも心得ている（笑）。次は、アキナとマルセルです。

アキナ：じゃあ、あたしから。マイナーアクションで移動。メジャーアクションで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》でソードブレイカーと重装死霊歩兵に攻撃します。フェイトを１点使って……クリティカル！

ギィ：よし！

ＧＭ：二体とも回避失敗。うぐぐ……重装死霊歩兵がソードブレイカーを《カバーリング》。ふたりとも、さっきのギィの攻撃で【物理防御力】が０なんだよな～。

マルセル：それに私の《チェックメイト》も乗るぞ。……ダメージに＋21だ。

ＧＭ：やめて――っ!!（笑）　ってもう手て遅おくれですが（笑）。

アキナ：ダメージは……クリティカル分も含ふくめて10Ｄ＋21。……（ダイスを振る）……出目が微び妙みようだな～……57。《チェックメイト》分と合わせて78です！

ＧＭ：78点素す通どおしで二倍、[image: 156]点ダメージは耐えきれない。戦闘不能です。




　この後マルセルが《ヒール》でギィを全回復させ、メインプロセスは終了。

　クリンナッププロセスでギィに［毒］のダメージが15点が入る（エネミー特殊能力の効果でダメージが増えている）。

　さらにソードブレイカーが《アンデットクリエイト》。剣を二本破壊し、重装死霊歩兵と死霊騎馬隊Ａの戦闘不能を回復、【ＨＰ】10で復ふつ活かつさせる。残りの剣は一本。




ドラン：この復活――やっかいナリ。

アキナ：まだソードブレイカーにはダメージを与えてないし――っ!?

ギィ：【ＨＰ】は10だから一いち撃げきで落とせるが……。この膠こう着ちやく状じよう態たい――なんとかしねぇと。




●第三ラウンド

行動値

　ソードブレイカー：　　21

　ギィ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　12

　死霊騎馬隊Ａ：　　　　11

　重装死霊歩兵：　　　　６
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ＧＭ：三ラウンド目――セットアッププロセスです。ソードブレイカーが剣を作成……。

ギィ：なら、その《ウェポンクリエイト》を《インタラプト》だ！




　ギィは《ランナップ》でエンゲージから離脱。マルセルの《アンパッサン》でドランもエンゲージから離脱。そこで最後の《陣形》を使用し。ドランがアキナと同じエンゲージに入る。これはアキナの《カバーリング》でドランを守る狙いであった。

　以上でこのラウンドのセットアッププロセスは終了となる――。




ＧＭ：メインプロセスになってソードブレイカーの行動からですが……。

ギィ：フ、今回は毒は使えまい。

ＧＭ：ええ。セットアッププロセスで剣を作れなかったので、このマイナーアクションで《ウェポンクリエイト》＋《アンリミテッドクリエイト》を使って……七本作成。計八本。四人を対象に《シュートブレイカー》。これで残りの剣は四本……達成値17。

マルセル：……（しばし考え）……狙ねらい目めか。ここで私が回避に成功すれば、余よ裕ゆうができる。フェイトを３点使用だ。

ギィ：賭かけに出やがったな。確かにマルセルが避けるとでかい！

マルセル：出目が14以上で回避。ダイス５個振れば回避できるはず……クリティカル！

ドラン：すばらしい！

ＧＭ：他の人には命中しましたね。ダメージロール行きますよ。

アキナ：その前にドランさんを《カバーリング》！

ＧＭ：了解しました。ではダメージ……42点。

ギィ：オレはこの攻撃だけなら倒れねえが……アキナ、大だい丈じよう夫ぶか？

アキナ：【ＨＰ】は65点。《カバーリング》分を含めて44点ダメージもらったけど、大丈夫。

マルセル：なら、《プロテクション》はギィにだ。

ＧＭ：その《プロテクション》に対してソードブレイカーが《ガードブレイカー》を使用。




《ガードブレイカー》

　武器を破壊することで、ダメージを軽減するスキルを打ち消すオリジナルエネミー特殊能力。この効果を使用すると、装備している武器が三本破壊される。




マルセル：なんだとぉおおお――っ!!

ドラン：こいつ――どれだけ、いやらしい技わざを持ってるんナリ!?

ＧＭ：《プロテクション》を打ち消します。剣は残り一本。ソードブレイカーは行動終了。

ギィ：痛え、オレは34点ダメージだ。おっと、次はオレだが待機を選択するぜ。

ドラン：では、ワタシの番ですね。《マジックブラスト》で範はん囲い（選択）にして《ウォータースピア》をソードブレイカーのエンゲージに。もったいない感じがするナリ。

ギィ：仕方ねえ。オレかドランが、重装死霊歩兵をやらねえとな。




　所しよ詮せん残り【ＨＰ】は10――。ドランは苦もなく重装死霊歩兵を倒す。だが、ソードブレイカーまでは《カバーリング》によってダメージが及およばない。




ドラン：あとはよろしくナリ。

アキナ：まかせてください！

マルセル：先に私が動こう。アキナに《ブレッシング》だ……うむ――発動。

アキナ：それじゃあ、《スマッシュ》、と《バッシュ》……命中は22！

ＧＭ：ソードブレイカーの回避は14。命中です。

アキナ：一気に行きます――……《スマッシュ》で30。それにダイスが基き本ほんの３個と《バッシュ》の５個、《ボルテクスアタック》も使って８個。全部で16Ｄ＋30！

マルセル：さらに《チェックメイト》……16点追加だ。

アキナ：ダイスの合計が57だから、87。16点を足して[image: 103]点！　――食らえーっ！

ＧＭ：【物理防御力】が０なので[image: 103]点、丸々食らいました。痛いたいですが、まだ生きてます。

アキナ：ええ――っ!?　まだ平気なの――。




　死霊騎馬隊Ａは《吹き飛ばし》＋《ラッシュ》でマルセルを攻撃。８点のダメージを与えるとともに、《吹き飛ばし》の効果でマルセルを10メートル後方に吹き飛ばす。




マルセル：ば、ばかなっ――!?　地面を転がりながら吹っ飛ばされる。

ギィ：ここで待機していたオレの行動だ……その前に《祝福》をもらえないか？

アキナ：あたしも【ＭＰ】10しかないからちょうどいいです。《祝福》承認します！

ＧＭ：全員【ＭＰ】回復です。神の祝福を受け、皆さんの心が奮い立ちます。

ギィ：これでスキルが使える。マイナーで《レイジ》、メジャーで《ダブルショット》を使ってソードブレイカーを攻撃。ここが使い所と見た。ミスリルの矢も使うぜ――！




　ギィの二回の射撃はソードブレイカーから[image: 173]点の【ＨＰ】をもぎ取った。

　しかし――――。




ＧＭ：――まだ生きてます。

アキナ：ちょっとこの人強すぎだよ――っ!?

ドラン：こ、こいつ――部下のくせに、モンドーラよりも強そうナリ？

ＧＭ：（涼すずしい顔で）部下が上司より弱いと誰が決めましたか？

一同：うそ――――っ!?（爆笑）

ギィ：……おっと。次はクリンナップだが、その前に《蘇そ生せい》を使ってくれ。

アキナ：じゃあ《蘇生》を使用します！

ギィ：これで【ＨＰ】が全ぜん快かい。［毒］に耐えられる。アキナの【ＨＰ】も回復するぜ。

アキナ：わーい！

ＧＭ：クリンナッププロセス。ギィは［毒］のダメージ15点。そしてソードブレイカーが《アンデットクリエイト》。剣を一本破壊し、重装死霊歩兵を復活させます。これで剣は残り０。




●第四ラウンド

行動値

　ソードブレイカー：　　21

　ギィ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　12

　死霊騎馬隊Ａ：　　　　11

　重装死霊歩兵：　　　　６
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　そんなこんなで、死し闘とうは続いて第四ラウンド目。四は不ふ吉きつな数字と言うが――まさかあんなことになろうとは――――!?




ＧＭ：第四ラウンドのセットアッププロセス――ソードブレイカーは剣を……六本作成。

ギィ：オレは死霊騎馬隊Ａに《ランナップ》でエンゲージだ。

マルセル：さっき吹き飛ばされた私は《アンパッサン》で移動する。アキナたちのエンゲージから20メートルの位置へ。

ＧＭ：ドランとアキナはなしですね。では、こっちもなしで、セットアップは終了。

ギィ：メインプロセスか――さあ、こいよソードブレイカー！

ＧＭ：今回はひと味違います――マイナーアクションで剣を作成……八本作成、残り十四本。

マルセル：ん？　剣を大量に作って、ダメージを減へらす特殊能力のコストを稼かせいだのか？

ＧＭ：違います。ソードブレイカーは傷きずついた顔を怒りにゆがめながら――「ここまで追おい詰つめられたのは初めてだ。よかろう、我が最大の切り札を見せてやる」と言って《ソードブレイカー》という自分の名前と同じ特殊能力を使用します。




《ソードブレイカー》

　場面（選択）に射撃攻撃を行なうオリジナルエネミー特殊能力。ダメージは［装備している武器の数＋２］Ｄ＋30の属性のない魔法ダメージとなる。使用したメインプロセス終了後、装備した武器はすべて破壊される。




マルセル：ダメージが［装備している剣の数＋２］Ｄだと!?

アキナ：や、やばい――よね。

ＧＭ：つまり今だと16Ｄ＋30点ですが――命中判定は３Ｄ＋６……よし、クリティカル!!

一同：ふっざけんなああああああ――――――――っ!!（一同爆笑）




[image: ]




ギィ：18Ｄ＋30に増えやがった――っ!!　やばいぞ、90点近くダメージがくる！（笑）

アキナ：こ……、これがデスマーチってことなのぉ――――っ!?（笑）

ドラン：むう――クリティカルで回避しないと危き険けんナリ。

ギィ：そんなもん狙って出せるかぁぁぁぁぁっ!!（爆笑）




　大だい混こん乱らんである――。

　そして、一同は必死に回避を試みる――。




アキナ：フェイトを３点使用……クリティカルしません！

マルセル：残ったフェイト２点を使う……クリティカルせず。

ドラン：フェイト３点使用です……クリティカルしません。

ギィ：オレだけでも避けたい。フェイトを２点使って……ダメだ、クリティカルしねぇ――！

一同：全員ダメかぁぁぁぁ――――っ!!




　ソードブレイカーの頭上に滞たい空くうする十四本の剣。

　まばゆい光こう芒ぼうとともに、その全すべてが一いつ瞬しゆんで砕くだけ散ちる。

　誕たん生じようした無数の光の欠かけ片らは豪ごう雨うとなって、四人へ降ふり注そそいだ――。
















アキナ：回避できなかったので《カバーリング》は無理かも。あたしが倒れちゃう。

ギィ：いや、《カバーリング》してくれ。数すう値ち次し第だいでは《プロテクション》を使えば耐えられるかもしれねえ。倒れそうな時は《ガーディアン》を使う。

アキナ：なるほど！　ならドランさんを《カバーリング》します！

ＧＭ：……（ダイスを振る）……ダメージは86点の属性なしの魔法ダメージです。

ギィ：ダメか……86点は《プロテクション》使ってもアキナが倒れるな。片かた方ほうに《ガーディアン》をとばすぜ。

マルセル：ギィ、《プロテクション》を使えば立っていられるか？

ギィ：無理だな。毒がなけりゃ、立っていられるんだけどよ。

マルセル：なら自分に使う。すまないが、ギィには倒れてもらおう……35点軽減。残り４点で立ってるぞ。

ギィ：オレはどうしようもねえ。83点くらって戦闘不能だ。

アキナ：あたしは81ダメージですね。それじゃ《ソウルバスター》、いぇーい！

ＧＭ：それは81点もらいます。これでソードブレイカーの行動は終了。剣は０です。

ドラン：では、ギィが倒れているので次はわたしですね。おそらくアキナが当てられれば、ソードブレイカーは沈しずむはず！




　アキナの一撃にかけるべく、ドランは命中判定にフェイトを用いた《マジックブラスト》＋《ウォータースピア》で重装死霊歩兵を瞬殺。なお、ソードブレイカーは《カバーリング》されてノーダメージ。

　続くマルセルは念のためアキナに《ヒール》を施ほどこす。




アキナ：やった。これで【ＨＰ】が82。ありがとうございます♪　それじゃあ、あたしの攻撃だね。《スマッシュ》＋《バッシュ》です！

ギィ：ここで決めてくれよ……。

アキナ：ぷ………プレッシャーが（笑）。う――ん、命中判定にフェイトを１点使用です。この一撃に全てをかける！　……あったれぇ――っ!!　達成値……22！

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、ごめん……――回避はクリティカル。

一同：…………。

ＧＭ：…………。

一同：………うわああああぁぁぁぁぁ――――――っ!!




　ソードブレイカーはひょいっ――とアキナの攻撃を回避してしまった。




ギィ：空気読めよＧＭ――っ!!（笑）

ＧＭ：できるかぁ――――っ!!（笑）

ドラン：（プレイヤーに戻って）噓っ!?　マジっ!?　リプレイ的にはオイシイけど！（笑）

アキナ：（落おち込こんでいる）悲しい～……あたし、弱い？




[image: ]




ギィ：（プレイヤーに戻って）いや、そんなことないって――。菊きく池ちさんもいってたけど、今回――ＧＭの出目がよすぎだって!!（爆笑）

マルセル：ま……まあ、これで私の《ヒール》に意味が出たな。




　次の死霊騎馬隊はマルセルにエンゲージ。《ラッシュ》で攻撃をかけるが、アキナの《カバームーブ》でことなきを得る。




マルセル：アキナ、助かった。礼を言うぞ。

アキナ：仲間だし、当然ですよ！　というか、次こそ倒すよ！（笑）

ＧＭ：ではクリンナッププロセスですが、剣がないので何もなし。これでこのラウンドは終了。




●第五ラウンド

行動値

　ソードブレイカー：　　21

　ドラン：　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　12

　死霊騎馬隊Ａ：　　　　11
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　ソードブレイカーの奮ふん戦せんにより追い詰められたエンジェルファイヤーの面々。同様にソードブレイカーも余裕はないのだが――彼かれにはＰＣを一掃する可か能のう性せいを持つ大おお技わざがある。

　勝敗の行方は、いまだ見えない――。




ＧＭ：セットアッププロセス。ソードブレイカーが剣を作成……九本作成で、残り九本。他にセットアッププロセスで行動する方は？

マルセル：ギィは倒れてる。私はないぞ。ドランとアキナもないな。

ＧＭ：では、メインプロセス。ソードブレイカーは、マイナーアクションで剣を作成……五本です。これで現在十四本。

マルセル：さっきと同じ攻撃がくるか――。

ＧＭ：もちろんです。メジャーアクションで《ソードブレイカー》を使用。現在十四本なので、当たれば16Ｄ＋30の魔法ダメージです。

ドラン：くぅ、「目が覚めてきたナリ」って感じですね（一同笑）。

ＧＭ：命中は…………あああああっ!?　酷ひどい！　酷すぎる！　達成値12！

アキナ：ここはフェイトを２点使いますね……達成値14。　回避成功です。

ドラン：ワタシは……駄だ目めです、回避失敗。

マルセル：死霊騎馬隊Ａがいるせいで、私は無理そうだな……うむ、回避失敗だ。

アキナ：ここでドランさんを《カバーリング》です！

ＧＭ：ダメージは……81点、属性のない魔法ダメージ！

マルセル：ここはアキナに《プロテクション》……29点軽減。

アキナ：これで47点のダメージ。まだまだ立ってます！

マルセル：私自身は71点ダメージ――。どうしようもなく戦闘不能だ。アキナ、後は頼む！　そういってがっくりと膝ひざをつきます――。

アキナ：マルセルさんっ!?　…………はいっ！




　次々と倒れていく仲間たち――。後がない状況に、アキナの顔が緊きん張ちように引ひき締しまる。




ドラン：では、ワタシが少しでも削けずりましょう。マイナーアクションで《ドラゴンカース》。フェイトは《ソウルコンバート》を使って【ＭＰ】で代用します。与えるバッドステータスは［重圧］。

マルセル：ソードブレイカーに攻撃だな。だが、バッドステータスは通るか？

ドラン：効きけばもうけものナリ。メジャーアクションは《ウォータースピア》、さらに高級サファイアを使用してソードブレイカーを攻撃……命中19！

ＧＭ：回避15、命中です。

ドラン：ダメージは45点、〈水〉属性の魔法ダメージです。１点でも抜ぬければ［重圧］と［放心］、さらに《マリッド・ストリーム》で回避判定のダイスをマイナス１個。通りますか!?

ＧＭ：うおっ、29点抜けました。《マリッド・ストリーム》の効果は受けますが、［重圧］と［放心］は《バッドステータス無む効こう》があるので受けません。

ドラン：だがこれでクリティカル回避はなくなりました。アキナさん決めてくださいナリ！

アキナ：はい、これで終わりにします！

ＧＭ：では、苦しげな表ひよう情じようながらもソードブレイカーはあざけるように言います。「無駄なことを――今いま頃ごろは本物のピアニィもアルも、我が同どう志しの手によって――――」




　そんなことはないよ――っ!!




　アキナの叫さけびが平原に響ひびき渡わたった――。




ＧＭ：「何ぃ――」

アキナ：アル兄様は必ず約束を守ってきた――。だから無事に帰ってくる。――だから、あたしも――あなたを倒して――約束を守るっ!!

ＧＭ：「バカな……約束なぞ……」

アキナ：とおりゃあああああぁ――――っ!!　《スマッシュ》＋《バッシュ》でソードブレイカーを攻撃……命中は20！

ＧＭ：回避は失敗……命中です！

アキナ：ダメージは55点。倒れろ―――――っ!!

ＧＭ：「ぐわああああ――――っ!?」もはや力を使い果たしていたソードブレイカーは、その攻撃をまともに受けます――。ここで【ＨＰ】０、ソードブレイカーは倒れます。

アキナ：………やったっ!?　な、なんか大変だったぁ――――っ！（笑）

ドラン：やりましたね！　アキナさん。

マルセル＆ギィ：…………う、うう……（←戦闘不能中）。

アキナ：あっ、ふたりの手当をしなくちゃ――――っ!?（一同爆笑）




　こうして、エンジェルファイヤーを苦しめたバルムンク――ソードブレイカーのガーゼラクは倒れたのであった――。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆ひとつの戦いの終わり




　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、膝をつくソードブレイカー。

　息も絶たえ絶だえになりながら、口を開く。

　最後の……呪のろうような言葉を残すために……。




ＧＭ：では、エンディングになります。最後の一撃を受け、がくりと膝をついたソードブレイカーがカッと目を見開きアキナに語りかけます。

アキナ：うわっ――！　驚いて飛とび退のきます。

ＧＭ：彼は、凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべて語ります。「我を倒しても、バルムンクは第二、第三の刺し客かくを送る！　貴様らに安息の日が訪おとずれることはない！」そう叫び、絶ぜつ命めいします。

アキナ：だったら、何度でも返かえり討うちにするよ――。アル兄様のためにも！

ギィ：なら、オレはぽつりとつぶやこう。……なーに、大丈夫さ。あいつのボスは、今頃ピアニィたちに倒されてるだろうからな。

ドラン：しかも描びよう写しやもされずにな！（笑）

ＧＭ：メタなことを言うな――っ!!　せっかくのエンディングが、ダイナシになるじゃないですか！（笑）

ギィ＆ドラン：すみません、（プレイヤーは）見てたもんで（一同爆笑）。

ＧＭ：ともかく！　ソードブレイカーを倒したところで、フェリスやゴノレゴなど、援えん軍ぐんとして駆かけつけてくれた人たちが次々と集まってきます。

マルセル：彼らも自分たちの敵を倒したのだろう――。

ＧＭ：そして――アキナの前にたどり着いた彼らは、跪ひざまずき忠誠の意を示しめします。

アキナ：えっ、えっ？　この人たち、あたしが偽物だって、アキナだって知ってるよね？

ＧＭ：知ってますよ。その上で、敬けい意いを表しているんです。アディーン村に配置されてニャールが言います。「あなたがいなければ、村を守りきることはできなかったニャン。来てくれて、本当にありがとうだニャ！」

アキナ：そんな！　みんなが頑がん張ばってくれたから守れたんだよ！（照れながら）

ＧＭ：その言葉に、今度はスコットが言います。「みんな、あなたのおかげでこの国のために戦う決意を持つことができました。それはあなたが女王としての勤つとめを果たしたからです。たとえ、あなたがかりそめの女王だとしても」といってウィンクします。

ギィ：なかなか洒しや落れた挨あい拶さつをするじゃねえか、スコットのヤツ（笑）。

ＧＭ：みんなで偽ピアニィ作戦を盛り上げていった仲間ですからね。最後までそれをやりとげた上で、彼はアキナ本人に全て分かっている――と、伝えたかったんです。

アキナ：じゃあ、あたしもピアニィさんになりきって、にっこりと笑おう。……みなさん、ありがとうございます！

ＧＭ：アキナの言葉に、その場にいる一同に笑え顔がおが広がる――。そんなところに、こんな叫さけび声ごえが聞こえてきます。「伝令！　伝令――っ！」

マルセル：あのかけ声は……。




　伝令役を表わす帽ぼう子しをかぶったヴァーナの少女、イムイムが大おお慌あわてで駆けてきた――。




ドラン：おおっ！　伝令役のイムイムナリ。

ＧＭ：その通り。イムイムはみなさんの前に駆かけ寄よると、懐ふところから一いち枚まいの文書を取り出して読み上げます。「伝令！　ノルウィッチのエルゼリエさまより、ピアニィさまがメルトランドの残ざん存そん勢せい力りよくと同どう盟めい締てい結けつに成功との報ほうあり。また、エストネルより、レイウォールとグラスウェルズの両国に、停戦命令が出されました！　両国ともそれを受じゆ諾だくする方向とのこと！」

ギィ：ほぉ――っ、あいつら本当にやりとげやがったのか！　思わず驚いて目をむくぜ。そして、マルセルに言う。残念だったな。裏うら目め軍ぐん師しの名は返上できそうにないぜ！（笑）

マルセル：仏ぶつ頂ちよう面づらを崩くずさずに言おう。ピアニィさまもバルムンクを退しりぞけたようだな……。ならば、レイウォールもグラスウェルズも撤てつ兵ぺいせざるをえんということだ――。

ドラン：これで一安心ナリ。いやー、よかった！　ねえ、アキナさん。

アキナ：うん！　そうだね。じゃあ今日はみんなでアディーンでゆっくり休もう！
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一同：賛さん成せい――――っ！




　この一件以い降こう――。アディーン村では、死霊の軍団に襲おそわれかけた時。自ら乗のり込こんで剣を振るい人々を救い出した、英えい雄ゆう女王ピアニィの伝でん承しようが誕生した。

　そして、それは近きん隣りんの人々に、広く語かたり継つがれたという――。




　しかし、正史によれば、この時期、ピアニィ女王はメルトランドへと赴おもむいていた、と記述されている。







◆Ending 02◆そして、綱つな渡わたりは続く




　勇者たちの敬意に、笑顔で応こたえるアキナ。




　一見感動的なその光景を見ながら、マルセルは思う。




　……今回はうまくいった。レイウォールとグラスウェルズは撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、亡ぼう国こくの危き機きは回避することができた。

　そしてメルトランド王国は解放され、フェリタニア王国はまた一いち段だんと勢力を拡かく大だいする。

　辺へん境きようの弱国にすぎなかったフェリタニア王国は、この一件を持って列強の仲間入りをすることになるだろう。




　だが、しかし……。




　二大大国が撤退はしたといっても、フェリタニアとの敵てき対たい関係は残る。

　メルトランド王国の土地は荒あれていて、復ふつ興こうだけでも莫ばく大だいな金がかかるだろう。

　それなのに、拡大した領りよ土うどを守るために兵員の増ぞう強きようは必ひつ須す。

　しかも、謎なぞの組そ織しきバルムンクが暗あん躍やくし、アルディオン大陸全土での戦火の拡大を画かく策さくしているという……。




　無論、座ざして滅ほろびを待つような真ま似ねができるはずもない。

　今回のような国そのものをかけねば勝利できぬ戦いは、これからも続くのだろう。




　そして間ま違ちがいなく、その戦いにマルセルとその仲間たちが駆かり出だされるであろう。




　そう……。それはさながら、終わりなき死の行軍のように―――。

　恐るべき未来に思いをはせ、マルセルはひとりため息をついた。
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『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第二話「偽いつわりの女王」

―ＦＩＮ―













あとがき






　デスマーチ、みんなで踊おどれば怖こわくない。




　――いや、

　踊らないから（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ　死んで花実が咲さくものか！』

　いかがでしたでしょうか。

　フェリタニアの歴史の大転換点――『メルトランド戦せん役えき』。『無印』シリーズの主人公、ピアニィたちは、この時期、まさに東とう奔ほん西せい走そうの大だい活かつ躍やくを見せていました。

　ですが、生まれたばかりの小国とは言え、フェリタニアも多くの人々が暮くらす国家。彼かの女じよたちだけががんばってすむという話でもありません。

　当然、語られていない、多くの人々の活かつ躍やくがあったはず。

　本書はそんな未いまだ世に出ていない英えい雄ゆうたちが協力して、若わかき国家フェリタニアを守っていくというコンセプトのリプレイであります。

　そして、そこで活躍する英雄未満の人物たちが、エンジェルファイヤーの面々であり、「ピアニィの勇者募ぼ集しゆう」に応おう募ぼしていただいた読者投とう稿こうの勇者のみなさんなのです。




　投とう稿こう者しやのみなさん。「ピアニィの勇者募集」にたくさんの応募をありがとうございます。みなさんの投稿がなければ、本書『デスマーチ』は誕たん生じようしませんでした。

　どうもありがとうございます！

　なお、〝そのための新たな作品が書き下ろされるという事じ態たいになった〟のは、本書の冒ぼう頭とうにあるように、いくつかの偶ぐう発はつ事態もあったわけですが……（笑）。

　それはさておき。

　今後とも『サガ』シリーズは続いていきます。ですので、今回採さい用ようされなくても、既すでに投稿済ずみの読者さんのキャラが『無印』『アクロス』『ブレイク』などのシリーズで登場する可か能のう性せいはまだまだあります。

　また、現げん在ざいは新しいレギュレーション（フェリタニアに限かぎらず、どの国に帰き属ぞくしていてもかまわない）で、投稿ＮＰＣを募集しています。

　こちらもふるってご応募ください。

　では、ここからは作品内ない容ようについて触ふれていきましょう。

　ネタバレにあたるようなシナリオのギミックなどについての解かい説せつがありますので、未読の方はまず本ほん編ぺんからご覧らんになっていただけるよう、お願いします。




●第一話　勇者救出作戦について

　このエピソードの冒頭から登場する禿はげ鷲わし団だんの切り札、石化ガス。

『サガ』シリーズについて詳くわしい方なら、関連を想起した方もいるかもしれません。『アリアンロッド・サガ』小説、『ルーズ・ソードマスター』に登場するバルムンクが、近い効こう果かを持つ呪のろいを用いていたということを――。

　本書の石化ガスはそれを兵器として転用するための実験の産物という位置づけで考案したものです。セッションの結果、歴史の影かげに消えていった本アイテムですが、謎なぞの多いバルムンクのこと。どこかにデータを残しているかもしれません。

　このシナリオの中ちゆう盤ばんで猛もう威いを振ふるった《高機動部隊》についても触れておきましょう。言いい訳わけくさいですが、さすがにこのレベルのギルドスキルを完全に読み切るのは無理でした。

　結果として、中盤の戦せん闘とうはことごとくＰＣに先手を取られ続け――、うまくいけば二ラウンド程ほどは暴あばれるはずだった禿鷲団のみなさんが、次々と鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに屠ほふられているくさまはＧＭとしても大弱り。

　しかし、このスキルのおかげで〝高速機動部隊エンジェルファイヤー〟という、素す晴ばらしい言こと霊だまが飛び出したので、まあよし、という気分ではあります。

　明らかにされないギミックも残ったので、いくつか紹しよう介かいしておきます。

　実は早々に食料庫に行くと酒さか瓶びんが手に入ります。これを回かい収しゆうしてから、神しん殿でん跡あとに行くと、酒瓶を用いることで容よう易いに警けい備びの禿鷲団を籠ろう絡らくできた、などという小こ技わざもありました。

　また、武ぶ器き庫こでの戦闘で複ふく数すうラウンド経けい過かすると、別口で潜せん入にゆうしていた読者投稿の勇者から助力を得られたなどの分ぶん岐きも用意されていたのです（この勇者さんは二話で登場することになりました）。




●第二話　偽いつわりの女王について

　アキナに偽にせのピアニィとしてフェリタニア領りよう内ないで活動させる――これが、このシナリオの軸じくとなるアイデアです。フェリタニアに残された人間たちも、「待っている」以外にできることはあるはず。

　そこが、思考の出発点でした。

　実じつ際さいのセッションのオープニング３をやってみて、集った勇者たちは、フェリタニアという国をささえるべき人材である、ということが再さい確かく認にんされるわけです。

　個こ人じん的てきな話をしますと――。

　三さん国ごく志しでは、劉りゆう備びが蜀しよくの国をたちあげるあたりが、特に好きなエピソードだったりします。これからという国に続々と優ゆう秀しゆうな人材が集結していく――そんなわくわく感がたまらないのです（笑）。水すい滸こ伝でんにも同様の魅み力りよくを感じるわけですが、そこからさらに個こ々このキャラクターの物語を想そう像ぞうするという楽しみ方もできるでしょう。

　ともあれ、今回の勇者大集合で、そんな雰ふん囲い気きが少しでも出せているといいなぁ――と思っています。

　本ほん筋すじとは関係ない話を少々。

　ソードブレイカーが使し役えきしていた死し霊りよう騎き馬ば隊たいと重装死霊歩兵についてです。

　本編では蛇だ足そく気味だったので明かしませんでしたが――。この二つの怪かい物ぶつたちは、『無印』四話に登場したレイウォールの騎馬隊と重装歩兵のなれの果てという設せつ定ていで使いました。ピアニィがバーランドへ戻もどる途と上じようのノール川河畔で立ちふさがり、アルたちに撃げき退たいされた後に、こんな憂うき目めにあうのです。やっておいて何ですが、彼かれらの不運には同どう情じようせずにはいられません。

　さて――。では、誰だれが彼らをこんな存そん在ざいにしたのか？　なんとなく思い当たる方もいることでしょう。バルムンクには人間を邪じや悪あくな生物に変へん貌ぼうさせる技ぎ術じゆつを持つ者が存在します（ソードブレイカーもある程度の技術と知識を持っていました）。『無印』三話でのキンバリー。『デスマーチ』一話のワルダーなど、いくつかの事例をあげることができます。おそらく、バルムンク一二人衆しゆうの中には、そのような技わざを研究している者がいるのではないでしょうか？　もしかしたら、『デスマーチ』に限らず、どこかのシリーズ、あるいはシナリオで、そのような敵てきが登場するかもしれませんね。ここでは、そう述のべるに留とどめておきましょう（笑）。

　また。奇くしくも、兄と妹が同じ敵と戦うことになったわけで――、その意味では因いん縁ねんめいたものもあります。いくつかのシリーズをクロスオーバーする『サガ』ならではの面おも白しろさと言えるのではないでしょうか？




●イラストについて

　そのコンセプト上――『デスマーチ』では多くの読者投稿の勇者たちが登場します。ぶっちゃけ、かつてない多さのニューフェイスがお目見えすることになったわけです。

　そこで、セッション時に各プレイヤーが各キャラクターを認にん識しきしやすいように工く夫ふうを施ほどこしました。登場が有力だった読者投稿の勇者さんたちに簡かん単たんなスケッチをあらかじめ用意したのです。描えがいてくれたのは本編のイラストを担たん当とうしている猫ねこ猫びよう 猫ねこさん。おかげさまで、プレイもスムーズに進み、本当に助かりました。

　それらの勇者さんたちの容よう貌ぼうは本編中でご確かく認にんいただけます。何はともあれ、愛されるキ

ャラとなって、みなさんのセッションに登場してもらえれば、私わたしとしても嬉うれしい限りです。

　さらに本編では、要所要所にＰＣたちの小さなカットが配されています。盛もり上あがった冒ぼう険けんの雰囲気を伝えるための演えん出しゆつとしてレイアウトしました。

　前から、こんな実験的な誌し面めん構こう成せいにトライをしてみたいと妄もう想そうしていたのですが。

『デスマーチ』が極きわめてネタ性せいの高い企き画かくであるのをいいことに、強行してしまったというわけです。

　結果として、進行がマジでデスマーチになるという、オチも付いてしまいました（笑）。

　こんな手間のかかる企画に快こころよくつきあってくれ、素晴らしいイラストをつけてくれた猫猫猫さんにあらためて感かん謝しやを！




　プレイヤーのみなさんにも改めて御おん礼れいを。

　菊きく池ちたけし、鈴吹太た郎ろうの両氏は――ともに責せき任にんを取って欲ほしい、と参戦していただいたのですが。さすがのプレイヤー力で、セッションをこの上なく盛り上げていただきました。

　たのあきら氏は、『デスマーチ』への道みち筋すじをつけていただいただけでなく――、〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセルという味のあるキャラを演えんじてもらい、感謝の言葉もございません。

　そして、酒さか井い香か奈な子こさん。




[image: ]




　初参加ながらその魅力は本物の輝かがやきと言えましょう。アルの妹、アキナ――。そのキャラクターの華はなやかさは言うまでもなく。要所要所で、場の雰囲気を持っていくロールプレイには感動すら覚えたものです。

　また、本書の編へん集しゆうを担当してくれた、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編集Ｋ４さん。このマジでネタとしか思えない企画を速そつ攻こうで通してくれた太ふとっ腹ぱらには、ただただ御礼あるのみ。

　最後にこの本を読んでいただいた読者の皆みな様さま、どうもありがとうございます。

　もし、本ほん巻かんのキャラたちがお気きに召めしましたら、ぜひ富士見書房さんまでお手紙ください。

　反はん響きようがよければ、続ぞつ刊かんも考える――と富士見のＫ４さんも言っています（笑）。

　ではまた、機会があればお会いしましょう。





二〇〇九年一二月一〇日

田中信二

























































アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ




死んで花実が咲くものか！
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